
『人文学報』 第97号(2008年8月)

  (京都 大学人文科学研究所)

              コ ミュ ー ンか ら聖 地 へ

   一 アフ リカ系 アメ リカ人のオ リシャ崇拝運動における拠点の変容

               小  池  郁  子*

          第1章 序論

           1.目 的

           2.オ リシャ崇拝の宗教概念 と歴史的背景

           3.米 国のオ リシャ崇拝体系と崇拝組織

           4.オ リシャ崇拝運動の概略

           5.先 行研究

          第2章 オ ヨトゥンジ村を中心にしたオ リシャ崇拝運動

            1.コ ミューンの創設 ・繁栄(1970年 代～80年 代半ば)

             1-1.オ ヨ トゥンジ村の創設

            1-2,オ ヨ トゥンジ村の社会構造

            1-3.オ ヨ トゥンジ村における成員の経済活動

             1-4.オ ヨ トゥンジ村に導入されたジェンダー規範

           2.コ ミューンの破綻(1980年 代半ば～)

            2-1.オ ヨ トゥンジ村と地域社会 との問題

            2-2.オ ヨ トゥンジ村の内部の問題

            2-3.排 他的なオ リシャ崇拝運動の衰退要因

          第3章 オ ヨトゥンジ村の聖地化

            1,オ ヨ トゥンジ村の敷地

           2.オ ヨ トゥンジ村に出入りする成員

           3.変 わ りゆく規律 ・変わらない規律

           4.祝 祭 の空間

            4-1.オ リシャ祭 ニイェモジャ祭

            4-2.ナ ンガレオ儀礼

            4-3.儀 礼 におけるスピーチ

          第4章 ハ ウスとオヨトゥンジ村との関係

            1.オ ヨ トゥンジ村との関係を解消 したハゥス

           2.オ ヨ トゥンジ村との関係を再構築 しているハウス

           3.オ ヨ トゥンジ村との関係を維持 しているハウス

          第5章 結論

*こ いけ いくこ 京 都大学人文科学研究所

                     一1一



                人  文  学  報

                第1章 序   論

1.目 的

 本 稿の 目的 は,人 為 的につ くられ たコ ミュニテ ィが変化 す る過程 を論 じることで,グ ローバ

ル化 した現代社会 において コ ミュニティが どのよ うに創 出,維 持,展 開 されて いるのか を考察

す ることで あ る。 その うえで,コ ミュニテ ィは変貌 しなが らもなお人 々の中心部 にある とい う

ことを指摘 し,現 代 の コ ミュニテ ィ論 に貢献 したい。今 日の コ ミュニテ ィはモ ダニテ ィの産物

であ って,前 近代 の伝統 的世界 の産物で はない。伝統 的な社 会関係か ら解放 され た個人 は,オ

ルタナテ ィヴな社会的絆 に期待 を寄せ るようにな っているのであ る [デ ラ ンデ ィ2006:264,

269]1)Q

 具 体 的 に述べ る と,本 稿 は,1950年 代 後半,ア メ リカ合衆 国北東部 のニ ュー ヨークで アフ

リカ系 アメ リカ人(ア メ リカ黒人)に よ って組織 され たオ リシャ崇拝運 動 を取 りあげ る。 この

運動 は,1972年 か ら73年 に かけて米国南東部 のサ ウスカ ロライ ナ州 に,オ ヨ トゥンジ村 とい

うコ ミュー ン(生 活共同体)を 創設 し(地 図1参 照),西 ア フ リカ ・ヨル バ ラ ン ドYorubaland

起 源 のオ リシャOrisaと よ ばれ る神 々を崇拝 している。

 そ こで,本 稿 は,オ リシャ崇拝運動の拠点 と して創設 された 「アフ リカ ン ・オ ヨ トゥンジ ・

ビレッジAfrican Oyotunji Viliage 2)似 下オヨトゥンジ村と略記)」 の変容 と,そ のオ ヨ トゥ

ンジ村 と,村 を離れた崇拝者が個別に設立 した崇拝組織(ハ ウスHouse)と の関係 の在 り方を

考察す る。 「反 白人 ・反 キ リス ト教」 を標榜 した排他 的なオ リシャ崇拝運動 が衰退 した以 降の

オヨ トゥンジ村 に注 目し,オ ヨ トゥンジ村の機能が コ ミュー ンか ら聖地 へ と変化 した ことを検

討す る3)。 そ れ に ともな って,異 な る人種 や宗教 にた い して排他 的 な態度 を示 して い たオ リ

シャ崇拝運動 が,そ う した異質 な ものを包摂す る開かれた運 動へ と変貌 して い くことを論証 す

る。 この ことは,現 代社会 にお けるコ ミュニティの在 り方 を考え る うえで示 唆的 であ る。現 代

のコ ミュニテ ィは,構 造 や文化 的価値 よ りも実践によ って定 義 され るとい う側面が強調 され る

ように,よ り構築 主義 的 なもの と して解釈 できる [デ ラ ンデ ィ2006:179]。 そ こに は文化的

変容能力 が認 め られ るのであ る[デ ランデ ィ2006:266]。

 な お,こ こでい うコ ミューンとは,社 会か ら分離 された空間 にお いて集 団が平等主義 的な価

値観 の もとで共 同生活 を営 む場 所を意味す る。おな じよ うに,聖 地 とは,範 囲 の限定 された場

所で,ほ かの空間か ら区別 された空 間である。 民族が ある場所 で,あ るい は,あ る場所 に向

か って実践す る儀礼 によ って,そ の場所 は聖 なるもの とされ,ほ か の場所 か ら区別 され る。聖

地 は,宗 教 ・文化 の発祥 と関連 深 く,そ の宗教 ・文 化の正統 性 を創 出す る拠点で あ り,そ こを

訪れ る信者 の信仰 をよ り確 かな ものにす る場所であ る[Brereton 1987,松 岡2004]。

 以 下で は,ま ず,本 稿 で取 りあげ るオ リシャ崇拝の宗 教概念,崇 拝組織 運動 の背景 にっ い
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               地図1 ア メリカ合衆匡1の地図

てみてい きたい。

2.オ リシャ崇拝 の宗教概念 と歴史的背 景

 オ リシャ崇拝 とは ヨルバYorubaの 宗 教 の こ とであ る。 ヨルバ とは,ナ イ ジェ リア連邦共

和国の主要 三大民 族のひ とっであ る。 ヨルバ語を母語 とす るヨルバ人が 分布 する地域 を ヨルバ

ラン ドとい う。 この地域 は,現 在のナイ ジェ リア南西 部を中心 に,そ の西側 に隣接す るベナ ン
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            地図2 西 アフリカ・ヨルバランドの地図

人民共和国 東部,さ らにその西側 に隣接 す る トー ゴ共和国の 一部 に またが る(地 図2参 照)。

 ヨ ルバ ラ ンドで はオ ロ ドゥマ レOlodumareと(あ るいは)オ ロル ン010runと よ ばれる至 高

神が 存在す る。 これ らの至高 神 は同一 の 「存在」を示 す場 合 もあればそ うでな い場 合 もあ る

[Awolalu l979:8-11]。 オ ロ ドゥマ レ/オ ロル ンは宇宙 の万象を司る神 で,大 地 や人類 を創

造 す る能 力を もっ.た だ し,こ れ らの至 高神は崇拝 の対象ではない。崇拝 の対象 となるの は,

オ リシャとよばれ る人格化 された神々で ある。 オ リシャは,至 高神 と人間 とのあいだを媒介 し

その数は200と も401と も1700と もいわれ る[AwoIalu l979:5-6,20]。 オ リシャとは,大

地 や人類が創造 され る前か ら至 高神と関わ って いた神,歴 史 ヒの人物が神格化 され た神,自 然

現 象が ノ＼格化 され た神の総称で ある [Awolalu l979:20]。 広 域 にわ たって崇拝 されて いるオ

リシャもあれば,特 定の地域で のみ崇拝 されて いるオ リシャもあ る。本稿で論 じるオ リシャ崇

拝運動が,崇 拝の 対象 と して いるの は前 者の オ リシャであ る。

 そ れで は,な ぜ ヨルバの オ リシャ崇拝 が 米国において実践 されてい るのであろ うか。 その歴

史的背 景を紹 介 してお こう。 米国 のオ リシャ崇拝 は,サ ンテ リアSanteriaに 言及せずには説

明す ることがで きない。 サ ンテ リアとは,大 西洋 奴隷貿 易を きっか けに生 まれ,キ ューバ共和

国を中心 に発展 した混清宗教 の ことであ る。 ただ し実践 者の多 くは,サ ンテ リアの ことを ラ ・

レグラ ・デ ・オチ ャLa regla de Ocha,オ シ ャOsha,オ リチャOricha,ル ク ミLucumi/
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Lukumi,サ ン トSantoな ど とよんで い る。 キューバの奴隷 制度 の もとで宗教 弾圧 の対象 と

された ヨルバ や ダホメ ー(キ ューバではルクミとして分類 された民族集団4))の オ リシャや ヴ ドゥ

ン5)Vodun/Voudunと よばれ る崇拝実 践が,ス ペイ ンの民衆 カ トリックと,フ ランスのカル

デカ ン ・ス ピ リテ ィズムKardecan Spiritismの 伝統 と混清 してサ ンテ リアとなった。 カル デ

カ ン ・ス ピ リティズム とは,ア ラン ・カルデ ックAllan Kardecを 創 始者 とす る民衆宗教で あ

る。 こう した歴史 的背景 を もっ サ ンテ リァは,1959年 の キューバ革命 に前 後す る時期 に増加

したキ ューバ人移民 によ って,米 国やプエル ト・リコへ と伝わ り普及 した [Gregory 1986:

55-74,85-90,Brandon 1990,1993:120-124]。

 この サ ンテ リア と同様 に,米 国のオ リシャ崇拝 にお いて もうひとつ無視 で きないのが ヴ ドゥ

ンであ る。 オ リシャ崇拝 運動の創始者たち は,ニ ュー ヨークで活動 していた1950年 か ら69年

に かけて,キ ューバ 人移 民だ けでな くハイチ人移民 と も交流 して いた。 そのために,米 国で発

展 したオ リシャ崇拝 に はハ イチ共和国の ヴ ドゥンの影響 もみ られ る。 ヴ ドゥンとは,フ ォ ン語

Fonや エ ウェ語Eweの 「神」 とい う単語 に由来 し,そ の起 源 はベ ナ ンにあ る [Jahn 1961

(1958):29-47]。 ハ イ チの ヴ ドゥンは,西 アフ リカのフ ォン,ヨ ルバ,エ ウェな どの地 域にみ

られ る伝統 と,中 央 アフ リカのコ ンゴCongoの 地 域 にみ られる伝統,さ らにカ トリックの伝

統 が融合 して成立 して いる。[Jahn 1961(1958):29-47]。 以 上 を踏 まえて,本 稿で はオ ヨ

トゥンジ村 を起 源 とす る崇拝様式 の総体 を表す ものと して,「 オ リシャ崇拝」 とい う用語 を用

い る。

3.米 国 の オ リシャ崇拝体系 と崇拝組織

 オ リシ ャ崇拝 とはどのよ うな行為 を指すのであろ うか。 オ リシャ崇拝 の核をなすの は,ヨ ル

バの神 々で あ るオ リシ ャと双方 向的 ,互 酬的な関係 を築 き,コ ミュニケー シ ョンを とることで

あ る。 オ リシャとこう した関係 を導 くために,崇 拝者 は,オ リシ ャへ の祈 り ・祖先崇拝(エ グ

ングンEgungun崇 拝6))・託 宣 ・供犠(エ ボebo)・ オ リシャの誕生祭(年 中行事)を 執 り行 う。

 ただ し,人 が オ リシャの崇拝者 となるために必要な条件 がひとっ ある。 その条件 は,「 オ リ

シャを授か るreceive Orisa」 と い う儀礼 によって満 たされる7)。 オ リシャ崇拝 では,す べて

の人 は数 あるオ リシ ャの うちのいず れか と親密なっなが りがあ り,そ のオ リシャか ら影響を受

けると理解 されて いる。 い いかえれば,い ず れかのオ リシャが個 人の頭 に宿 って いると理解 さ

れて いる。 したが って,人 は儀礼 を通 じて頭 に宿 るオ リシャを頭頂 部 に授か ることで,「 オ リ

シャを授 か った人」 とな る ことがで きる。 オ リシャ崇 拝で は,オ リシャを授 か った人 はオ リ

シャの司祭 とよばれ る。

 それ では,ど の よ うに して特定 のオ リシャと親密なっなが りがあ ると理解 され るので あろう

か。 オ リシャ崇拝で は,個 人の頭 に宿 るオ リシャを明 らか にす るた めに,司 祭が託宣 を執 り行
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う。 託宣 の結 果によ って,ど のオ リシャが頭 に宿 って いるのかが判明す ると,託 宣を受 けた相

談者(潜 在的な崇拝者)は,エ レケelekeと よ ばれ る ビー ズ製 の ネック レスを司祭か ら授か る。

この ネックレスには,そ れ ぞれのオ リシャが象徴す る色が あ しらわれて いる,エ レケは,オ リ

シャ崇拝 に関 わ った人が司 祭か ら最初 に授か る宗教的用具 のひとっであ る。司祭 はエ レケとと

もに,頭 に宿 るオ リシャや ほかのオ リシャとコ ミュニケー ションを とるため に必要 な知識を相

談 者,す なわち潜在的 な崇拝 者に伝授す る。

 このっぎの段階 に,す で に述 べた 「オ リシャを授か る」 という儀礼,っ まり,オ リシャの司

祭にな るために受 けなけれ ばな らないイニ シエー ションが位置づ けられ る。 オ リシャの司祭 に

なるためには,ま ず イヤウ ォivaWoと な る必 要があ る。 イヤ ウォとは,司 祭 になるため に受

けな くてはな らない一連 の段階 的なイニ シエー ションのなかで,最 初の イニ シエー ションを済

ませた人の ことを指す。 この イヤ ウォとは,ヨ ルバ語 で 「妻」 を意味す る。っ まり,オ リシャ

の司祭 となることは,オ リシャの妻となること,あ るいは,オ リシャと婚姻す ることと解釈 さ

れている[Murphy 1988, Cortez 2000;Mason 2002]。

 この よ うに,イ ヤウ ォはrrJ祭 と非 司祭という身分 をわけ隔て る境 界線上 に位置す る存在であ

る。 イヤウ ォの期間 は,原 則 として1年 間 と定 め られ ている。 その あいだ は,身 にっ けるもの

はすべて白で な くてはな らない。 そのため,イ ヤウ ォは自地の布で頭部 を覆 い,白 地の衣服を

身 に纏 い,さ らに白い靴 下と靴を着用 しな くてはな らな い(写 真1参 照)。 また原 則 として,イ

ヤ ウォは会話 をす ることが禁ILさ れ ている。 イヤウ ォは このような条件 を遵守 しなが ら1年 間

                            『

                参

                           喫

     写 真1 自地の衣別更を身に纏うイヤウォ。オヨ トゥンジ村のエシュ昂院に表敬す

        る。2003年10月25日,筆1者1最 影,、
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を 過 ごす と,よ うや く司祭 と して承認 され,ハ ウス(宗 教上の家族関係を軸にした崇拝組織)に 迎

え入れ られ る[Murphy 1988, Curry 1997;Cortez 2000;Mason 2002]。 た だ し,こ うしたイ

ヤ ウォの生 活を米国社会 において維持 す ることは現実 的 には難 しい。 そのため,時 と場合 に応

じて イヤ ウォと して遵守 すべ き規則 に例外 が認 め られて いる。 たとえば,イ ヤウ ォの期間 は便

宜的 には7日 間 と設定 され,会 話 の禁止 にっいてはハ ウスの成員 のあいだでのみ実践 される。

 イ ヤ ウォの期問が 明 けて,晴 れてオ リシャの司祭 と して の身分 を獲得す る と,敬 称 で もって

よばれ る。 司祭 の敬 称 は男性 の場合 はババBabaで あ り,女 性 の場合 はイヤIyaで あ る。ババ

とは,バ バ ロ リシ ャBabalorisaが 短 縮 された形 であ り,そ の字 義的 な意味 は 「オ リシャを も

つ父」 であ る。 同様 に,イ ヤとは,イ ヤロ リシ ャIyalorisaが 短 縮 され た形で あ り,そ の字義

的 な意 味 は 「オ リシ ャを もっ母」 であ る。 このように して司祭 とな った人物 は,彼/彼 女 が

授 か ったオ リシ ャを祀 る種 々の儀 礼を執行 で きるよ うにな る。 いいかえ れば,た とえ司祭 で

あ って も,み ず か らが授か って いな いオ リシャの儀礼 を執 り行 うことはで きないのである。

 米 国 のオ リシャ崇 拝 で は,イ ニ シェー シ ョンを執行 す る司 祭 と,そ の司祭 によ って イニ シ

エー シ ョンを受 けた人 は,宗 教上の親子関係を結ぶ。 この宗教上 の関係において親にあたる も

のは ゴッ ド・ペア レン トとよばれ,子 にあた るものは ゴッ ド・チ ャイル ドとよばれ る。 ここで

い うイ ニ シエー シ ョンとは,司 祭 になるため に受 けな くてはな らない儀礼 だ けで はない。エ レ

ケ とよばれ る ビーズ製 のネ ック レスや,ウ ォ リアーズwarriorsと よ ばれ るオ リシャを授か る

儀礼 もふ くまれる8)。 さ らに,託 宣 を受 けるたあ に司 祭の もとへ定期的 に通 う顧客 と司祭 との

関係 も,潜 在的 あ るい は将来的 な宗教上の親子関係と して位 置づ け られ る。同一 の 「親 」を も

っ 「子」 は互 いに 「兄 弟姉妹」 の関係 にある とみな され,そ れぞれ ゴ ッ ド・ブラザ ーとゴッ

ド・シスター とよばれ る。っ ま り,オ リシャ崇拝の組織 は,基 本 的 には宗教上の親 とその子 か

ら構成 され てい る。 この子 には,潜 在的 な子,す なわち将来 的にイニ シエー ションを受 けよ う

として いる人 もふ くまれて いる。

 オ リシ ャ崇拝 の組 織 は,サ ンテ リアで は 「カサcasa」 と表現 され る。 カサ とはスペイ ン語

で 「家 」 を意 味す る。 このため,米 国で はオ リシャ崇拝 の組織 は 「ハ ウス」,あ るいは,ヨ ル

バ語 で 「家」 を意 味す る 「イ レne」 と称 され ている。 これを踏 まえて,本 稿で は個別の崇拝

組 織を指す ときに は 「ハ ウス」 とい う用語を用 いる。

4.オ リシ ャ崇 拝運動 の概 略

 オ リシ ャ崇拝 運動 は,1928年10月5日,ミ シガ ン州 デ トロイ トに ウ ォル ター ・ユー ジー

ン ・キ ング と して生 まれ たア フ リカ系 アメ リカ人 の男性,オ バ ・オ セイ ジェマ ン ・エ フ ン ト

ラ ・アデ ラブ ・ア デフ ン ミ1世9)Oba Oseijeman Efuntola Adelabu Adefumi Iに よ って結

成 され たlo)。運 動 の拠点 は,米 国のサウスカロライナ州 シェル ドンにある 「アフ リカ ン ・オ ヨ
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     写 真2 オ ヨ トゥンジ村への入り口、,この門によって米国社会とヨルバ.E国 と

         がわけられている、,看板には,「 米国を発ち,ヨ ルバE国 に入る1と

         ヨルバ語 と英語で併、1己されている、.2003年8/j22日,筆 者撮影。

トゥ ンジ・ビレッジ」 で ある(地 図1・ 写真2参 貝1{)。オ ヨ トゥンジ村 は,ア フ リカ系 アメ リカ

人が オ リシャとよばれ るヨルバの神 々を崇拝 し,ヨ ルバの伝統 的な生活様式 を再現 しよ うとし

た 種 の コ ミュー ンであ った。 コ ミュー ンの住人のなかには,オ リシャ崇拝運動 の目的や手段

に賛同 した カ リブ海諸 国や南米諸匡1か らの移民 もふ くまれていた。

 「オ ヨ トゥンジ」 とい う名称 は,ヨ ルバ語 の 「オ ヨ ・トゥン ・ジOyo tun ji」 に 由来す る。

その意味 は,「 オヨが再 びや って きて,目 を覚 ます」 であ る。 ここでい うオ ヨとは,ア フ リカ

大陸 で繁栄 した 五国 のひ とっであ り,西 アフ リカの ヨルバ ラ ン ドに栄えた(地 図2参 照)。 オ ヨ

.E国 は14世 紀 に ヨルバ ラン ドの北部で勢 力を築 き,そ の後1650年 ご ろか ら1750年 ご ろにか

けての絶 頂期 に ヨルバ ラ ン ドで最 人の勢 力を誇 る都市国家へ と発展 した。18世 紀 前半 には隣

接す るダホ メー王国 を勢 カ ドにおいた[Smith l988:31-40]。 オ ヨ王国が支配 した地域一一帯

は,ヨ ー ロッパの列強 による探検,奴 隷貿易,植 民地化 の過程で 「ヨルバ」 と して カテゴ リー

化 されてい く。 オ ヨll国 が ダホメーやベナ ンをその勢 力下 においていた時代,「 ヨルバ」 はお

もに1Dの 諸 民族(ド/、1:集団)か ら構成 されていたのであ る[Johnson 1921:xix-xx]。 さ らに,

オ ヨ:E国 の 初代 の下 は,ヨ ルバ ラ ン ドの イ レニイフェIle-lfe地 方mに 伝 わ る創 世神 話に した

が えば,オ ドゥ ドゥワOduduwaと よ ばれ る人類創 造 の神 であ り,人 類 の始 祖 と して崇 め ら

れて いる[Awolalu l979:25-28]。

 つ ま り,オ ヨ トゥンジという名称 には,オ リシャ崇拝運動を興 したア フ リカ系 アメ リカ人の
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願 望 と歴史観 が込 め られてい ると解釈 で きる。 それは,ア フ リカの偉大 な王国 のひとっで ある

オ ヨ王 国 を米 国 で再 び蘇 らせ るとい う願 望で あ る。 そ して,彼 らが 「オ ドゥ ドゥワの子 孫

Omo Oduduwa」 で あ るということ,換 言すれ ば,こ の世 に人類を誕生 させ た偉大 なヨルバ

人 の子孫で あ るとい う歴史観 であ る。

5.先 行 研 究

 先 行研究 の中で,米 国にお けるオ リシャ崇拝運動の拠 点で あるオ ヨ トゥンジ村 を考察 した も

の と して,ハ ン トらの研究 があげ られる[Hunt 1979;Vega 1995;Clark 1997;Eason 1997;

Pinn 1998]。 ハ ン トは,運 動 の唱導者であ るオセイ ジェマ ン ・アデ フン ミの ライフ ・ヒス ト

リーを もとに運動 が組織化 され た過程 と,オ ヨ トゥンジ村 において運動 の成員 が どのよ うな規

律 の もとで共同生活 をお こなって いたのかを歴史 的に詳述 している [Hunt 1979]。 た だ し,

ハ ン トは米 国 のオ リシャ崇拝運動 の萌芽期か ら繁栄期(1950年 代～70年 代半ば)を 記述 の対象

として いるため,そ れ以降 のオ ヨ トゥンジ村の変容 にっ いては触 れ られていな い。オ リシャ崇

拝運動 が衰 退 したあ と,す なわ ち1990年 代 前半か ら90年 代 半 ばの運動 にっ いて はクラー クと

イー ソンが取 りあげて いる[Clark l997;Eason l997]。 両 者の研究か らは,オ ヨ トゥンジ村

が制度 的 に破綻 したの ち も,オ ヨ トゥンジ村で宗教活動 が実践 されて いる ことがわか る12)。 し

か しクラーク とイ ーソ ンは,オ リシャ崇拝運動の成員が どのよ うな理 由か らオ ヨ トゥンジ村に

集 うのか,ま た,オ ヨ トゥン ジ村 を離 れた成員 が個 別 に設 立 した崇拝 組織(ハ ウス)と オ ヨ

トゥ ンジ村 との関係 にっ いて十分 に議論 してい るとはいえない[Clark 1997;Eason 1997]。

 筆 者 はこれ まで に,ハ ウスの活動 に注 目 しなが らオ リシャ崇拝運動 を分 析 して きた。 拙稿 で

は,オ リシャ崇 拝運動 の拠点 として創設 されたオ ヨ トゥンジ村が,ヨ ルバ ラ ン ドとの関係を維

持,強 調す る ことによ って,組 織 として の運動の実践形態 に どのよ うな影響 を与 えたのかを検

討 した[小 池 近 刊]エ3)。ま た,筆 者 は,オ ヨ トゥンジ村 を離 れ た成員の多 くが米 国の各地 にみ

ずか らハ ウスを設立 した り,ほ かのハ ウスに属 した りしてオ リシャ崇拝を実践 して いることに

着 目 した。 その うえで,オ リシャ崇拝者が 日常生活においてオ リシ ャ崇拝 を身体 的に実践す る

ことで,オ ヨ トゥンジ村以外 の場所 において も自己を肯定 す ることが可能 な時間 と空間を形成

して いる ことを指摘 した[Koike 2005]。 しか し,オ ヨ トゥンジ村 を中心 に したオ リシャ崇拝

運 動が衰退 した に もか かわ らず,オ ヨ トゥンジ村 でなお も実践 され てい る儀礼(年 中行事),オ

リ シャ崇拝運 動 におけ る儀 礼の意義,儀 礼 に参列す る成員の オ ヨ トゥンジ村 にたいす る意識 に

っ いて論 じることが で きなか った。

 そ こで本稿 は,オ ヨ トゥ ンジ村の機能 が変化 したこと,す なわ ち異 なる人種 や宗教 にたい し

て排他 的な運動 を集合 的に実践 す るコ ミュー ンか ら,個 人的な巡礼が可能 な聖地 へと変化 した

ことを論 じる。 そのため に,ま ず第2章 では,オ リシ ャ崇拝運動 の コ ミュー ンとして繁栄 した
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オ ヨ トゥンジ村の社 会構造や成員の経済 活動 をまとめ,村 を中心 に した当時 の運 動を明 らか に

する。 そ して,1980年 代半 ばか ら排他 的なオ リシャ崇拝運 動が衰退 した要因 を検討 す る。 っ

つ く第3章 で は,調 査時の オ ヨ トゥンジ村の敷地,成 員,規 律 にっ いて記述 す る。 さ らに,儀

礼が執行 され る祝祭 の空 間 を記 述 し,オ ヨ トゥンジ村の役割 を考 察 す る。第4章 で は,オ ヨ

トゥンジ村 を離 れた成 員が,ど のよ うな理 由か ら村 と交流 して い るのか,あ るい は村 との交流

を控 えてい るのかを示 す。 さい ごに,第5章 で結論を述べ る。

       第2章 オ ヨ トゥ ン ジ村 を中 心 に した オ リシ ャ崇 拝 運 動

 本 章 は,オ ヨ トゥンジ村が オ リシャ崇拝運動 のコ ミュー ンと して,一 時期 は数 百人 の成員 を

ひ きっけ,興 隆 した にもかかわ らず,そ の後破綻 を余儀な くされた事 態 に注 目す る。第1節 で

は,1970年 代 か ら80年 代 半 ばにか けて,オ1」 シャ崇拝運 動 の コ ミュ ー ンと して栄 え た オ ヨ

トゥンジ村 の社会構造 や成員の経済活動 をま とめ,村 を中心 に展開 され た当時 の運動 を明 らか

にす る。 第2節 で は,1980年 代 半ばか らオ ヨ トゥンジ村が直面 した問題 を取 りあげ,米 国社

会か らの分離 を掲 げるとと もに,異 な る人種 や宗教 にたい して排他 的な態度 を示 して いたオ リ

シャ崇拝運動 が衰 退 した要因 を検討す る14)。

1.コ ミ ュー ンの創設 ・繁栄(1970年 代 ～80年 代 半ば)

1-1.オ ヨ トゥンジ村の創設

 ニ ュー ヨー クのハ ー レムには,オ リシャ崇拝運動の唱導者で あ るアデ フン ミが中心 とな って

ヨルバ寺院 を設立 し,基 本 的なオ リシャ崇拝 を実践 していた(地 図1参 照)。 ところが,ヨ ルバ

寺院 に集 う参列者 たち は,ニ ューヨークのよ うな大都市で生活す ることは,ア フ リカ系 アメ リ

カ人 のおかれた社 会状 況を変え るに は不 向 きであると考え,ヨ ルバ寺 院 の移転先 を探 し始 めた。

都市 の住宅環境 で は伝統 的 なア フリカの生活 を実践す ることは困難 で あ り,ま た都市 の就業形

態 では週末 しかオ リシャ崇 拝を実践 で きない とい う問題が明 るみにな ったか らであ る。 ヨルバ

寺院 の移転先 として様 々な地域が候補 とな った。 ただ し,ア フ リカの地 はその対象 とはな らな

かった。 アデ フン ミは,今 日アフ リカ系 アメ リカ人が米国 に 「い る」の はオ リシャが定 めた運

命 であ るか ら,自 分 たち の手 で 問題 を解 決すべ きであ ると,米 国 に とどま る根 拠 を説 明 した

[Hunt 1979135]。

 ア デ フ ン ミたち は,1969年7月 にニュー ヨー クを離れ,そ の後米 国東海 岸の ノースカ ロラ

イナ州や ジ ョー ジァ州,サ ウスカロライナ州を転 々とす る(地 図1参 照)。1970年 に は,サ ウ

スカ ロライナ州 ビュー フォー ト郡 ブ レイ ズ ・アイラ ン ドに現在 のオ ヨ トゥンジ村 の前身で ある

「オ ヨ トゥンジ村」 が誕生 した。 彼は同志 とと もに斧,鈷,小 刀 といった小 さな道 具 だけで森
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林 地帯 を少 しず つ切 り開 いて村 を建設 した。

 こ う して,ア デ フ ンミは村 の成員 の政治的,精 神的 な指導 者 となって 「オバoba」 の 地位 に

就 いた。 オバ とは ヨルバ語 で王 を意 味す る。同年4月 に は,彼 はみずか らの手 で初 め てオ リ

シャを授 けるための イニシェー ションを執 り行い,の ちの アウォロウォ首長chiefと シ ャ ンゴ

デ レ首 長,オ ミラデ首長 たちにオ リシャを授 けた。

 この ときのオ リシャを授 け るためのイニ シエーションにっいて,ア ジャム首長 はつ ぎのよう

に回顧 す る。 ア ジャム首長 は,村 の外務 と広報を担当 してい る首長 であ る。

  初 めて 自分 たち 〔ア フ リカ系アメ リカ人〕 だけで 〔オ リシ ャを授 けるための〕 イニ シエー

  シ ョ ンとエ ボ 〔供犠〕 をす るときは正 直いって怖 か ったの お。川 に入 ってイニ シエー ショ

  ンを しよ うと していたんだが,儀 礼 を始 めようとす ると急 に空が曇 りだ して きて雷 が鳴 り

  響 いて な。 おお っ,何 か呪われ るのか もしれ ない と恐 る恐 るや ったよ。 それにエボをやる

  と きは,ほ ら,〔 エボをす る瞬間を見 た くないので〕 目隠 しを して な,白 い服 を着 てや っ

  た さ。 ヤギ をエボす るときは自分 たち も死 ぬか もと思 ったさ。 これ こそが,ア フ リカ系 ア

  メ リカ人 の あいだにお けるオ リシャ崇拝 の歴史の記 念すべ き始 ま りなの さ。本 当に,オ バ

  〔王,ア デ フ ンミを指す〕 がや って のけたの は偉大 な ことだよ15)。

 そ して,1972年 か ら73年 にか けて村 は発展 し,場 所 を現在 の シェル ドンに移 した。 こうし

て今 日まで現存 す るオ ヨ トゥンジ村が誕生 したのであ る(オ ヨトゥンジ村の記述については第3章

第1節 を参照)。

 1972年 か ら73年 に か けて村が発展 した時代 は,ア デフ ン ミがオ リシャ崇拝運動 と ヨルバ ラ

ン ドとの関係 を具現 化 させ た時代で もある。萌芽期 のオ リシャ崇拝運動 は,ヨ ルバ ラ ン ドとの

関係 を築 くにあた り,ヨ ル バ人(ナ イジェリァ人)と どのよ うに接触 したので あろ うか。

 1972年 の秋,オ ヨ トゥンジ村が まだサ ウスカロライナ州 の ブ レイ ズ ・アイ ラ ン ドにあ った

ころ,ア デ フ ン ミは西 ア フ リカ ・ガー ナ共和国 での舞踊 公演 に渡航費 用 な どもふ くめて招待

され る こ とに な った。 アデ フ ン ミを招 待 したの は,ア フ リカ系 ア メ リカ人 の アカ ンAkan

司 祭 で あ り,舞 踊 団 の団 長 を して いた ナナ ・ヤオ ・オパ レ ・デ ィニ ズ ルNana Yao Opale

Dinizuluで あ る。 アデ フ ン ミはニ ュー ヨークのハー レムを 中心 に活動 して いる ときに,デ ィ

ニズルと知 り合 った。 アデ フ ンミはガーナ公演へ同行 したのち,ナ イ ジェ リアのオグ ン州 アベ

オ クタを目指 した(地 図2参 照)。 彼 はキ ューバ人 の司祭であ る ショナバか ら 「将来,託 宣 の司

祭 になるべ きだ」 との託宣 をかつて授 か ったか らであ る。 こう して彼 は ヨルバ ラン ドの地 には

じめて足 を踏 み入れ る ことにな った。 そ して,ア デフ ン ミはアベオ クタで,ア フ リカ系 アメ リ

カ人 と して は じめて託 宣 の司 祭で あるババ ラオBabalawoに な るた めのイ ニ シエー シ ョンを
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受 けたので ある。

 これ以降,ニ ュー ヨークのハ ーレムでアデフ ンミとともに活動 して きたほかの首長 た ち もヨ

ルバ ラン ドへ渡航す るよ うにな った。 そ して,ア デフ ンミや首長 たち は,オ ヨ トゥンジ村 の崇

拝様式 や生 活様式,社 会体 系 を ヨルバ ラ ン ドの ものに少 しで も近 づ けよ うと努力 を試 みたi)。

そ の目的を果 たすために,彼 らはヨルバ ラン ドで,オ リシ ャ崇拝組織 の創世神話,オ リシャに

捧 げる礼賛歌(オ リキoriki),儀 礼 執行 の際 に詠 う詠唱歌chant, ドラムの拍 子,オ リシャの

舞踊 などの基本 的な知識 や技 術 を習得 し,司 祭 になるためのイニ シエー ションを受 けた。 そ し

て,彼 らは 日々の崇拝行 為,オ リシャ祭 などの年中行事 の儀礼 を執 り行 う過程 を記録 した。 ま

た,彼 らはオ リシャごとに異な る寺院の造 り,壁 の装飾,寺 院の内外 に配置 され る彫像,祭 壇

の構 え方 を記録 した。

 上 述 したよ うに,ア デフ ン ミや首長 た ちが1970年 代 か らヨルバ ラ ン ドで習得 し,記 録 した

情報 を基底 に して,オ ヨ トゥンジ村の社会構造 や崇拝行為 は構築 され たのであ る。そ の後 も,

彼 らは ヨルバ ラン ドへ向か って は,そ こで学 んだ新 たな知識 と経 験 を村 へ加 え るとい う作業 を

繰 り返 してい る。

 1981年,ア デ フン ミはナイ ジェ リアのオ シュ ン州 にあ るイ フェ大学 で開催 され た,第1回

オ リシャ伝統 文化世 界会議World Conference of Orisa Tradition and Cultureに 参 加 した。

この会議 では,オ ヨ トゥンジ村 にお けるヨルバの宗教 ・文化 の発展 にっ いて特集 した映像 が上

映され,彼 は参 加者の注 目を集 めた。その結果,同 年6月5日,ア デフ ン ミはオ シュ ン州 のイ

レ=イ フ ェにあ るイ フ ェ王 宮 にお いて,オ オ ニ ・オ クナデ ・シ ジュ ワデ ・オ ル ブ シェ2世

Ooni Okunade Sijuwade Olubuse IIか ら バ ア レbaale(村 の 長)と して 承 認 さ れ,オ オ ニ

Ooni(イ レ=イ フェの王の意味)の 名前 が刻 まれた剣を授か った(地 図2参 照)。 この剣 は 「〔ア

デ フン ミが〕 イフェの王 の名 の もとで話す ための象徴 であ り資格 であ る」,と 米国 のオ リシャ

崇拝者 のあいだで は理解 されている[Onisegun l994:2]。

 こ う して,ア デフ ン ミは非 ナイ ジェ リア人 と しては じめてバ ア レとな った。 これを機 に,彼

の功績 は ヨルバ ラ ン ドや米 国,中 米,南 米地域のオ リシャ崇拝者 のあいだ に知 らせ しめ られ る

ことにな った ので ある。

1-2.オ ヨ トゥンジ村の社会構造

 こ こで は,1970年 代 か ら80年 代 半 ばにお けるオ ヨ トゥ ンジ村 の社 会構造 と組織 を まとめ,

当 時の村の様子 を明 らかにす る。オ ヨ トゥンジ村が成員の コ ミュー ンの空間 として機 能 し始 め

ると,村 の王 と して君 臨 した アデフ ン ミは,ヨ ルバのオ リシャ崇拝 と伝統的 な生活様 式を再現

す るため に,村 に結社組織 をっ くる とと もに厳格 な規律を制定 した。
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① 村 の様 子 と規模

 オ ヨ トゥ ンジ村 の規 模 とその変化 を把握 す るため に村 の人 口推 移 を確 認 してお こ う。村 が

もっとも栄 えた時期,っ ま り,1970年 代 後半か ら1980年 代 前半 にか けては数百 人の成員が村

に住 んでい たとされ る。 ただ し,こ の成員の数 には,村 の所在地 を現住所 と して登録 して村 に

住 んでいた人 々だけで はな く,村 の近郊 に住んで村 に通 って いた人 々の数 も含 まれてい る。以

下 では,こ の ことを踏 まえ た うえで 「村の人 口」 と記す。

 1970年,オ ヨ トゥ ンジ村 は現在 の場所 で あるサ ウスカ ロライ ナ州 の シェル ドンではな く,

同 州 の ブ レイ ズ ・アイ ラ ン ドにあ った。当時 の村の人 口は13人 で ある。 そ の内訳 は,王 ・

妻 ・子2人 か らな る王家 と,そ のほかの数家族である。1972年 か ら1973年 の あ いだ に村 は現

在 の場 所で ある シェル ドンに移設 され る。 このよ うに村 が移設 された後 の1975年,村 の人口

は43人 に増 え る。 その内訳 は,王 ・妻4人 ・子11人 か らなる王家 と,そ の ほかの9家 族であ

る。

 1970年 代 後半 になると村 の人 口は増加 の兆 しを呈す る。1978年,村 の人 口は100人 を 超え

る。その内訳 は,王 ・妻6人 ・子14人 ・王 の婚約者1人 か らなる王家 と,そ の ほかの26家 族

であ る。1979年 に なる と,100家 族 が村 に住み,村 の人 口は300人 に 到達 した。

 1980年 代 前半,80家 族 か ら100家 族 が村 に住 み,村 の人 口は250人 か ら300人 とな る。 そ

の後村 の人 口が減少 に転 じる。1980年 代 半 ばをすぎた ころか ら,成 員が村 か ら流 出 し始 め,

村 の人 口 は15人 前 後 まで激減 す る。 この村 の人 口規模 は,筆 者が調 査 した2001年 か ら2005

年 にお いて もほ とん ど変化 をみせて いない。

② 村 の構造 と組織

 最 盛期 において は,数 百 人 もの人 々が 出入 りしていたオ ヨ トゥンジ村 とはどのよ うな ところ

で あったのだ ろうか。 ここで は,1970年 代 後半か ら1980年 代前半 の村 の社会構造 と組織 にっ

いて まとめる。

 まず,オ ヨ トゥンジ村 の社会構造 にっ いて述べ る。 オ ヨ トゥ ンジ村で は,王 と して位置づ け

られた アデ フ ンミが,村 の全権 を握 り,村 の全資源を所 有 した。 村の成員 は納税義務 を果 たす

ことで,村 で生 活す るために必要 な様 々な権利を獲得 した。 こうして成員か ら徴収 された税金

は,村 の行政 や,村 に公共 の建築物 や碑 を建立す るため に用い られ た。

 また,オ ヨ トゥンジ村 は階級 的に分化 していた。王 が村の階級制度の頂点 に君 臨 し,王 の妻

と子供が その下 位 に位置づ けられた。 そのっ ぎの位に は首長 とよばれ る地位 に就 いた成員 がお

かれ,ほ か の一 般の成員 は さらにその下位 に位置づけ られた。そ して,村 のすべ ての成員 は,

王 ・妻 ・子供 か らなる王家 をのぞいて,司 祭歴 に したが って階級分化 して いた。 司祭歴 とは実

際 の年齢 とは関係 な く,司 祭 になるためのイニ シェー ションを受 けてか ら経過 した年 月の こと
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で あ る。司祭歴 の長 い成員 は,後 述す る年寄結社の決議 を もとに,首 長 と して任命 された。つ

まり,王 家を のぞ くと,首 長 とい う階級 に属す る成員が村 で もっと も高 位を 占めた。首長 の大

半 はアデフ ン ミとともにニ ュー ヨー クで活動 を始 め,オ リシ ャ崇拝運動 の基盤 をっ くった成員

であ る。

 っ ぎに,オ ヨ トゥンジ村 の結社 にっいて述べ る。村には6っ の結社 がみ られた。 それ らは,

(1>年 寄 結社Egbe Ogboni,(2)女 王 結社Egbe Olori,(3)祖 先 結社Egbe Egungun,(4)男 性

結社Egbe Akinkonju,(5)女 性 結社Egbe Moremi,(6)司 祭 結 社Egbe Orisaで あ る。

 年 寄結社 は首長 階級 に属 す る成員 で構成 されてお り,村 の立法 ・司法 ・行政 ・警察 の機 能 を

担 って いた。 ただ し,王 であ るアデ フン ミが年寄結 社の長 と して位置づ け られていたので,ア

デフ ンミの言葉 は法律 に等 しか った。村 の政治 は 「絶対王政 」 と称 され るよ うな体制 の もとで

おこなわれて いた。女王結社 は王の複数 の妻 たちか ら構 成 され ていた。 この2つ の結社 には,

首 長 と王の妻以外 は入社す ることが認 め られて いない。残 りの4っ の結社 につ いては,成 員 に

なるためにはそれぞれの結社 に入社 するためのイニシェー シ ョンを受 け る必要 があ る。

 は じめ に,祖 先結社 は村 が正式 に認可 した成員で構成 されて いた。③ で述 べ る入村 儀礼 を済

ませ た成員の みが,祖 先結社 に入社 する ことがで きたのであ る。つ ぎに,男 性結社 と女性 結社

の成員 になるためには,そ れぞれの結社 に入社す るための イニ シエー シ ョンを受 けな けれ ばな

らなか った。男性成員 は,男 性結社 に入社す るためのイニ シエー シ ョンを受 ける過程 にお いて,

初 歩的 な狩猟 や漁 の仕方 を習 い,村 の自然 のなかで生 き抜 く術 を伝授 され た。 同様 に,女 性成

員 は ヨルバ の衣服 の仕立 て方 を伝授 された。 これ には,女 性成員 が ヨルバ の衣服 をみずか らが

着用す るために仕立 て るだけで はな く,仕 立て たヨルバの衣 服 を販売 す るこ とで経済 的 に自立

す るための手段 を女性 に伝授 す るとい う目的が あった。イ ニ シエー シ ョンを経 て成員 とな る こ

とが認 め られ ると,っ ぎの2っ の機会 を利用 して村の ほかの成 員に披露 され た。 すなわ ち,男

性成 員 は鉄 の神 で あ るオ グ ンOgunを 祀 る祭(毎 年3月 開催)に お いて,女 性 成 員 は小 川 ・

魚 ・母性 の神 であ るイ ェモ ジャYemojaを 祀 る祭(毎 年6月 開催)に おいて,結 社 に入社 した

ことを王 と参列者 に報告す る機 会が設 け られ ている。 さい ごに,オ リシャの 司祭結社 は,頭 に

宿 るオ リシャを授 か るためのイ ニシエー ションを受 けた成員で構成 されて いた。

 以 上で取 りあげた6つ の組織 のほかに も,オ ヨ トゥンジ村 には特定 の 目的 を果 たす ことに特

化 した2っ の組織 がみ られた。 それ らは,互 助組織 とヨルバ ・ロイヤル ・アカデ ミーYoruba

RQyal Academyで あ る。 ドクフ.エdokpweと よばれ る互 助組織 には,40歳 以 下 の村の男性

成員が全員組 み込 まれ,村 内の土木作業 に従事 した。そ して,ヨ ルバ ・ロイヤル ・アカデ ミー

とい う教育機関 は,米 国の公教 育の代替物 と して設立 され た(本 章2-1で 後述)。 ここで は,お

もに8歳 か ら17歳 まで の成員 にたい して教 育が施 され たて いたが,村 で生 まれ育 ってい ない

17歳 以 上 の成 員 にたい して も,オ リシャ崇 拝,オ ヨ トゥン ジ村 の歴史,ヨ ルバ語の講義が お
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こ なわれて いた。

 オ ヨ トゥンジ村で生 まれ育 ったオジ ョによれば,成 員の 多 くは物心 がっいた ころか らほかの

大きな成員 に混 じって教室 に座 り,授 業に参加 して いだ,授 業では,ヨ ルバ語 ・英語 ・数学 ・

アフ リカとアフ リカ系 アメ リカ人の歴史 文化 ・オ リシャ崇 拝の運動 史 ・オヨ トゥンジ村の創設

史 ・オ リシャ崇拝 儀礼 ・動物の飼育法 ・アフ リカの)ミ術L芸 が教 え られた。 このため,村 で生

まれ育 った子供は,ア フ リカの歴史文化をは じめ,大 西洋奴隷貿 易や米国の奴隷制 とア フ リカ

人奴隷の米国への社会 文化的貢献,さ らに公民権運動 に詳 しい。

③ 村 の規律

 か って オヨ トゥンジ村でみ られた厳格な規律は,村 か ら 「西洋 の文化」 を排除 し,ヨ ルバ ラ

ン ドの宗教 と伝統 社会を}ll現 す るために定 め られた ものである。

 オ ヨ トゥンジ村の成 員になろ うとする新参者は,定 式 化 された入村儀 礼を済 ませなけれ ばな

らなか った。 まず,新 参 者は村 に6ヶ 月間連続 して滞 在 し,村 外の住居 をr放 す ことが もとめ

られ る、,新参 者は この6ヶ 月のあい

る)こ とはで きな い。 そのため,L            ギ      。    ・

い 新参者は,首 長や特定の 家族 の使

用人 とな らね ばな らなか った。

 ま た,新 参 者は村 に移住 してか ら

3ヶjJ以 内 に イラilaと い う一 種α)

搬 痕 文身を授か る,こ れ は,実 在す

る ヨルバの 一民族 に帰 属す ることを

示 す 搬 痕 文 身 で あ る[Johnsoll

l921]、〕 イ つの形1犬は, や や 月'より

の顎の骨 格か ら少 しLの 頬 に,4セ

ンチ メー トルにおよぶ横線 を縦 に3

本 並べ る(写 真3参 照)、,イ ラを取 り

去 ることはおおよそ不 可能 であ るゆ

えに,オ リシャ崇拝 ～千と して生 きる

決意 と請願の表れであ る16.。 イ ラを

授 か ・たあ と・鯵 κは村や王譜 噸 、 オ
。,。 ン湘 、,,蔦す 。。とを示す職 焔,

長,そ して 占』代 ヨルバの規律 と/云統     ラ。2003年10}125日,筆 階撮影。
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にた い して忠誠 を誓 った。 このあ と,新 参者 は頭 に宿 るオ リシ ャの種類 を明 らか に し,霊 的な

助言 を授 か るためにイ ファ託宣 を受 ける。

 こ のよ うに,新 参者 は米 国社 会か ら 「出家」す ることでよ うや くオ ヨ トゥンジ村 の成員 と し

て受 け容 れ られたのであ る。村 に受容 された成員 は,村 で生 活す るにあた り,日 常生活 に関わ

る規律 や家族制度 に関 わ る規律 を遵守 しなければな らなか った。

 まず,日 常生活 に関わ る規律 についてみて いこう。オ ヨ トゥンジ村 で は,手 動 ポ ンプ式 の井

戸水,薪,灯 油 ランプを使用す ることが義務づ けられてお り,水 道,ガ ス,電 気 の使用 は禁止

されて いた。 そ して,ヨ ルバの衣服 をっね に着用 す ることが もとめ られ た。 ヨルバの衣服 を

纏 って いない ものは,村 の入 り口に駐在 して いた監 守か ら入 村す る ことを認 め られなか った。

 先 述 したよ うに,オ ヨ トゥンジ村 には階級制度が導入 された。 この階級制度 で は,そ の頂点

に王が位置 し,そ の下 に王 の複数 の妻,っ つ いて首長 が位 置づ け られていた。 オ リシャの司祭

も司祭歴 に したが って階級分化 している。 このような階級の差異 を実践 す るために,表 敬 行為

を実践す る ことが もとめ られた。 村 で実践 されて いた表敬 行為 は,ド バ レdobaleと,イ ヤユ

ンiyayun,エ ク ンレekunleの3種 類 である。 ドバ レは,地 面 にひれ伏す挨拶 であ る。 まず,

両 手 を大地 にっ けたあ と,両 足 を後方へず らし,腕 立 て伏 せの よ うな姿勢 を と ったあ と,地 面

にひれ伏 し両手 を体側 にっ けて表敬 を示す。 イヤユ ンは,横 座 りの体勢 で,体 側 を地面 にっ け

る挨拶で ある。 エ クンレは,地 面にひざまず く挨拶 である。 まず,腰 を折 りなが ら両手 を地 面

にっ け,っ ぎに両 ひざを地面 にっけ,最 後 に頭を大地 にっ けて深 く垂 れ るこ とで表敬 を示 す。

村の成員 は,遙 か彼方 であ って も王が視界 に入 ると,地 面 にひれ伏 して敬 意 を表 さな ければ な

らなか った。 そ して,王 が視界 か ら消 え去 るまでのあいだ,地 面 にひれ伏す体勢 を維 持 しな く

て はな らなか った。王以外 の場 合は,成 員 は自分よ り階級 が高 い人 に出会え ば,先 に示 した3

種 類 の表敬行為 のいずれかを実 践す る必要が あった。

 つ ぎに,村 での言語使 用 に関 わ る規律 につ いて述べ る。村 で は,夜 明 けか ら正午 までにか

ぎって は,英 語 での会話 が禁止 され,ヨ ルバ語 しか認め られなか った。 その ことにっ いて,オ

ミア ラ ドラとい う女性 成 員はっ ぎのよ うに回顧 し,周 囲 の笑 い を誘 った。 オ ミアラ ドラは,

1970年 代 か ら80年 代 半 ばまで村で夫や6人 の子供 とともに暮 らしていた。

  オ ヨ トゥンジ村 にいた ころ,ヨ ルバ語 しか話 して はい けな い ときが あ りま した。英語 を話

  す と誰 も返事 を して くれな いのです。 ヨルバ語に苦労 しなが らも,な ん とか して話 さなけ

  れ ば な りませ んで した。 〔当時〕 村 には3,4人 の首長 が いま した。 村 の人 々 もヨルバ語

  を話 すの で,ヨ ルバ語 で話 しか けなけれ ばな りません で した。rわ た しの オ コoko(夫)

  が … …」 とい った ら,「 お まえのオ コok6(車)が ど うした って?」 と,よ くか らかわれ

  た ものです17)。
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 この 語 りか らわか るよ うに,ヨ ルバ語で は同 じよ うに綴 られ る単語 であ って も,声 調 の高 ・

中 ・低 によって単語 の意味が異 なるのであ る。オ リシャ崇拝者 の多 くは英語 を母語 とす るため

に,音 の高低(声 調)を っ けて発音す ることに苦手意 識を もって いる。 その一方 で,英 語を母

語 とす る彼 らは,ヨ ルバ語 に不必要 な音の強弱(ア クセント)を つ けて発音 して しまう。 その

ため,彼 らが話 す ヨルバ語 は,ヨ ルバ語 を母語 とする聞 き手 が配 慮 しな いと通 じないことが多

い。 オ リシャ崇拝者 は,彼 らの ヨルバ語 の ことを自嘲 して 「ピジン ・ヨルバpidgin Yoruba」

と呼んで い る。

 さ い ごに,オ ヨ トゥンジ村 の家族 制度 に関わ る規 律 につ いてみて お きたい。村 で は 「内婚

制 」が義務 づ けられ てお り,一 夫 多妻制が認 め られていた。 独身男性 には土地 を所有す る権利

が な く,結 婚 す るまでは使 用人 と して生活す る。 一方,独 身 の21歳 以 下の女性 は,王 家の住

居 に住 み,入 村 して か ら3ヶ 月以内に村 の男性 と結婚 す るか,も しくは,王 の妻 となるかのど

ち らか を選択 しな ければな らなか った。

 上 述 した ように,オ ヨ トゥンジ村 はその内部 ですべてが事 足 りる自給 自足的 な コ ミュー ンを

目指 して創設 され た。村 で は 「西 洋の文化」 をできるか ぎり排除 し,ヨ ルバ ラン ドの宗教 と伝

統社会 を再 現す るための規律が制定 された。 そ して,成 員 はヨルバ ラン ドの宗教 と伝統社会 を

オ ヨ トゥンジ村 において再現す ることを 目指 したのであ る。

1-3.オ ヨ トゥンジ村における成員の経済活動

 オ ヨ トゥンジ村 に出入 り して いた成員 は,ど のような経済活動 に従事 していたのであろ うか。

 まず,オ ヨ トゥンジ村で は,自 給 自足の理念 の もと,1世 帯 にっ き約8平 方 メー トルの農地

が与 え られて いた。 成員 はその農地で野菜を栽培 した。 ただ し,成 員 の多 くはみずか らの農 地

の収穫物 だ けで は家族 を養 うことがで きなか ったので,村 外 の農家 へ出稼 ぎに行 く必要 があ っ

た。 ま た,男 性 の成 員 のなかで も男性結社 に入社するためのイニ シエー シ ョンを済 ませた男性

は,初 歩 的な狩猟 や漁 の仕 方 を習得 して いたので,そ の技能 を用 いて食材 を確保す る こと も

あ った。 また,男 性 の成員 は,儀 礼 で用 いるニワ トリ,ヤ ギ,ハ トな どを飼育 し販売 した。同

様 に,女 性成員 は ヨルバ の衣服 を仕立て販売 した。

 っ ぎに,男 女 の性 別 に関係 な くお こなわれ ていた経済活動 を3っ にわ けて述べ る。それ らは,

(1)観 光 客 のガイ ド,(2)装 飾 品 ・工芸品等の製作販売,(3)司 祭 職 であ る。

(1)観 光 客 のガイ ド

 オ ヨ トゥンジ村で生活 す る成員 は,村 を訪 れる観光客 のガイ ドと して村を案 内 し収入をえ た。

ガ イ ドの内容 は,村 の歴史 や村 の設立 目的か ら簡単な ヨルバ語の説明,各 寺院 に祀 られて いる

神 々の神話 な どにおよぶ。 ガイ ド料 は観光客1人 にっ き5ド ル18)(600円)で あ る。
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(2)装 飾 品 ・工芸品等 の製作販売

 成 員 のなか には,銅 線 に ビーズを通 して作 ったネ ックレスや腕 輪 などの装飾 品や,オ リシャ

の彫像 や絵 画な どの工芸品 を製作 し販売 す るものが いた。 なか に は,イ ニ シエー シ ョンを受 け

たあ とに授か るネ ック レス(エ レケeleke),イ フ ァIfa託 宣 に用 い るオペ レopele(鎖)や オ ポ

ン ・イ ファopon Ifa(円 状 の板)な どの儀礼用具 を製作 し販売す る成員 もいた。 さ らに成員 は,

ア フ リヵ ン.セ ォ ロ ジヵル ・アーク ミニス トリーAfrican Theological Archministryの 出版

物 を販売 す ることで収入を得 られた。 アフ リカ ン ・セオロ ジカル ・アーク ミニス トリーとは,

年寄結社 が管理運営 し,村 に併設 されて いる出版会社 であ る。 その出版物 の多 くは,ア デ フン

ミが執筆 したオ リシャ崇拝や ア フリカ系 アメIJ力 人 の歴史 にっ いての教養書 であ る。

(3)司 祭 職

 成 員 が司祭であ る場合 は,イ ファ託宣や メ リンデ ィログ ン託宣 を相談者 のため に執行す る こ

とで比較 的安定 した収 入を維持す ることがで きた。司祭 は相談者 を村の内外 か ら広 く受 け入 れ

た。 そ して,司 祭 は託 宣の結果 にしたが って,相 談者 に助言 を与 え た り,供 犠 やその ほか種 々

の儀礼 を執行 した りす ることで収入(報 酬)を えることがで きた。 託宣 の報酬 と して,司 祭 は

一案件 にっ き50ド ル か ら100ド ル(6
,000円 ～12,000円)を 相 談 者か ら受 け取 った。

 と りわ け,相 談者 の頭 に宿 るオ リシャを明 らか にす る託宣 は,司 祭 にと って重要 な収入源 で

あ った。 なぜな ら,司 祭 は相談者の頭に宿 るオ リシャを明 らか にす るだ けではな く,そ の後,

相 談者 にオ リシャを授 けるため のイニ シェー ションを執行す る ことがで きたか らであ る。 すな

わち,こ れは,相 談者 を司祭 にす るためのイニ シエー ションで あ る。司祭 は,相 談者 に1っ の

オ リシャを授 けるにっ き,1,000ド ル か ら1,500ド ル(12万 円～18万 円)の 報酬 を受 け取 るこ と

がで きた。

 た だ し,オ ヨ トゥン ジ村のオ リシャ崇拝 の実践 に したがえば,相 談者 は頭 に宿 るオ リシャの

ほか に,7っ の オ リシ ャ(エ シュEsu,オ グ ン,シ ャンゴSango,オ バ タラObatala,オ ヤOya,

イェモ ジャ,オ シュンOsun)を 授 か ることが慣例 とな って いた。相 談 者の頭 に宿 るオ リシャが

この7っ のオ リシャの うちの1っ であれば,相 談者 は残 りの6つ のオ リシャを授 か る。 この こ

とを踏 まえて,た とえば,司 祭が7っ のオ リシャを相談者 に授 け ることで受 け取 る報酬 の総額

は,7,000ド ルか ら10,500ド ル(84万 円～126万 円)に もお よんだ。

1-4.オ ヨ トゥンジ村に導入されたジェンダー規範

 ヨルバのオ リシャ崇 拝 にみ られるジェ ンダー規範の なかで,ど のよ うな ジェンダー規範が選

択的 にオ ヨ トゥンジ村 に導入 されたのであろ うか。その背景 には どの よ うな理 由があ ったので

あろ うか。 オ リシャ崇 拝文化 にみられ るジェンダー規範 は,オ ヨ トゥンジ村 が形成 され る段階
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に おいて重 要 な役割 を果た したが,そ の一方 で村が分裂 し,衰 退 する要 因 ともな った。

 は じめに,オ リシャ崇 拝の中核 をなす神 々の存在 に注 目 しよ う。 ヨルバ の至 高神 であるオロ

ドゥマ レや オロル ンに は単一の性がない[Awolalu 1979;Smith 1988;Eason 1997]。 この こ

とは,至 高 神が男 であ るか ら,ま た は女であ るか ら,人 間の男が優 れている,あ るいは女 が優

れ てい るとい う解釈 が,オ リシ ャ崇拝者のあいだでは成立 しない とい うことを意味 してい る。

 お な じよ うに,崇 拝の対象で あるオ リシャのなかには両性的特性 を備 えてい るものがある。

ほかのオ リシ ャに は,た とえ神話 に もとついた性 があると して も,そ の性 格や気質に はかな ら

ず善悪双方 の価値 を内包 して いる。 ヨルバ には,「 善/悪 」 とい う二元論 的な価値観はみ られ

ず,す べての ものには善 と悪が備 わ ってい ると考え られてい るか らで ある [Awolalu 1979;

Smith 1988;Curry 1997:65]。 っ ま り,オ リシャには性 があ るが,そ の性 は既存 のジェ ン

ダー規 範 に従 った 「男 らしさ」 や 「女 らしさ」に包摂 される もの とは性質を異 にす る。 この こ

とを既 存の ジェ ンダー規範 に したが って言い換えれば,「 女 らしい」 男性 のオ リシャや 「男 ら

しい」 女性 のオ リシ ャが存在す るのである。

 さ らに,頭 に宿 るオ リシャの性 と,崇 拝者の 「生物学」的性 とは無縁 であ る。 また,米 国の

オ リシャ崇拝者 はサ ンテ リアの影響 を受 けて いるために,複 数 のオ リシャを頭 に宿 してい るこ

とがあ る。 これは,「 男 ら しさ」 や 「女 らしさ」 を兼 ね添 えたい くっ ものオ リシ ャが崇拝者 の

頭 に共 存す る ことを可能 に した。 そのため,オ リシャ崇拝者 はた とえひ とっ のオ リシャに自己

同定 して いた として も,善 悪 とい う二元論的な価値観 で判断 す ることので きない 「男 らしさ」

と 「女 らしさ」 を兼ね合 わせた両性 的な特性 を備える ことにな る。

 上 述 したよ うに,ヨ ルバ のオ リシャ崇拝で は性 によ って優劣 をつ けることは論理的で はない

と考え られ てい る。 そ こで,オ リシャ崇拝者 は,オ リシャ崇 拝 にお ける ジェ ンダー規範を米国

のキ リス ト教 やイ スラムで み られる ジェ ンダー規範 と異 な るもの と して位置づ けたのであ る。

オ リシャ崇拝 は,キ リス ト教 の家父長的 な文化や,イ ス ラム組織の ひとっで あるネイ ション ・

オ ブ ・イス ラムNation of Islam運 動 の男性覇権的な文化 との差 異を実践す るとい う意義を果

たすの に適 してい る とみな された19)。

 っ ぎに,オ リシ ャ崇拝 におけ る階級 に注 目 しよう。 オ リシャ崇拝で は首長や司祭が階級分化

して いる。 この階級 の差異 を具現化 す るために表敬行為 が用い られ る。 ところが,表 敬行為 に

まっわ る作法 と性 には関係 がない。 た とえ女性 にたい してであ って も,よ り地位 の高 い司祭で

あ れば,男 性 が地面 にひれ伏 す ドバ レとい う表敬行為 をす る状 況が 日常 的 にみ られ る。 オ リ

シャ崇拝 の階級 を オ ヨ トゥ ンジ村 に導入す る とい うことは,米 国社会 とは異 なる男女 の権力関

係 を築 く手段 の ひとっ であ った。

 オ リシャ崇拝 にお ける性 や宗教 的階級 は,米 国社会 の ジェ ンダー規範 にまっ わ る男女の権力

関係か ら崇拝者 を解放 させ る機 会を与 えた ことが わか る。 ところが オ リシャ崇拝 は,崇 拝者を
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米国社会のジェンダー規範から解放するだけではなかった。オ リシャ崇拝者といえども米国社

会の価値観か ら自由ではな く,彼 ら自身も米国社会に根づ く価値観(偏 見)に よってアフリカ

の文化を解釈することもあったからである。

 オ ヨトゥンジ村では,一 夫一婦制を米国の象徴と捉え,そ れに反対するという意義か ら一夫

多妻制が村に導人された。その結果,一 夫多妻制にまつわる男性のユー トピア幻想や女性を軽

視する考え方が,実 際の村の規律や生活に投影された。それ らは,男 性が時間や場所を問わず

欲求のままに女性 と性交渉をもっことができるという幻想であり,男 性の衣食住の欲求が満た

され るよ うに女性 は働けばよいという考え方であった。1970年 代半 ばになると,こ のような

男女の性差にもとつ く差別的な価値観が村に浸透 していることが女性成員によって問題視 され

た。そうして,オ リシャ崇拝のジェンダー規範として実践されていた一夫多妻制が,米 国社会

のジェンダー規範を再考するというフェ ミニズム運動の文脈で批判されることになる。

 それでは,オ ヨトゥンジ村で実践されていた一夫多妻制と,そ の制度 にもとつ くジェンダー

規範はどのようなものであったのであろうか。村の一夫多妻制では,男 性 は養えるだけの女性

と結婚することが可能であった。ただし,夫 は妻のための住居,祖 先崇拝のための小屋,台 所,

洗面所を建てなければならず,妻 が商売を始めるための支度金 も準備 しなければならなかった。

このことからもわかるように,村 での婚姻には非常に多くの経費が必要であり,大 半の男性は

1人 の女性 としか結婚す ることができなかった。ただ し,村 の成員の多 くはネイション ・オ

ブ ・イスラムに関与 していた経験があり,男 尊女卑的なジェンダー規範を踏襲 していた。その

ために,男 女の関係では男性が支配的な地位を占め,女 性には一切権利がないという性差別的

な価値観が村の成員の一部で認められた。

 こうした性差別的な価値観は次第にオヨトゥンジ村の男性成員のなかに広まっていき,男 性

の権力を都合のよいように拡大 して解釈することが横行 し始めた。それにたいして,王 家の女

性と女性結社の成員が一丸 となって村における女性の権利を見直すようアデフンミに強 く働き

かけた。恒久的な村が設立 されたときこそ,村 の構造を吟味 し直す時期がきたと考え られたか

らである。村内では,1974年 ごろから一夫多妻制や性別分業における女性の低 い地位が再検

討されるようになった。

 アデフンミは王家の女性 と女性結社の主張を無視することができず,ア フ リカにおけるジェ

ンダー規範にっいての調査をお こなうように首長に命 じた。その結果,首 長たちはっぎのよう

に回答 した。男性は身体的に優れているかもしれないが,女 性はモノを所有する権利 や,自 己

の生産活動によって所得をえる権利をもっこと可能である。また,女 性は宗教的,政 治的に重

要な地位を通 じて権力をもっことが可能である。さらに,女 性は男性に仕えるために生まれて

くるのではないこと,そ れよりも,女 性はみずか らの運命を追究するために生まれて くるとい

うことが示 された。 こうして村では,女 性がモノを所有する権利や,集 会に出席する権利が認
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め られ,食 事 の配膳 を夫 に任せて もよい ことなどが あ らたに村 の規律 と して盛 り込 まれた。 た

だ し,村 の男性 成員 の多 くは女性に このよ うな権利が認 め られ たことにたい して批判的 であ り,

そ の大半 が村を去 った。 これ によって村の成員数 は急激 に減少 した。

 オ リシャ崇拝 の ジェ ンダー規範 と して実践 されて いた一夫多妻制 は,米 国社会 の フェ ミニズ

ムの文脈 で批判 され,再 定義 されたのであ る。 このことか らは,オ リシャ崇拝 者 は,み ずか ら

の 目的 を達 成 す るた め に必要 とされ る ヨルバ のオ リシャ崇拝(宗 教 ・文化)の 諸要素 を選 び

とってい ること,さ らに,彼 らは選択 した ヨルバのオ リシャ崇拝 の諸要素 を 自己の都合 のよい

文脈 に適合 す るよ うに再解釈 し,実 践 してい ることがわか る。 こうして村 にお ける既存 の ジェ

ンダー規範 の解体 は,女 性成員 をエ ンパ ワー メン トす る一手段 とな ったので ある。

2.コ ミ ュー ンの破綻(1980年 代半ば～)

 オ ヨ トゥンジ村 で は,村 に特有の社会構造 ・組織 ・規律 の もとで成 員が生活す ることで,米

国 とは異 なる社 会環境や生活が成員 に保証 された。 と ころが,こ う した村 に特有 の社会構造 ・

組織 ・規律 をめ ぐる問題が生 じる ことで,村 は存続 の危機 に晒 され た。 本節 で は,1970年 代

か ら80年 代 半 ば にか けて興隆 したオ ヨ トゥンジ村が一転 して衰退 して い く過程 に着 目す る。

2-1で は,村 と村外 の地 域社会 とのあいだに認 められ る葛藤 をま とめる。2-2で は,村 の内

部 に生 じた問題 を明 らか にする。 そ して2-3で,オ ヨ トゥ ンジ村を舞台 に した排他的 なオ リ

シャ崇 拝運動 を衰退 させ た要因 を検討す る。

2-1.オ ヨ トゥンジ村と地域社会との問題

 オ ヨ トゥンジ村 と地域社会 とのあいだに生 じたのは,(1)子 弟 教育 の問題(2)自 治 権の問題

(3)自 給 自足 の3点 であ る。

(1)子 弟 教育 の問題

 オ ヨ トゥンジ村が あ るサ ウス カロライナ州 の法律に したがえ ば,6歳 か ら公教育 を受 けなけ

れ ばな らない。 と ころが,オ ヨ トゥンジ村 の成員 は,米 国の公教育 に従事す るアメ リカ人教師

には,子 弟 を教育す るだ けの知識や経験 がないと判断 した。村 の子弟 を教育 す るには,ア フ リ

カ系 アメ リカ人 な らびにオ リシャ崇拝者 の歴史 ・宗教 ・文化 ・価値観 ・心理 ・社会環境 に精通

していなければ な らない と考え たか らであ る。 そ こで,彼 らは法律 に したがわず,独 自の教育

を子弟 に施 す ことを選 んだ。 この ように して,村 の成 員 は,キ リス ト教 の価値観 で,彼 らの子

弟 があやま って教化 され ることを回避 しよ うと試 みた ので ある。

 それ では,オ ヨ トゥ ンジ村の成員 は,米 国の公教育の何 を弊害で ある と考 えたのであろ うか。

 た とえば,村 の成員で あ ったオ ミア ラ ドラは1980年 代 半 ばに家族 とと もに村 を離 れて,フ

                   ー21一



                人  文  学  報

ロ リダ州 のマ イア ミーデイ ド郡 へ と移住 した。そ こで,彼 女 の五男 の イ ファシャデが学校 で問

題に直面 した。 イフ ァシャデはオ ヨ トゥンジ村で生 まれ育 った司祭で あ る。 彼 は教室 で本名 を

っ ぎのよ うに名乗 った。「イ ファ シャデ ・ア ジグ ンワ ・ア ジャム」。 す る と,ア フ リカ系 アメ リ

カ人 の教 師か らは,「 お まえが ただその名前 をっけただ けだ ろ。 俺 たちにはみん な奴隷 の名前

がっいてい るんだ」,と 非難 され る羽 目にな ったのであ る。

 た だ し,村 の子弟 に弊害 を もた らしたの はアメ リカ人 の教 師だ けで はない。 アメ リカ人 の生

徒 も同 じよ うな問題を もた らした。 たとえば,オ ミア ラ ドラの三男 の オ ジ ョはオ ヨ トゥンジ村

で生 まれ育 ち,家 族 とと もにフ ロリダ州南部 のマイァ ミーデイ ド郡 へ引 っ越 した。オ ジョは村

の敷地 か ら出て,は じめて米国社会の文化 と接 したときの印象 をっ ぎの よ うに興 奮 して語 った。

  すべ てが違 うんだ。み たこ ともな い人 〔引越先 で接 した人 々〕 が,奇 妙 な行 動を してい る

  の を 目に した ら,驚 いて当然だ ろう?〔 オ ヨ トゥンジ村 と引越 先 の米 国社 会で は〕話 し方

  が違 う し,目 上 の人 との接 し方 も違 う。服装 か ら生活 の仕方,仕 事 まですべ てが違 うん

  だ20)。

 このよ うに,オ ジ ョは引越先 の地域社 会で出会 った人 々の文化 に違和感 を覚 えた。 こ うした

違和感 を覚 えたの は,彼 を転校生 と して迎 えた学校の生徒 たち も同 じことであ った。 オ ジョは

級友 か ら顔 に刻 まれた イ ラとよばれ る搬痕 文身 の痕や ヨルバ の服装 を答 め られ て登 校拒 否 に

なった。彼 の姉 もほかの生 徒か ら嫌が らせを受 けていた。

  まず,着 てい る服 が違 う。 「あいつはさ,シ ーッを着て学校 に きて る じゃん」 とよ くか ら

  か わ れた。 ヨルバの服 は布 を身体 に巻 きっけて着 るか らね。胸 の と ころで結 んで ある 〔服

  の〕 紐 を男子 にほ どかれて,服 が脱 げてば っか りだ った21)。

 こ のよ うな事態 に村 の子弟 が巻 き込 まれ ることを避 けるため に,オ ヨ トゥ ンジ村 は1972年

に ヨルバ ・ロイヤル ・ア カデ ミーとい う教育機 関を設立 した。 ここで は,お もに8歳 か ら17

歳 ま での子供 が教育 を受 けた。 ただ し,こ の ヨルバ ・ロイヤル ・アカ デ ミーはサ ウス カロライ

ナ州か ら教育機関 として認 可 されていなか った。そのため,村 の子供 は近隣 区域 の ミ ドル ・ス

クールや コ ミュニテ ィ ・カ レッジに通 って資格 や学位を取得 しなければ な らなか った。村 の成

員 は,オ ヨ トゥンジ村 のなかだ けでは子供 を教育す ることがで きない とい う現実 を突 きっ け ら

れ たので ある。
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(2)自 治権の問題

 先に述べたように,オ ヨ トゥンジ村には村の立法 ・司法 ・行政 ・警察の機能を担 う年寄結社

がおかれていたが,村 の政治は 「絶対王政」と称されるような体制の もとでおこなわれていた。

王であるアデフンミが年寄結社の長 として位置づけられていたからである。っまり,オ ヨトゥ

ンジ村では村の自治権 は王にあった。ただ し言 うまでもなく,米 国はオヨトゥンジ村の自治権

を認めているわけではない。そのために,村 の成員は,米 国の警察当局が村内で警察権を行使

することにたいして異議を唱えることができなかった。

 オヨトゥンジ村の成員たちによれば,村 の自治はおもにっぎの2っ の理由から米国の警察に

侵されることになった。ひとつは,犯 罪者や容疑者が村外か ら村へ逃げ込んできたからである。

オヨトゥンジ村は森林を開拓 した地に創設されているので,村 の周囲には高木が覆い繁 る。そ

のうえ,こ の村の敷地 には最盛期には数百人もの人々が成員として出入 りしていた。っまり,

犯罪者や容疑者はこのような村を絶好の逃げ場として利用 したか らである。いまひとっは,オ

ヨトゥンジ村の成員の大半が,米 国で 「黒人」とみなされる人々であったか らである。後述す

るように,米 国社会では黒人は警察権の行使される対象となりやすいのである。村外へ外出し

ていた成員は,ス ピー ド違反や薬物所持などの嫌疑をかけられては首長たちに助けをもとめる

ように逃 げ戻 ってきたのである。

 このような理由か ら,オ ヨトゥンジ村では米国の警察権が行使された。このことは,村 の自

治権が絵空事に過 ぎないということを暴き,王 として君臨するアデフンミの権力を揺るがすこ

とにっなが ったのである。

(3)自 給自足の問題

 オヨ トゥンジ村の成員は自給 自足の精神を貫くために,村 内の耕地を耕 し,村 内で狩猟を し

ていた。ただし実際の ところ,村 内で自給自足の原理で生活をすることは不可能に等 しかった。

成員は村の近隣の農家に出稼ぎにいったり,司 祭職に従事 したりして収入を得ようとした。し

かし,オ ヨトゥンジ村の創設当初は,王 や,王 家,首 長であっても司祭職で生計を立てること

は難 しか った。 そのため,村 の成員はサウスカロライナ州 ビューフォー ト郡の食料切符(フ ー

ド・スタンプfQod stamp)に 依存せざるをえなかったのである。 彼 らはビューフォー ト郡,い

いかえれば,米 国に依存することを恥 じたが,彼 らの祖先が奴隷制を通 じて米国のために無償

で労働 して きたことへの償いだと理解するようにした。

 このように,オ ヨトゥンジ村 は自給 自足を目指 していたが,そ れは事実上不可能であった。

村の成員は生活をするために,郡 の発行する食料切符に頼 らざるをえなかったし,ま た,近 隣

の農家での出稼ぎや,村 外か ら訪れる相談者(司 祭職の対象)の 支払 いに頼 らざるをえなかっ

た。これは,村 の成員 は米国社会と関わ らずには生計 をたて られないということを示唆 してい
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る。 こう した オ ヨ トゥンジ村 と米 国社会 との依存関係 は,オ ヨ トゥンジ村 の創設 当時 の 目的,

す なわ ち米国社会 か らの分離,独 立 とい う目的を空洞化 に したので ある。

2-2.オ ヨ トゥンジ村の内部の問題

 オ ヨ トゥンジ村 を去 った人 々にその経緯や村の衰退理 由にっ いて尋 ね ると,曖 昧 な返事 を し

たり話題 をそれ とな く変 えよ うとした りす る傾向があ る。彼 らの慎重 な言葉 選 びか らは,故 郷

を想 うよ うな愛着 と村 の創設 に努 めたアデフ ンミや首長 への忠誠心 が感 じられ る。 これ は彼 ら

が村 を完全 に"捨 てた"の で はな く,彼 らと村の関係が今 もな おっ ついて いる とい うことを示

唆 して いる。 けれ ど も,彼 らも村 にた いす る非難 や怒 りを噴 出 させ る ことがあ る。 それ は決

まって,筆 者 と2人 きりの ときに 「秘密」 と して表現 され る。

 こ の 「秘密」 によると,オ ヨ トゥンジ村を衰退させた原 因 と して,(1)王 家 の権威,② 不透

明 な財政管理,(3)権 力 闘争,(4)ジ ェ ンダー,(5)個 人 主義 の5つ を あげる ことがで きる。

(1)王 家 の権威

 1980年 代 半 ば か らオ ヨ トゥン ジ村の規律 に従 わな くて もよい とい う風潮 がみ られ るよ うに

なった。 村 の規律 に率先 して したが うべ きであるはず の王家 の成員(王 ・その複数の妻 と子供)

が,次 々と規律 に背 いた生活 を し始 めたので ある。 これにっ いて,オ ミトワデとい う女性 成員

はっ ぎの よ うに村 を批判 した。 彼女 は1973年 に村で生 まれ,12歳 に な るまで村 で暮 ら して い

た司祭で ある。

  「ア デフン ミ ・イズムAdefunmi-ism」 だ ったの。 村 では,ゲ エ シGeesi〔 ヨルバ語で英

  語 を 意味す るが,こ こで は拡大解釈 され西洋の意味に転 用〕 の文化 は禁止 されていた。だ

  か ら,ガ ス も電気 もない し,Tシ ャ ツとか ジーパ ンもだめだ った。 で もある日ね,オ バ

  〔ア デフ ン ミを指す〕の3人 の娘 がハ イネ ックのセー ター とか フ リルのっ いた ブ ラウスを

  着 て 村 を歩 いてたのよ。 それが規律違反 だと問題 にな って,オ ボニOgboni〔 年 寄結 社〕

  の審 議 にかけ られた。 その結果はね,王 家 の人間 は規律 の対象外 とい う ことだ った。 王家

  の女 た ち はハ イ ヒール も履 くよ うにな った。わ た した ちはね,お ば あち ゃんが孫 に,と

  思 って くれた,セ ーターや スカー トでさえ も着 ることが許 されてなか った。 どう して王家

  だ けが特別扱 い され るの22)。

 こ のよ うに,オ ミトワデ は王家の特別扱 いにたい して怒 りを露 に した。 また,彼 女 はつ ぎの

2点 につ いて も問題視 して いた。ひ とつは,村 の公の場所で は男女 の会話が禁 じられて いた こ

とで ある。 この対象 は兄妹 間 に もお よん だ。彼女 の兄が,村 の道端 で出会 った彼女 に 「元 気 に
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して い るか」 と声 をか けた ことで,彼 らは処罰 され た。 も うひとっ は,村 の規律 として 「村 の

女 は11才 ま でに,村 に居住 する男 と婚約 しなければい けない」 とい う項 目が追加 的に導入 さ

れ たこ とにつ いてで あ る。オ ミトワデは このような規律 は ヨルバの伝統で はない と指摘 した。

 こ うした ことは村 の規 律を形骸化 させただけでな く,村 に君臨 して きたアデフ ン ミの王 と し

て の権威 とその正 当性 を も揺 るが した。 さらに,ア デフ ン ミが ヨルバ の伝統 的な生活様式 を再

現す る 目的 とは無縁 の規律を村 に導入 しだ したことによって,ヨ ルバ社会 との同一性 を実現 す

るとい う根 拠 に維持 されて きた村 の真正性 に疑問が投 げか け られ た。

(2)不 透 明 な財政管 理

 オ ヨ トゥンジ村 の運営 にお いて絶大な権力を もっ王家 や首長 たちが私腹 を肥 やそ うと不条理

な納税体 系 をっ くりだす傾向 にあ った。 こうした傾 向 にっいて,エ フ ンジュモケ(60代 前半女

性)や ヤオ(50第 後半男性)の 会話か らみてい きたい。 彼 らは1970年 代 か ら80年 代 にか けて

村 に出入 りしていた成員で ある。

 2003年7月31日,ヤ オは,オ ヨ トゥンジ村を約20年 振 りに訪れ る直前 に,エ フ ンジュモ

ケ と1970年 代 か ら80年 代 半ば にか けて村 に蔓延 っていた不条理 につ いて回顧 した。

  エ フ ンジ ュモケ:〔 村 は〕 結局 さびれて しま った わ。 や っぱ り,誤 った権 力のせいね。 自

  分 〔首長 階級〕 た ち はと りあえず稼 げ るだ け金 を稼 ぐけど,住 人 には1日 た った1回 の

  ち ょ こっとしか食事 もださないか ら。 自分たちは豪華 な食事 を して るくせ にね。

  ヤ オ:あ あ,そ の通 りだ。 これが メ シか? とい うぐらい しかださなか った な。それ に税

  金 もす ご く高か った。 そんな に高い税金 なんて払え ないさ。 〔村外 に住 んでい る〕 家族を

  養 わ ない とい けない ってい うのにな。 まるで奴隷 だ ったよ,俺 たち は。ああ,奴 隷だ った

  な23)Q

 この 会話 か らは,村 の首長階級 はみず か らの収入を増 やす ことに汲 々と して,成 員 の福祉を

顧 みなか った ことがわ か る。っつ いて,首 長階級が成員 を搾取 して いた様子 にっ いて アデ ミワ

という男性成員 と筆者 の会話 か らみてい きたい。 アデ ミワは,1970年 代 か ら80年 代 にか けて,

彼 の妻 や息子 とと もに村 に出入 りしていた司祭であ る。

 以下 では,首 長階級 が,司 祭 にな るために受 けな くて はならない イニ シエー ションを搾取 の

一 手段 と して利 用 して いた ことが述 べ られている
。

  ア デ ミワ:司 祭 に な るための イニ シエ ーシ ョンには 〔授 か るオ リシャー柱 にっ き〕1,000

  ドル(12万 円)か か ったんだ。 〔イニシェー ションの〕 費用が払 えない人 は使用人 とな っ
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  て 下 働 きを したの さ24)。

  筆 者:首 長 とか特定 の家族 の使用人 になるんだ よね。

  アデ ミワ:そ う。 従属 して働 くんだ。労働 の搾取 とい うか奴隷 だね。1,000ド ル(12万 円)

  は十 分高 い価格 だよ,当 時 に しては。で もね,い くら使 用人 と して働 いて も,司 祭 になる

  た め の イニ シエー シ ョンは して もらえなか った。それ でみ んな オ ヨ トゥ ンジ村 を離 れ て

  い っ たん だよ。

  筆 者:使 用人 として働 けば司祭になるためのイニシエー シ ョンをす るとい う契約 を して い

  て も?

  アデ ミワ:あ あ。契約 を済 ませていて もだ めだ よ。契約 は意味 がないん だ。彼 ら 〔首 長〕

  は契 約 を破 るか らね。彼 らは何 も守 らないよ。 とれ るだ けのお金 を搾 り取 って,お しまい

  さ。 そん な ことを してい るか ら,オ ヨ トゥンジには誰 もこな くな ったん だよ25)。

 こ のよ うに,首 長階級 は司祭 にな るための イニ シエー シ ョンを施 す とい う,い わ ば,オ リ

シャ崇拝 の神髄 ともいえる行為 を もみずか らの欲望のため に利用 していた。 しか しなが ら,こ

うした労働 の搾取 は長続 き しなか った。 その理 由にっ いて,ア デ ミワはっ ぎのよ うに述べ る。

  〔オ ヨ トゥ ンジ村 を創設す るにあた って は〕 木々を切 り倒 して土地 を開拓 した り,雨 風 を

  しの げる場所 をつ くった り したんだよ。 村 の場所 は,〔 元来 〕 深 い森林だ ったんだ。 それ

  は,そ れは,す ごい労 力を要 した。電気 はないか ら,す べて手 〔作 業〕 で木 を切 り倒 して

  い くんだ。 それに灯 がないか ら闇で生活 して,ロ ウソクとか ラ ンタ ンを使 ったんだ。 で も,

  そ の後 〔土地 があ る程度 開拓 で きて,建 造物が建て られた後〕 は仕 事が な くな ったん だ。

  何 か を創 り出す,と い う創造性 のある仕事がね。それが問題 だ った。オバ 〔アデ フ ンミを

  指 す 〕 や王家,地 位 の高 い首長 たちは,〔 創造 的な〕 労働 を必要 と しな くな った。 だか ら

  村 が 衰退 してい ったんだ。 村人 は,使 用人 として働 くしか道 が残 され ていなか った。 〔司

  祭 に なるための〕 イニ シエー シ ョンを もとめて村 に来 る人 は,お 金 を持 って いな い人が多

  か ったけ ど,彼 らはひたす らオバや王家 のために働 くだ け しか なか った。 イニ シエー ショ

  ンを して もらうまでは4年 ぐらいかか ったか な。 それで た くさんの人が村 か ら去 って い っ

  た ん だ。 オバや王家,首 長 たち は他人 の労働 を搾取 しただ けだか らね26)。

 こ のアデ ミワの話 か らわか るの は,村 の成員が首長階級か ら労働 を搾 取 されて いた とい うこ

とで ある。 ただ し,成 員 は使用 人 と しての労働が村を創 り出す とい う行為 につなが って いるあ

いだは,そ の労働搾取 の体 系の もとで暮 らす ことを引 き受 けた。 ところが,村 となるべ き土地

が い ったん開拓 され,そ の土地 に王 宮や寺院 などの建造物が建 て られ ると,村 内で創造的 な労
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働 をお こなう余地がなくなった。成員は単なる使用人となることを拒み,村 を去 っていったの

である。

 こうした納税体系のもとでは,成 員が納税義務を果たそうと村内での労役に莫大な時間を費

や して も,目 標を達成す ることは現実的に不可能であった。成員たちは村の一部の権力者に隷

属化させられていると感 じ,村 を夜逃げの状態で脱出 していった。また,王 家や首長たちが成

員か ら徴収 した税金や司祭からの寄付を私的に流用 したことも,成 員の村にたいする忠誠心や

畏敬の念を喪失 させた。

 たとえば,王 の妻の1人 で,か って女性結社の長をっとめていたアダラモラについて,エ フ

ンジュモケは 「村の伝説」という言葉を用いて,成 員のあいだで広 く共有されている噂話に触

れた。それは,ア ダラモラが,成 員か ら寄付を受けとっては高級な靴を履いて成員の前に現れ

たということである。エフンジュモケは,こ の噂話を支持する証拠 としてっぎのように話 した。

  オバ 〔アデフンミを指す〕は,妻 の意見を聞きす ぎたわね。強欲な妻たちの意見を。それ

  に,彼 らはお金の使い方を知 らないのよね。わたしのゴッド・マザー 〔アダラモラ〕はね,

  寄付金を横領す るわけよ。わたしはね,い つも祭のときは寄付をしてたの。 このあいだ

  〔2003年6月 〕 のイェモジャ祭のときにも2,000ド ル(24万 円)ぐ らい寄付 したんだけど,

  いっっ も私的に使 うのよね。だか ら寄付をするのをやめたわ。意味がない しね。極めっけ

  は女性結社の成員費 〔成員からの徴収費〕。1人200ド ル(24,000円)で,3,000ド ル(36万 円)

  ぐらい 〔の女性結社の成員費〕を自分のポケットに入れたのよ。信 じられないで しょ27)。

 このような不透明な財政管理は,ア ダラモラにかぎったことではな く王家や首長階級に共通

の問題であった。寄付にたいして受領書が発行されることはな く,使 用用途も明 らかにされる

ことはなかった。

(3)権 力闘争

 オ ヨトゥンジ村が少 しずっ混乱を増 していく状況のなかで,王 子の母たち(王 の複数の妻)

のあいだで次期の王位をめぐって,ま た,首 長たちのあいだで村の運営をめ ぐって権力闘争が

繰 り広 げられた。

 たとえば,ア デフンミの後継者 として最有力候補であったアデボル王子の母親は,ア デフン

ミのほかの妻たちか ら陰湿ない じめや嫌がらせを うけて王家を追われ,い まだ村外に葬 られて

いる。また,か つてオヨトゥンジ村に住んでいた女性成員のオ ミトワデと弟のオジョは,ア デ

ボル王子の結婚相手をめぐる権力闘争のなか,村 で放火事件が起きたことを筆者に打ち明けて

くれた。放火事件の結果,村 の博物館 と教育施設が入っていた2階 建ての美 しい建物が焼失 し,
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エ レシン首長 が大や けどをお う事態 にな った。彼 らは秘密 にされて いる放火犯 の名前 を筆者 に

そ っと教 えて くれ た。拡大す る村の問題 を終息化 させ るために,放 火犯 は特定 され なか ったの

であ る。 現在で もこの種の話題 は成員のあいだで忌避 され てい る。

 こ う した闘争の ほか に,首 長同士が村の運 営をめ ぐって対立 した。首長 た ちは,み ず か らの

宗教 的権威 や経済的利 益を効率 よく獲得 で きるよ うに村を運営 しよ うと試 みた。端 的 にいえば,

村 の首長 の数 が少 なければ少 ないほど,1人 当 た りの宗教的権威 や経済的利益 が高 まるのであ

る。 か くして,ニ ュー ヨーク時代か らアデ フ ンミとと もに活動 して いたア ウォロウォ首長 やオ

グン トシ ン首長,ジ ョモ首長 をは じめとす る多 くの首長が,ほ かの首長 たちか らの圧力 によ っ

て村 か ら事実上 追放 された。

 村 の権 力闘争 は,筆 者が調査 を始め た2001年 当 時 もっつ いて いた。 こうした村の状況 にっ

いて,オ ロ ミデ とい う男性 成員 はっ ぎのよ うに述べ る。 オ ロ ミデは,1970年 代 か ら80年 代 半

ばまで村 で暮 らして いた50代 の 司祭で ある。

  今 〔2001年 〕,村 は統制 が とれていない。 オバ 〔アデ フン ミを指す〕 は,そ の役 目を果 た

  して いない。息子 〔アデフ ンミの息子,ア デボル王子 を指 す〕 は継承 の儀 式を受 けたけど,

  彼 に は無理 だね。 権力争 いだよ。 オバの妻 は,〔 王 の妻 と して権 力 を振 るうため に]マ イ

  ア ミで療養 して いるオバ に村へ と戻 って きてほ しいんだ。彼女 は正 気 じゃな いよ。 こ うい

  う状 況 で は,人 間のあ らゆ る性 質が表 出 して くるか ら,わ た した ちの手 に は負え ない領域

  の話 だよ。彼 らは村を再建 しな いといけない。 なん と して も再 建 しない とい けない28)。

 こ こでオ ロ ミデが述 べて いるように,ア デ フン ミの息子の1人 であ るアデボル王子 は,2001

年 に村 の第2代 目の王 と して選 出され,継 承 の儀礼を受 けた。 アデ ボル と同世代 の若 い成員 は,

彼 の ことを王子 と して慕 って いる。 しか しなが ら,年 寄結社 の成員 や50代,60代 の 成員 はア

デボルに王 と しての資質が あるか どうか疑 わ しく思 って いる。 エ フ ンジュモケ は,ア デボルが

王位 を継承 す るのか ど うか とい う質 問にたい してっ ぎの よ うに答 え た。

  だ め だめ,ぜ 一んぜん継 ぐ気ないわ。王位 を継承す る気 はま った くな し。 その代わ り,女

  を 囲 うことだ けは父親 譲 りで しっか り受 け継 いで いるみたいだ けど,あ らら29)。

 先 に述 べたよ うに,ア デボル王子 は,2001年 に村の第2代 目の王 と して選 出された。 しか

し,2003年 の時点 で アデボル王子 は村 に住 居を構えて お らず,村 の年 中行事 に参 列 す るこ と

もほ とん どない。 彼 は,後 述す るが,フ ロ リダ州最南端の キー ウエ ス トに所有 す る家か,フ ロ

リダ州 中北部 の ジャクソン ビル市に彼 の妻 の1人 が所有す る家 に住 んで いる(地 図1参 照)。
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 ま た,ア デ ミワは,ア デボル王子 が村 の成員を統率 で きるか どうか疑わ しいと,彼 の指導力

にっいてっ ぎのよ うに語 った。

  ア デ ボルは,シ ャ ンゴ30)にイ ニ シエーシ ョンされ るべ きだ ったんだ 〔シ ャンゴを授か るべ

  きだ った〕。彼 は小 さい ころ気性 が激 しくてね,活 発す ぎたか ら,周 りの人間が心配 してオ

  バ タ ラを授 けたん だ。 で も,や っぱ りそれが どうや ら問題 だ ったね。今の彼 を見て ごらん

  よ。す ごくお とな しいだ ろ。この村 を率 いて いくに は,ほ ら,オ バ 〔アデフ ン ミを指す〕み た

  い に,も っと力 強 く,激 しく振 る舞えな いとだめなんだよ。 指導力 とはそ ういうもの さ31)。

 こ のよ うに,2005年7月4日 に アデボル王子 が村 の2代 目の王 と して正 式 に即位 す るまで

は,王 位継承 にと もな う成員の世代交代は村 の抱 える問題 のひとつ であ った。

 以 上 で述 べた よ うに,成 員間での私利私欲 をめ ぐる争 いによって,村 はオ リシャ崇拝 の中心

地 としての魅力 を喪失 し,成 員が流出す ることになった。一連 の権力 闘争 が極 めて 「醜 くか っ

た」 こ とか ら,村 を追放 された首長たちの ゴッ ド・フ ァミリーたちのなか には今 日に至 って も

村 に近寄 ることを頑 に拒 む人 もいる(第4章2-1で 後述)。

(4> ジ ェ ンダー

 すで に述 べ たよ うに,ヨ ルバ のオ リシャ崇拝に もとつ くジェ ンダー規範 をオ ヨ トゥンジ村 に

導入す ることは,米 国社会 における男女間の不平等 な権威関係 か ら彼 らを解放 させ るきっかけ

とな った(本 章1-3参 照)。 これ は,と りわ け女性成員 のエ ンパ ワーメ ン トの手段 とな った。

 た だ し,村 の成員 といえ ど も米国社会 に根づ く価値観 か ら完全 に 自由で はなか った。彼 らの

多 くは,米 国社会 に浸透 しているアフ リカ文化にたい しての偏見 や価 値観 で もって ヨルバの文

化 を捉 え ざるをえなか ったのである。村 の男性成員の大半 が,女 性の役割 は男性 の欲求を満 た

す ことで あ り,そ れを体現 しているのが一夫多妻制で ある と考 えた。 これにたい して,王 家 の

女性成 員が率先 して村 の ジェンダー規範 を解釈 し直す作 業を推 し進め,村 の女性 の地位を改善

した。 ところが村 の一夫多妻制 が形骸化 した ことは,多 くの男性 成員が流出す る事態を招 き,

村 の衰 退 に拍車 を掛 ける ことにな った。彼 らにとって,一 夫多妻制が米国社会 の文化,つ まり

一 夫一 婦制 との差異 の実践 の根幹 をな していたか らであ る
。

(5)個 人 主義

 た とえオ ヨ トゥンジ村 の成員であ るか らとい って,か な らず しも人生 のすべ てを規律 に委ね

られな い こともあ る。 オ ミトワデ とい う女性成員 は村 の婚姻規律 に従 わず,叔 父 であるア ジャ

ム首長 の激怒 を買 った。
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  1980年 代半ば,オ ミトワデは家族 とともに村での生活をやめたが32),そ の後14歳 のとき

  に村の住人と婚約 した。 しかし,彼 女は婚約相手の男性 と実際に結婚する気はない。彼女

  には自分 自身で選んだ恋人がいる。彼女は 「わたしはバ ッド・ガールbad girlだ からね」

  と,規 律破りの理由を笑顔で語る33)。

 オヨ トゥンジ村の出身者であることを誇りにしているオ ミトワデでさえ,村 のすべての規律

を受 けいれることはできないのである。オヨトゥンジ村の婚姻規律を遵守 しなければいけない

と思 う一方で,人 生の決断ともいえるパートナー選びには自分の意志を尊重 したいと願 う成員

の心情が透けてみえる。そこには,村 という均質な集団の一員であると同時に,「個」であり

たいと願 い,葛 藤する人々の姿を垣間みることができる。おな じよ うに,ヒ ップ ・ホップやレ

ゲエなどの音楽文化や,ダ ンス ・ホールでの男女交際,フ ァス ト・フー ドの食事などを自由に

楽しみたいという個人の欲求も無視することはできない。

 司祭になると,村 か ら独立 して自由な経済活動をしたいという欲求が強 くなる。村では王を

頂点に位置づける階級にしたが って顧客が不平等に振 り分けられていた。 したがって,米 国社

会に出て行けば顧客獲得はいうまでもなく,司 祭職にたいする報酬 も需要と供給の関係にした

がって自由に設定できる。

 オヨトゥンジ村 と米国社会との差異は,村 の成員だけが享受できる権利であると同時に果た

さなければいけない義務であった。 しか し,村 の規律ではなく個人の選択を重視するならば,

成員は米国社会へ足を踏み入れることになる。そして,米 国社会で しか得 られない権利に固執

すれば,成 員と村との距離は必然的に広がる。 「個」を強調 しす ぎることは村を衰退 させ,さ

らにはオ リシャ崇拝運動そのものを崩壊させる危険性を孕んでいたのである。

2-3.排 他的なオリシャ崇拝運動の衰退要因

 本章でみてきたように,み ずからを文化的指導者として位置づけたアデフンミは,村 の指導

者となり,ア フリカ系 アメリカ入を覚醒 させようとした。そ して,村 は成員に秩序 と文化を与

え,彼 らを啓蒙する場所となった。 これらの目的をより効果的に果たすためには,村 をひとっ

の均質な集団 として維持 し,よ り多 くのアフリカ系アメリカ人を村の成員として取 り込んでい

く必要があった。その手段 として実在するヨルバのオ リシャ崇拝を用いたことは,こ の運動の

独創性のひとっであるといってよい。

 ただしこのオ リシャ崇拝運動 は根本的な矛盾を孕んでいた。 こうした矛盾が上述 した要因に

加えて運動を衰退 させたと解釈できる。

 オ リシャ崇拝運動の矛盾 は,ヨ ルバのオリシャ崇拝(ヨ ルバの宗教 ・文化)を 米国社会におけ

る人種隔離 ・全黒人国家の建設 という理念の下に位置づけている点である [Hunt 1979]。 こ
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の理念 は,ブ ラック ・ナショナ リズムを主張する従来の黒人運動の理念と同質であった。たと

えば,人 種隔離 はいかなる形式であろうとも,既 存の人種的本質主義を前提にせざるをえず,

その人種的本質主義に固執することになる。 これは,オ リシャ崇拝者が白人による入種的本質

主義を容認 したことになる。また,こ のような人種的本質主義にもとつ く運動形態は,み ずか

らの結束のために均質な仮想敵を必要 とする。それは結果として自分たちの均質化を招 く。 し

か しなが ら,オ リシャ崇拝者と他者(米 国社会)と の関係は一元的なものではなく状況的に変

化するものであり,オ リシャ崇拝者の内部 も多層的であることはいうまでもない。

 運動の矛盾 はジェンダーの規範に関 しても認められる。繰り返 しになるが,運 動の成員は,

ヨルバのジェンダー規範を米国社会との差異の実践と位置づけて村 に導入 した(第2章1-4参

照)。 このことは,米 国社会の男女間にみられる不平等な権力関係か ら成員を解放 し,女 性成

員のエンパワーメントの手段となった。ただし,ヨ ルバのジェンダー規範のひとっとして村に

導入された一夫多妻制 にまっわる諸概念は,村 の女性成員の主導によって批判 され,再 検討さ

れ ることになった。 このような,村 におけるジェンダー規範の再解釈は,1970年 代の米国の

フェミニズム運動 という時代の文脈ぬきには考えられない。っまり,米 国社会 との差異の実践

として位置づ けた文化を,米 国社会の価値観を用いて解釈 し直 したのである。これは,オ ヨ

トゥンジ村の成員が米国社会の文化的規範にもとついていて行動 していることを示唆している。

 このように,運 動の成員は,オ ヨトゥンジ村を創設するにあたって,オ ヨ トゥンジ村の文化

と米国社会の文化 とを差異化させ るために効果的なヨルバのオ リシャ崇拝(ヨ ルバの宗教・文

化)を 恣意的に選択 した。その後のオヨトゥンジ村において,彼 らは自身が選択 したヨルバの

宗教 ・文化を必要に応 じて米国社会の価値観で解釈し直して実践することで新たな文化を創造

しているのである。

 以上では,オ ヨ トゥンジ村を舞台にした排他的なオ リシャ崇拝運動を衰退させた要因を検討

した。オ リシャ崇拝運動において,ヨ ルバの宗教 ・文化を実践するオヨトゥンジ村の存在意義

を 「反白人 ・反 キ リス ト教」という目的にもとめたが,そ の運動を維持することには限界が

あった。言い換えるならば,白 人 ・キ リス ト教文化を悪と位置づけ,そ の対極にオリシャ崇拝

文化を善と位置づけることは現実的ではなか ったのである。

             第3章 オ ヨ トゥンジ村 の聖地化

 1970年 代後半か ら80年 代半ばにかけて,オ ヨトゥンジ村では数百人の成員が村で生活を し

たり,村 に頻繁に出入 りしたりしていた。 ところが,1980年 代半ばか ら村の中心的な成員が

っぎっぎと村を去 り,村 の人口が急激に減少 した。村を離れた成員の多 くは米国の各地にみず

か らハ ウスを設立 したり,ほ かのハウスに属 したりしてオリシャ崇拝を実践 している[Koike
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図1 オ ヨ トゥンジ村の略地図(2005年8月 現在)。 村の外側は雑木林に囲まれており,内 外を隔

   てる壁はない。
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2005]。 そ れで は,調 査 時のオ ヨ トゥンジ村 はどのよ うな状況 にあ るのだ ろ うか。 第1節 と第

2節 で は,オ ヨ トゥンジ村 の敷地 と村 に出入 りする成員 につ いて概観 す る。第3節 では,オ ヨ

トゥンジ村 で実践 されて いる規律 が運動の繁栄期 と比較 して どのよ うに変化 したかを取 りあげ

る。 第4節 で は,オ ヨ トゥンジ村で執 り行われている祝祭 の空 間(オ リシャ祭Odun Orisa・ ナ

ンガレオ儀礼Nangareo)を 記 述 す る。 その うえで,オ ヨ トゥンジ村で開催 されている儀礼(年

中行事)の 意義 をオ ヨ トゥンジ村 の聖地化 と再生 産との関係 か ら論 じる。

1.オ ヨ トゥンジ村の敷地

 オ ヨ トゥンジ村 の敷地 は,王 宮Afinと 王 宮以外の敷地 の2つ にわかれて いる(図1参 照)。

 ま ず,村 の北 側 にある王宮 の敷地 はどのよ うに構成 されてい るので あろ うか。王宮 の敷地 に

は,王 宮 とエグ ング ン寺院(祖 先寺院),オ バ タラ寺 院 シ ャンゴ寺院 コ ー ト・ヤー ドcourt

yardが あ る。 王宮 は,王 宮 の敷地 の北側 に位置 し,高 い土塀 で囲 まれて いる。 この王宮 は,

ア デフ ン ミと妻 のアダ ラモ ラが村 を訪 れた際に使用 して いる34)。王 宮 の敷 地の南側 には,王 家

の祖先 を祀 るエグ ング ン寺院があ る。 寺院 の内壁 には,ア デフ ンミや その妻 たちの祖先が属 し

て いたク ラン名 が示 してあ る。寺 院の内部 には,王 家に属す る成員の祭壇が設置 され,水 や ロ

ウソク,果 物,ま た葉巻 な どの嗜好品が供物 として捧 げられて いる。王宮 とエグ ング ン寺院 に

挟 まれ た敷 地の東側 に は,コ ー ト・ヤー ドとよばれ る集会場が あ り,年 中行事 や記念祭 などの

諸儀礼 が執 行 され る。その コー ト・ヤ ー ドの北側 には,オ バ タ ラを祀 る寺 院があ る。 オバ タラ

寺院 の内部 には,王 を は じめと して,年 寄結社 に所属 して いた歴代 の首長 の名前 が掲 げ られて

いる。 また,寺 院 では年 寄結社の会合が開かれ,会 合 の際 にそれ ぞれの成員 が使用す る名前入

りの椅子 が設置 されて いる。そ して,コ ー ト・ヤー ドの南側 には,シ ャンゴを祀 る寺院がある。

寺院 の壁 に は シャンゴの象徴で ある二又 に裂 けた斧 と稲妻が描か れてい る。王家の敷地 に王宮

だ けで はな くオバ タラ寺院 とシャンゴ寺院があるのは,ヨ ルバ に伝 わる神話 に もとついたっぎ

の理 由か らで ある。 す なわ ち,オ バ タラはこの世 に大地 を築 いて人類 を誕生 させ,シ ャンゴは

ヨルバ ラ ン ドのオ ヨの第4代 目の王 として君臨 したか らである。

 っ ぎに,村 の南側 に ある王宮以外 の敷地 についてみてい きたい。王宮 の前を起点 とす る路は,

村 の南 側 までま っす ぐに延 びている。路幅 は約3メ ー トルで,そ の距離 は約250メ ー トルであ

る。 この路 と村 の入 り口を起点 とす る路 は,王 宮の敷地 への出入 口で十字路 に交差 してい る。

この十字路 の北 東側 に,エ シュを杷 る寺院が ある。エ シュはこの十字 路を司 り,ま た王宮の敷

地 とそれ以外 の敷地 とをわける出入 口を司 ってい る。 エ シュ寺 院の東 側 には村の集会場が ある。

また,十 字路 の南東角 には,村 のマーケ ッ ト広場 とヨルバ ・ロイヤル ・アカデ ミーという教育

機 関が ある。 その南側 にはオ ロクンOlokun寺 院 があ る。寺 院 には,オ ロク ンの大 きな彫像 と

噴水が設置 されて いる。 さ らに,そ の南側 には,イ ェモ ジャ寺院が ある。 イ ェモ ジャは母性の
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神 で あるので,寺 院 の横 には女性結社の建物が併設 されてい る。そ の南側 には,オ シュン寺院

が ある(写 真4参 照)。

 そ して,十 字路 の南西角 にはオヤ寺院が ある。その南側 に は住居 区画 があ る。 さ らに,南 側

には村 の通信 を管轄 す る小屋 があ る。 この小屋 は,筆 者 の調査 時 にお いて は使 用 されて いな

か ったが,1980年 半 ば,村 の成員 は この小屋 に設置 された一台 の電話 を通 じて のみ村 の外部

との連 絡 を許 可 されて いた。 この小屋 の南側 に は,オ グ ンとオ シ ョシOsosiと オ リシャ ・オ

コOrisa Okoが 祀 られ た寺院が ある(写 真5参 照)。 この3っ の オ リシャは,そ れぞ れ鉄,狩

猟,農 耕 の神 であ り,村 の男性結社 の象徴 となってい る。その ため,こ の寺院 の路 を挟 んだ東

側 には男性結社 の建物 があ る。 このオグ ンな どが祀 られた寺 院 と男性結社 の建物 の南側 に は,

約70メ ー トル四方の住居区画 が広が って いる。 この住居 区画の南側 は,エ グ ングンが鎮 座す

る森へ と小道がっ ついてお り,エ グング ン結社の成員以 外 は立 ち入 ることはで きない。

 寺 院や住居 を取 り囲 む土地 は木 々が切 り倒 されて,比 較 的開拓 されて いるが,そ の さ らに外

側の±地 は木 々で覆 われてい る。開拓地 とその開拓地を取 り巻 くよ うに茂 って い る木 々の間隔

は,お お よそ30メ ー トルで あるQ

 こ の よ うに,オ ヨ トゥンジ村 の敷地 は王宮 と王宮以外の敷地 にわかれて いる。王宮 の敷 地 に

はエグ ング ン寺院 と2っ のオ リシャを祀 った寺院が建立 され,王 宮以外 の敷地 には6っ の オ リ

シャを祀 った寺院 が建立 されて いる。 オ リシ ャを祀 ったそれぞれ の寺 院 には広場 が併 設 されて

お り,そ こで年 中行事 な どの儀礼 が執行 され る。

2.オ ヨ トゥンジ村に出入 りする成員

 前 節で は調査時 のオ ヨ トゥンジ村 の敷地 にっ いて概観 した。 それ で は,オ ヨ トゥンジ村 の敷

地内 に住居 を構 えた り,あ るい は,村 に頻繁 に出入 り した り して い る成 員 とはどのよ うな人 々

なのであろ うか。筆者 の調 査時 においては,こ のような成員 はおおよそ10人 で あ った。

 まず,王 家 にっいてい うと,ア デ フン ミと彼 の身の回 りの世話 を して いた妻 のア ダラモ ラは,

村 の王宮 の敷地 内に住居 を構 えてい る。 ただ し,2001年 の 時点 で は,ア デ フン ミの健康状態

が思 わ しくない ことか ら,彼 らはフロ リダ州南部のマ イア ミーデイ ド郡 で療養 してい た。 その

後,ア デ フ ンミの健康状態がやや回復す ると,彼 らは1ヶ 月 の うちの約20日 間 をサ ウスカロ

ライナ州 の ビュー フォー ト郡 に所有す る家で過 ごす ようになった。 この家か らオ ヨ トゥンジ村

まで は近 く,移 動 に要 す る時間 は車 で約40分 か ら50分 と短 い。彼 らは基本 的に村 外 に住 み,

年 寄結社 の会合 に出席 す るため,あ るいは,年 中行事やその ほか の種 々の儀礼 を執 行す るため

に村 に通 うとい う形式 を とって いる。 この ことは,ア デフ ン ミが2005年2月15日 に死去 した

あと も,基 本 的に は変 わ っていない。 ア ダラモラは,初 代の王 の妻 と して王宮 に構 え た住居 を

同様 の頻度 で使用 して いる。

                  -34一



           コ ミ ュ ー ン カ、ら1虐/也!＼(ノ 」、r也)

"∫ し1{4 オ ヨ ト ゥ ン シ 村 α)オ シ ュ ン の 」∫・1;完.,2003年101126日,筆 暫1最 影.

'∬」:良5 オ ヨ ト ゥ ン
ン 村 の オ ク ン,オ シ1シ,オ リ シ ャ ・オ コ レ)与i;完2003

    {ザ10 ナj 26 11, '層巨者む1岩ll三、

                一一一35一



                人  文  学  報

 王 家 の成員 であ るアデフ ン ミの息子 の1人,ア デボル王子 は2001年 に王位継 承 の儀礼 を済

ませた。 ただ し,2003年 の 時点 でアデボル王子 はオ ヨ トゥ ンジ村 に住居 を構 えてお らず,彼

はフロ リダ州最南端 のキー ウエス トに所有す る家か,あ るいは,フ ロ リダ州 中北部 の ジャクソ

ンビル市 の家 で過 ごす ことが多 い。 ジャクソ ンビル市 には,ア デボル王子 の息子 の母親 が住 ん

でい る。 そのため,オ ヨ トゥンジ村 で年 中行事が開催 されて いて も,彼 は村 に顔 を出す ことは

あ ま りなか った。 その後,2005年7月4日 にアデボル王子が村 の2代 目の王 と して正式 に即

位 す ると,彼 は村 の王宮 の敷地 の西部 に住居 を構え,村 を訪 れ る機会 が以前 よ り多 くな った。

 っ ぎに,オ ヨ トゥンジ村 の敷 地内に住居 を構えてい る成員 と して,ア ジャム首長,ア ラバ首

長,ア キ ン トビ首長,ア キ ンイ ェレ首長,オ シャデ レ首 長 らが あげ られ る。 この首長 たち は全

員オ ヨ トゥンジ村 の運 営に重要 な役割 を果 た して いる年寄結社 の成員 で ある。彼 らは村 の成員

やそのほかの人 々の相談 に応 じてイ ファ託宣や メ リンデ ィログ ン託宣 を執行 してい る。 彼 らは

託宣 の結 果に したが って相談者 に助言 を与 え,供 犠やその ほか種 々の儀 礼 を執行 す ることで収

入(報 酬)を えてい る。 このよ うな年寄結社 の成員 にか ぎれ ば,オ ヨ トゥンジ村 が繁栄 してい

た1970年 代 か ら80年 代 半 ばにみ られた司祭業が調査時の村で も実践 されて い る(第2章1-3

参照)。 この首長 たちは1ヶ 月 の大半を村 の中で暮 らしている。 なか で も,オ シャデ レ首長 は

村に住 んでい る。彼女 の住居 は,王 宮 にっいで広 く,村 の ほか の住居 と比 して美 しく,ま た頑

丈な造 りを してい る。彼女 の二 男と三男 は,ヨ ルバ ・ロイヤル ・アカデ ミー とい う村 の教 育機

関に通 い,村 内で教育 を受 けている。彼女 の長男 はすでに独立 して,オ ハ イオ州 の ク リーブ ラ

ンドに妻 と娘 とともに住 んでい るが,村 の年 中行事 に は頻繁 に参列 して いる。

 オ ヨ トゥンジ村 の敷地 に住 居を構 えているのは,王 家や年寄結社 の成 員だ けで はない。 たと

えば成員 のなかで も,オ リシャ崇拝 運動 の萌芽期か ら関与 してい る古参(以 下,古 参と略す)の

オ グン トシン家 は,王 宮 か ら約100メ ー トル南下 した ところに2件 の小 屋 を所有 してい る。 こ

の小屋 はオ グン トシン家 の長男 や二男,三 男,四 男た ちが村 に きた ときに,食 事 を作 ったり,

休憩 を した りす るため に使 って いる。 オ グン トシン家 はサ ウスカ ロライ ナ州 の ビュー フォー ト

郡 に住 んでい るので,年 中行事 やそのほかの儀礼執行 とは関係 な く村 に足繁 く通 って いる。

 ま た古参 の女性成員 のなかに は村 に店 を構 えて いる者が いる。彼女 た ちはオ ヨ トゥンジ村 の

ゲー一トを入 ってす ぐの南側 にあ るマーケ ッ ト広場 に出店 し,年 中行事 な どの儀礼 が開催 され る

ときに村 を訪 れ る参列者 や観光 客を相手 に装飾品,工 芸品,食 事 な どを販売 してい る。た とえ

ば,オ グ ン トシ ン首長 の妻 であ るオ シュ ンブ ンミは,ヨ ルバの衣 服,ビ ーズ製 の腕 輪 ・エ レ

ケ ・イ ヤ リングな どの装飾 品,オ リシ ャの彫 像,村 で の祭 や儀 礼 の写 真,さ らに菓子 類 ・

ジュ ースを販売 してい る。 オ シュンブン ミは,三 男や四男,五 男 に ビーズ製 の腕輪 やエ レケな

どの装飾 品を作 らせてい る。

 ほ かに も村 に出入 りする人 々がいる。 た とえば,オ ヨ トゥン ジ村 の男性 結社 に属す る10代
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後 半か ら20代 前 半の男性成員 たちは,村 か ら車で40分 か ら50分 の 範囲 に住み,ほ ぼ毎 日村

に通 ってい る。彼 らは,男 性結社を取 りまとめているアキ ン トビ首長 の指示 に したが って,建

造物 の修繕 や建設作業 に従事 した り,お もに供犠用 と して飼育 されて いる動物 の世話 を したり

して い る。 さ らに,彼 らはアキ ントビ首長 やア ジャム首長の身の回 りの世話 をお こない,運 転

手 としての役割 も兼 ねて いる。

 男 性結社 の成員 とおな じよ うに,村 の女性結社 に属す る10代 後 半 か ら20代 前 半 の女性成員

たち も村 に通 ってい る。 彼 女たちは ヨルバの衣服の仕立 て方や,ベ ンベbembeと よ ばれる宴

の儀礼 のあ とに振 る舞われ る料理の調理方法を学んで いる。彼女 たちは王 の妻 であるアダラモ

ラの指 示 に したが って,王 宮で食事 を準備 し,王 宮 を掃 除 した り,老 いのせいか ら体 の自由の

利 かな い王 の身 の回 りの世話 を した りして いる。

 この ように,オ ヨ トゥンジ村 の敷地 に住居を構 えて住 んでいる成員 は少 ない。 ただ し,村 の

枢要 な地 位 に就 いてい る年寄結社の成員 は村に住居 を構 えてお り,村 内で過 ごす時間 も長 い。

同様 に,村 の運 営の中核 をなす古参成員 の大半 は村 の近郊 に住 み,村 に通 うことを常 としてい

る35)。 この よ うな古参成 員が新参の成員や,村 で執 り行 われている託宣 や村の男女結社 やオ リ

シャの司祭結社 に入 社す る ことに関心の ある潜在 的な成員 を受 け入 れてい るため に,村 に出入

りす る成員 は少 ないが途切 れる ことはない。

3.変 わ りゆ く規律 ・変わ らない規律

 オ ヨ トゥンジ村 の人 口規模 は最盛期 か らは明 らか に減 ってい る。そ れで は,1970年 代 半 ば

か ら80年 代 半 ば にか けてオ ヨ トゥンジ村 でみ られた厳格 な規律 は,調 査 時の村で もみ られ る

ので あ ろ うか36)。本 節 で は,調 査時 のオ ヨ トゥ ンジ村 の状 況 を明 らか にす るために,2001年

6月23日 の 村 の様子 を中心 に取 りあげる。

 筆 者 はオ ヨ トゥンジ村 を訪れ る前 に,1980年 代 前半 の村で幼少期 を過 ご したオ ジョとい う

男性成 員 に調査 時の村 の様子 を尋 ねた ことがあ る。 す ると,オ ジ ョは笑 ってっ ぎのよ うに答 え

た。「Tシ ャツ とジーパ ンにマク ドナル ドのハ ンバーガーかなあ」。 この ような回答 に象徴 され

る 「西 洋 の文化」 は,オ ヨ トゥンジ村が コ ミューンと して機能 して いた1970年 代半 ばか ら80

年 代 半 ばには禁 止 され ていた ものである。 しか し,調 査 時の村ではオ ジ ョの答え はあながち嘘

で はなか った。

 6月23日,年 中行事 のイ ェモ ジャ祭が開催 され る日に,オ ヨ トゥンジ村 のマーケ ッ ト広場

の入 口にエ シュへ の捧 げ もの と して,ケ チ ャップとマ スター ドのか け られ たホ ッ ト・ドッグと

コカ ・コー ラが供え られていた。 また,イ ェモジャ祭の宴の儀礼の あとには,缶 詰の チ リソー

スで煮込ん だ骨 付 きの鶏 肉 と,マ カ ロニ ・マ ヨネーズ,ス ーパ ーの デ リカ ッセ ンで購入 したス

モー ク ・ターキ ーが振 る舞わ れた。 さ らに,イ ェモ ジ ャ祭 のあ とに,村 の多 目的 ホールに集
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ま った成員 たちは,立 派 なオーデ ィオ機器か ら流れ る大音量 の レゲ エや ヒップ ・ホ ップの リズ

ムにあわせて ダ ンスに興 じた。

 以 下で は,か っ てオ ヨ トゥンジ村 で生活す るにあた り遵守 しなければな らなか った規律 が,

現 在 も維持 されてい るのか,あ るいは,ど の よ うに変化 してい るのかにっ いて具体 的にみて い

きたい。

 まず,オ ヨ トゥンジ村 では,手 動 ポ ンプ式の井戸水,薪,灯 油 ラ ンプを使 用す る ことが義務

づけ られ てお り,水 道,ガ ス,電 気 の使用 は禁止 されていた。 しか し,調 査時 の村 では この規

律 は守 られていない。

 た とえ ば,6月23日,イ ェモジャ寺 院の南側 に併設 されて い る女 性結社 の建物 で は,イ ェ

モ ジャ祭 の宴 の儀礼 のあ とに振舞 う食事が女性結社 の成員 によ って準備 され た。 その建物 の台

所 には,蛇 口を捻 れば水 の出て くるシンクが あ り,調 理 に は複数 の電気 コ ンロが用 い られて い

た。女性結社 の建物 は狭 いに もかかわ らず,何 十人 もの成員が 出入 りし,狭 い場所 で調理 を し

た り,着 替 えをお こな った り していた。その ため,室 内の温 度 は非常 に高 く,蒸 し暑 くな るの

で,扇 風機が使用 されていた。 また,こ の建物 には,バ ス タブはない ものの カーテ ンで仕 切 ら

れた簡易 シャワー室 があ り,水 洗 トイ レも設 け られていた。 ただ し,シ ャワー室 のお湯 は ほと

んど出る ことはな く,ト イ レの水の流れ も悪 い。

 ま たイェモ ジャ祭 が始 ま る前 に,オ グ ン トシン家の長男 が,「 サー ド・アイThird Eγe」 と

い うハ ウスの成員 や筆者 のために昼食 を準備 して くれた。 その とき彼 は屋外で キ ャンプ用 の ガ

ス調理器具 を用 いて鱈 の フライを調理 し,そ れを食パ ンに はさんだ サ ン ドイ ッチを振 る舞 って

くれた。飲 み物 に はコカ ・コー ラやスプ ライ トなどの缶 ジュースが クー ラー ・ボ ックス に用意

され ていた。

 こ の ことか らもわか るよ うに,調 査時 の村で は水道,ガ ス,電 気 を公然 と用 いたか らといっ

て讐 め られるわけではない。 ただ し調理 の際 には電気 コンロや ガス コンロばか りに頼 って いる

わけで もない。 た とえば,オ グ ントシン家 の長男が ガス調理 器具 を用 いて昼食 を準備 して いる

横 で,「 サー ド・アイ」 とい うハ ウスの成員 が,辺 りに落 ちて いる レンガを拾 い集 めて囲 いを

っ くり,落 ち葉 や小枝 で火 をお こしたあと,枯 れ木を くべて ジ ャガイモを茄でて いた。 ま た,

10月 に 開催 され るダ ンバ ラ ・ウェ ドDamballa Hwedo祭(奴 隷慰霊祭,本 章第4節 で後述)の

前 には,焚 火 の上 に建材 の薄い鉄板 を しいて,そ の上 に殻付 きのカキをお き,カ キの入 って い

た麻袋 を上か ら被 せて蒸牡蛎 を調理 した。っ ま り,村 のかって の調理風 景が完全 に消 え去 った

わけではないのであ る。

 そ れでは,オ ヨ トゥンジ村 での 日常 の服装 はどの ように変 化 したので あろ うか。 かって は,

ヨルバの衣服 をっねに着用 す ることが もとめ られ た。 ヨルバの衣服 を纏 って いない もの は,村

の入 り口に駐在 していた監 守か ら入村す ることを認め られなか ったので ある。現 在で は,そ も
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                        そ も村の入 り目 に監守 はいないが,

   ヨ ルバの衣服を 着用 して いな くて も

   村 に出入 りで きる。そのため,男 性

   成 員 の なか に はTシ ャツや トレー

   ナ ーを羽織 って,ジ ーパ ンをは くと

   い うよ うに, 「ア メ リカ」 風 の服装

   を してい るもの もい る。ただ し,村

   に 出 入 りす る 大 半の 男 性 成 員 は,

   「ア メ リカ」風 の服装 の上,ま た は,

    ドに ヨルバの ヒ着を着 用 している。

   また,女 性 成員の場 合は,ヨ ルバの

   衣 服 を着 用 して いる人が 多いC'鎮

   6・7参 照)。 サ ウスカロライナ州で

   は,冬 にな ると,気 温が10度 を ド

   回 る こともy)ず ら しくないので,冬

   に は 男女 と もジャケッ トやコー トを

   ヨル バの衣服 のLか ら羽織 って いる1

                         この よ うに,服 装 に関す るか つて

"」真6 オ ヨ トゥンシ村で・)日常 ・川猷 m代 の 女性成  の 規律 は厳密 には守 られていないか

   員 村の出へ日近 くのマーケ ノト広場前の通路に   

おいて、2003年10月25[i,'1堵 撮 影、      も しれないが,ヨ ルバの衣服を 着用

                        す る という慣習 はなお も実践 されて

いる 、ヨルバの衣服 を着用 している割 合が もっと も高 いのは,王 家 と年寄結 社の成 員で ある,

ま た,村 の中 で も,年 中行事をは じy)と した種 々の儀 礼の場面 では,少 数の例外 はある ものの,

成 員はか な らず ヨルバの衣服 を纏 って参 列 して いる,,

 つ ぎ に,オ ヨ トゥンジ村 の階級制度 に もとつ く表敬行 為につ いてみて いきたい。かつての村

では,階 級の 差異を確認す るために表敬1∫為 を実践す ることが もとめ られ た。調査時の村 にお

いて も,村 の階級制度 に従 った表敬 行為がみ られ る,

 た とえ ば,61」23日 の 夕方,イ ェモ ジャ祭に参列す るために成 員がっ ぎっ ぎと村 を訪れ た。

彼 らは村 のゲー トの前 にある広場 に中:を止めて 卓外 に出るや いなや,そ の広場で 出会 うほかの

成 員たちに挨拶を して まわ る。 また村内 に入ったあと,彼 らは散歩 して いるi三,女 王,首 長を

は じy)と す るほかの成 員に出会 うと,地 面 にひれ伏 したり,ひ ざまず いたり して敬意を表 した,

 た だ し,オ ドゥンとい う10代'「 ばの 男性 成員が述べ るよ うに, Eに た いす る表敬行為 は簡

略化 され た。かって は,成 員はその視 界にEの 姿が入 って いるか ぎり,地 面 にひれ伏す ドバ レ
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     写真7 オ ヨ トゥンジ村での日常の服装。20代 の ドラム奏者結社の男性成員。

        卜一キング ・ドラムを奏でて遊ぶ。中央の男性はジーパンを着用してい

        る。2003年10月25日,筆 者撮影。

の姿勢 を保つ必要があ った。 しか し調査時で は,一 度 ドバ レをお こな って王に敬意を表すれば,

そ の後 は立 ち上が ることが許 されてい る。 しか しなが ら,10代 か ら20代 の 若い成員たちは,

畏 敬の念か ら王の近 くに寄 ることもな ければ,直 接話 しか けることもない。 王 は高貴な存 在 と

して崇め られて いるか らであ る。

 調 査時の オヨ トゥ ンジ村で は,年 ヒにたいす る話 し方や振 る舞い方などの道 徳的価値観 が継

承 されてい る。 イェモ ジャ祭が始 まるまで,「 サー ド・アイ」 とい うハ ウスの成 員は,ア デボ

ル王rや オグン トシン家の長男や二 男たち と時間を過 ご していた。 その とき,オ ヨ トゥンジ村

の成 員のなかで も一,二 を争 う大家族 であ る シャ レワ家 の 七男で,当 時9歳 の ボラジが,21

歳 の ブ ンミに向か って 言った。 「ねえ,ね え,ち ょっと! ジュ ースが欲 しいな。 ち ょっと,

そ れ とってよ! Bunmi!Hey, hey, Bunmi!Iwant that juice. Get it, get it!」。 ブ ン ミは,

村 外で購入 した缶 ジュー スを50セ ン ト(60円),缶 ビールを1ド ル(120円)で 販売 していた。

 す ると,そ の場 に居 合わせたオ ラヨ ミとい う20代 前 半の男性 成員が,「 その口の聞 き方 はな

んだ。 ボ ラジ,お まえはい ったいい くっ なん だ。歳 を言 ってみろ」 と注意 した。 ボ ラジは,そ

んな質問には答 えた くない と,顔 を背 けて聞 こえ ない振 りを してみせ た。 しか し,オ ラ ヨ ミは,

「こっちを向 け,ボ ラジ。 自分の歳 もいえないのか,い くっだ」 と,ボ ラ ジに注意 を続 けた。

ボ ラジは もう無視す ることがで きないと思 ったようで,「9歳 」 と消え るような声で答え た。
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そ こで,ジ ュースを売 って いた ブン ミは,っ ぎのようにた しなめた。

  い い か,俺 は21歳 だ。大 人 の男 だ。 その俺 に向 か って,9歳 の 子 ど もが 「ジュー スを

  と ってHey, hey, Bunmi!Get it, get it!」 とは絶対 に言 うことはで きない。 いいな,わ

  か ったか。か な らず 「ジュースが飲みたいです。 とって くだ さいCan l have that juice?

  Can you get it for me, please?」 と言 うんだ。

 こ のよ うに,村 で の振 る舞い方にっいて,ボ ラジは2人 の成員か ら注意 を受 けることとな っ

た。 しか し,ボ ラ ジは シャ レワ家の末 っ子 で,村 の外で はやや甘 やか されて育 ってい るせい も

あ り,あ ま り納得 のいかな い様子だ った。

 年 上 として ボラ ジに注意 を した成 員たち も,女 王や首長 の前 では年下 と しての振 る舞い方 を

身 にっ けてい る。 た とえば,一 部の首長 や成員が,女 王 は成員 を小 間使 いのよ うに扱 っている

と批判 す るよ うに,女 王 は人使 いが大変荒 い。 ブ ンミや オ ラヨ ミは,女 王 か ら 「ちょっと来 な

さい」 と,村 中 に響 き渡 る声で呼びつ けられると,村 の ど こにいて も大声 で返事 を し,す ぐに

女王 の元 へ と駆 けつ け る。 そ して,た とえ女王が彼女 のために椅子 を もって くるよう指 図 した

り,こ れか ら開催 され る祭の準備の手 際が悪 いと ブン ミに責任 のない小言 を言 ったり して も,

ブ ン ミは一 言 も口答 えせず,言 いつ けられた用事 を笑顔で済 ませ る。

 上 述 した ことか らは,成 員 は村の秩序 を守 るために,ほ か の成員 の行 為を見守 って いるとい

うことがわか る。 と りわ け,ほ かの成員 が眼 に余 るよ うな行為 を とってい るときは,た とえ和

気萬 々 と した雰囲気 の なかで も注意 す ることを怠 らない。20代 前 半 の若 い成 員であ って も,

彼 らは村 の道徳的価値観 を継承 し,村 の秩序 を維持す る ことを成員 としての義務 のひ とっ と捉

え ているか らで ある。 また,女 王や首長 たちをは じめ階級 の高 い成員 か ら指示 を受 けると,成

員 はた とえその指示が不合 理な ものであ って も従順 に対応す る。 このよ うに して成員 たちは村

の秩序 を維 持 して いる。

 さ い ごに,村 で の言語使 用 に関わ る規律 につ いてみて い きたい。 かっての村 で は,夜 明けか

ら正午 までにか ぎ って は,英 語での会話 が禁止 され,ヨ ルバ語 しか認 め られなか った。 この規

律 は調査 時にお いて はみ られな い。 村で は,挨 拶 や感謝 の言葉 にか ぎって はヨルバ語 が用 い ら

れ るが,そ の ほか の意思疎 通のため には英語 が用 い られ る。 ただ し,ヨ ルバ ・ロイヤル ・アカ

デ ミーとい う教育機関 おいて,ヨ ルバ語 は引 き続 き教え られている。 そのため,ア カデ ミーに

通 う成員 は,ヨ ルバ語 の初 歩的な会話 を理解 し,ヨ ルバ語 を話す ことがで きる。

 ま た,調 査時点で の村 の儀礼で は,ヨ ルバ語,英 語,さ らには,サ ンテ リアで用い られ るヨ

ルバ語 のスペ イ ン語化 した語彙 が使 用 され る。定式化 され た詠 唱歌 や短 い詠 唱歌 で は,ヨ ルバ

語が用 い られ る。 しか し,儀 礼の開始 や終了 の挨拶な どの長 い挨拶 や,即 興 的に詠われ る詠唱
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歌 で は英語が用 い られる。

 本 節で は,1970年 代 半ばか ら80年 代 半ば にか けてオ ヨ トゥンジ村 でみ られ た規律 が,調 査

時で は どの よ うに変化 したのか にっ いて述べ た。かっ ての厳 格 な規 律 は,村 か ら 「西洋 の文

化」を排除 し,ヨ ルバ ラン ドの宗教 と 「伝統」社会 を再現す るため に定 め られた もので あ った。

調査時 のオ ヨ トゥンジ村 では,表 敬行為や道徳的 な価値観 につ いて は重ん じられてい るが,そ

のほか の領域で は 「西洋 の文 化」 はかな らず しも排除 され るべ き対 象 とはな って いな い。

4.祝 祭 の空間

 調 査時 のオ ヨ トゥンジ村 で は,オ リシャ崇拝 はどのように実践 されて いるので あろ うか。 オ

ヨ トゥンジ村で は年 中行事 が毎月1回 週末 を利用 して2,3日 間 執 り行 われ る。 これ らの年 中

行事 にはかっ て村 と関わ ってい た成員が参列す る。彼 らはお もに村の あるサ ウスカロ ライナ州

をは じめ として ジ ョー ジア州や フロ リダ州 か ら村 を訪ね る(地 図1参 照)。

 年 中行事 は非公 開の儀 礼 と,公 開 され る儀礼 の二部か ら構成 されて いる。 非公開 の儀礼 とは,

た とえばオ リシャの寺 院で執行 され る供犠 であ り,そ の供犠 が捧 げ られ るオ リシャの司祭結社

に属す る成員 だけが参列 す ることがで きる(第2章1-2参 照)。 っ ま り,儀 礼 で祀 られて い るオ

リシャを授 か った司祭でな けれ ば,非 公開の儀礼 に参列す る ことはで きないので ある。

 一 方,一 連 の儀礼 が順調 に執行 された ことを祝 う宴 の儀礼(ベ ンベ)は 一 般 に公開 されてい

る。 そのため,村 の成員で はないオ リシャ崇拝者 が参列 する こと も可能 であ り,一 部 の儀礼 に

は観光客 が参列 す ることも許 されて いる。 なお,調 査時 にお ける村 の成 員 とは,例 外が適 応 さ

れる こともあ るが,村 のエグ ングン結社 に入社 してい る崇 拝者 と して理 解 されてい る(第2章

1-2参 照)。 こうした年 中行事の ほかに も,村 で は年寄 結社 の寄 り合 いが毎週 末 に開かれ,来

る一週 間にっいて イフ ァの託宣 を授か る。 この託宣 は非公 開 とされ てい るが,託 宣 の結果 にっ

いて は村の各組 織を通 じて それ ぞれの組織 に属す る成員 へ と連絡 され る。

 そ れで は,ど のよ うな年 中行事 が毎月執 り行われて いるので あろ うか(表1参 照)。1月 には,

年始 の託宣Reading of Yearが 執 行 され る。 この託宣 では,年 寄結社 が その年 の米 国 とア フ

リカ系 アメ リカ人 の運命 にっ いてイ ファの託宣を授か る。2月 には,海 底 の神 の祭(オ ロクン

祭Olokun Festiva1)が 開催 され る。 オロク ンとよばれ るこの神 は,奴 隷貿易 で奴 隷船か ら身投

げを した り,投 げ捨 て られた り して海 の奥底へ と沈 んだ ア フ リカ人 の魂 を鎮 め る神 で あ る。

2006年 か らは,2月 中旬 に,初 代王 の記念祭(オ バ ・エキニ記念祭Oba Ekini Memorial Festiva1)

が 開 催 され るよ うな った。 これ は,2005年2月15日 に死去 したアデ フ ン ミの功 績を讃 え る記

念祭で ある。3月 には,ヨ ルバの新年Yoruba New Yearが 祝 われ る。2005年 に は,ヨ ルバ

が誕生 してか ら10,044回 目新 年 を祝 う祭 が開催 された。 また3月 には,境 界 を司 る神 ・鉄 の

神 。狩猟 の神 の祭(エ シュ・オグン・オショシ祭Esu, Ogun, Ososi FestivaDと,こ の3つ のオ リ
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表1 オ ヨ トゥンジ村の年中行事一覧(2005年8月 現在)

シ ャの力で象徴 され る村 の男性結社 のイニシエー ションが執 行 され る。4月 には,川 の神の祭

(オ シュン祭Osun Festival)が 開 かれ る。 オシュ ンとよばれ るこの神 は愛 ・性 ・子宮の象徴であ

り,オ シュ ンの司祭 とは別 に人生 のパ ー トナ ーを探す女性 や不妊 に悩む女性 に も崇め られてい

る。5月 には,祖 先祭(エ グングン祭Egungun Festival)が 開 かれ,村 の王が村 の祖先 に供犠を捧

げ る。6月 に は,小 川 や魚の神であ り,母 性 の神で もあるイェモ ジャの祭Yemoja Festival

と,イ ェ モ ジャの力で象徴 され る村 の女性結社 のイニ シエ ーシ ョンが執行 され る。7月 上旬 に

は,託 宣の神 の祭(イ ファ祭Ifa Festival)と ヨルバ集会Yoruba National Conventionが 開 か

れ る。 また7月 下旬 に は,雷 と稲妻 の神 の祭(シ ャンゴ祭Sango Festival)が 開 かれ る。 シャン

ゴとよばれる この神 は,8世 紀 のオ ヨの王で あると崇め られて いる。 シャンゴは気性が激 しく

活 力が あるので,司 祭 とは別 に若 々 しい精神や身体を渇望す る男女 に も崇 め られている。8月

には,人 類創 造の神 の祭(オ バタラ祭Obatala Festival)が 開 催 され る。 オバ タラとよばれ るこ

の神 は,オ ヨ トゥンジ村 の守護神 であ る。10月 上 旬 には,王 の祭King's Dayが 開催 され,初

代 の王 で あ るア デ フ ン ミの生誕 を祝 う。 また10月 下 旬 に は,死 と竜 巻 の神 の祭(オ ヤ祭Oya

Festival)が 開 かれ る。 オヤ とよばれる この神 は,力 強 く,竜 巻 をお こして世 の中に革命を も

た らす と崇 め られて い る。 おな じく10月 下 旬 には,奴 隷慰霊祭(ダ ンバラ・ウエド祭)が 開か

れ,中 間航路や奴隷制 の もとで亡 くな った名 も亡 きアフ リカ人 を慰霊 す る。12月 に は,伝 染

病 の神 の祭(バ バルァイエ祭Babaluaye Festival)が 開 かれ る。 この祭 の宴 の儀礼 は12月31日

の 夜か ら始 め られ,儀 礼 の最 中 に1月1日 を迎 え るので村で の年越 し行事 も兼 ねている。

4-1.オ リシャ祭:イ ェモジャ祭

 オ ヨ トゥンジ村 で開催 され るオ リシャ祭 は,っ ぎの3部 か ら構 成 されて いる。(1)勧 請 の儀

礼。 この儀 礼で はオ ヨ トゥンジ村で祖先 として祀 られ ているイ ェモ ジャ司祭 の霊 を迎 える。 こ
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の儀礼 は,後 述 する宴 の儀 礼の前 日に執行 されることが一般的 であ る。(2)供 犠 。 寺 院で イェ

モ ジャの司祭結 社 の成 員 がイ ェモ ジャに供犠 を捧 げ る。 この儀 礼 は非公 開 とされ て いる。(3)

宴 の 儀礼。 この儀礼 は一連 の儀礼が順調 に修了 した ことを盛 大 に祝 う儀 礼で ある。

 こ こで は,2001年6月23日 に開催 されたイ ェモ ジャ祭の宴 の儀礼 を年中行事 の具 体例 と し

て記述 し,年 中行事 の役割 と村 の存在意義 にっいて考えた い。宴 の儀礼 はっ ぎの3部 か ら構成

されて いる。 それ らは,(1>オ リ シャへの表敬。 参 列者 全員が村 に祀 られて いるオ リシャを表

敬 してまわ る。(2)到 着 の舞踊。 イェモ ジャをのぞ くすべて のオ リシャが儀礼 の場 に到着 した

ことを告 げる。(3)司 祭 の舞踊。 イェモ ジャの司祭が礼賛歌(オ リキ)を イェモ ジャに捧 げる こ

とで ある。

 イ ェモ ジャ祭 の宴 の儀礼 は,オ ヨ トゥ ンジ村 のイェモ ジャ寺 院で執 り行 われ た(図1参 照)。

イェモ ジャ寺院 は王宮 へ と向か う道 に面 して建立 されてい る。 この寺 院 は高 さ2メ ー トル,幅

6メ ー トル,奥 行 き3メ ー トルの箱 を象 ったコ ンク リー ト製 の建築物 で ある。 この寺 院の外壁

や内装 は,小 川や魚 の神 であるイェモ ジャが象徴す る水色や青色 の塗料 で塗装 され,そ の上か

らイェモ ジャの姿が 白で描 かれている。 この寺院の中央部 には両開 きの扉が あ り,そ の中 に祭

壇が設置 されて いる。祭壇 にはイェモ ジャの像がおかれ,青 や 白の ロウソクとグ ラス に入 った

水が供え られて いる。 イ ェモ ジャの司祭結社の成員以外 は寺 院 の内部 に立 ち入 る ことはで きな

い。寺院手前 の左側 にはイ ェモ ジャの像が設置 されて いる。寺院 の南側 の敷地 には女性 結社 の

建物が併設 されて いる。 イ ェモ ジャは母性の神 と して崇め られて い るか らで ある。

 イ ェモ ジャ寺院 の前 に は10メ ー トル四方 の白い砂地 の広場 が ある。 ここが宴 の儀 礼 の舞 台

とな る。午後4時 半 になる と,参 列者が村中か ら寺院前の広場へ と士気 高 らか に集 ま り始 めた。

彼 らは宴 の儀礼 に参列 しよ うと,村 のあちこちで思いお もいの時間 を過 ご しなが ら,宴 の儀礼

が始 まるのを待 ち構 えていたか らで ある。宴の儀礼 には,村 にかっ て出入 り していた成員,そ

の親族 ・友人,観 光客 をふ くめ80人 を越 え る人 々が参加 した。

(1)オ リ シャへ の表敬

 イ ェモ ジャ寺院 の前 の広場 に参列者が集 まると,そ の広場の入 り口付 近で待機 して いたバ タ

bataと よ ばれる ドラム奏者結社Egbe Oniluが 威 勢 よ く演奏 を始め た。 ドラムの音 が村 中に

響 き渡 る と,騒 然 としていた参列者 が落 ち着 きを とり もどす。バ タは参 列者 の意識 が祭へ と集

中す るのを見計 らって,行 列 を率 いて広場を出発 した。

 バ タのす ぐ後 ろには,6人 の イェモ ジャ司祭が連な った。6人 の司祭 は司祭歴 の長 さに した

がって,女 性結社 の長 であ るオ ミア ラ ドラを先頭 に,彼 女 の長女,三 男,イ ヤ フ ンミ(ジ ・モ

首長の妻の1人),オ ラ ヨ ミ,ア ペケの順番 に並 んだ。 ヨルバ の神 話で は,イ ェモ ジャは女性で

あるとされて いるが,男 性 がイ ェモ ジャを頭 に宿 して いる ことはめず らしい ことで はな い(第
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2章1-4参 照)。 司 祭 は男女 と も上半身 には何 も纏 わず,腰 に は水色 や青色 の布 を巻 いて いる。

彼 らの胸部 は紺 色 の塗料 で縁 取 りされている。 このように司祭が身 につ けている青系統 の色 は,

イ ェモ ジャが象徴す る小 川や海の色を表 している。 また,司 祭 は約30セ ンチ四方 の陶器製 の

「神聖 な壺sacred pot」 を 頭上 に掲げてい る。 この壼 にはイェモ ジャを表象す る小石が入 って

お り,宴 の儀 礼が始 ま る前 に供犠 と して捧 げ られた動物 の血が注がれて いる37)。

 そ して,イ ェモ ジャ司祭の後 ろには,ほ かのオ リシ ャの司祭が3列 にわかれて連 な った。列

の最後尾 につ いたのはイ ェモジャの イヤ ウォである。 このイヤウォたちは,イ ェモ ジャの司祭

になるための段階 的な イニ シエーシ ョンを受 けている最中で あ り,ま だ司祭 としてはみなされ

て いない(第1章 第2節 参照)。 イヤ ウォは白地 の布を身 に纏 い,高 さ50セ ンチ メー トルか ら

70セ ンチメ ー トル もあ る大 きなイ ェモ ジ ャの彫像を頭上 に掲 げてい る。 司祭 とイヤ ウォが神

聖 な壷 やイ ェモ ジャの彫像を頭上 に掲げ るのは,崇 拝者 の頭 に宿 るイ ェモ ジャと壺 や彫像 を一

体化 させ るためであ る。 この行列 は視覚的に は雑然 と しているが,司 祭歴 の長 さにしたが って

列 をなす とい う秩序 は頑 に維持 されてい る。

 バ タが先導す る一 行 は,村 のすべてのオ リシャ寺院 に詣 でる。 これは,参 列 者がそれぞれの

オ リシャに敬意 を表 し,こ れか ら宴 の儀礼が執行 される ことを寺 院に祀 られてい るオ リシャに

告 げ るためで ある。 イ ェモ ジャ寺院を出発 した一 行は,そ の南側 に位置 す るオ シュン寺 院に参

詣 す る。バ タはオ シュ ンの祭壇 の前で ドラムを約1分 間奏 でる。 そのあいだ,バ タの後 ろに連

な る参 列者 は,体 を左右 に揺 らして左右の足で交互 にステ ップを踏 む。 バ タは1分 間の演奏 を

終 え ると,オ シュ ンの祭壇 の前か ら寺院の外 に向か う。 そ うして,最 前列 にな ったイ ェモ ジャ

司祭 はオ シュ ンの祭壇 の前 へ と進 み,地 面 にひれ伏 して祭壇 に祀 られてい るオ シュ ンに表敬 す

る。司祭 は,立 ち上 が ると,バ タの後 ろを追 いか けて寺 院の外 に向か う。 その後,参 列者が3

人 ずっ祭壇 の前 に進み,地 面 にひれ伏 して オ シュ ンに表敬 す る。 このよ うに して,バ タが先導

す る一 行 はオ シュ ン寺院で の表敬 を済 ませ た。

 つ ぎに,彼 らはオ グ ンとオ シ ョシを祀 る寺院へ詣で,同 じよ うに表敬 を した。 このあ と,彼

らは村 のメイ ンス トリー トを南下 してエグ ング ンの森 とよばれ る雑木林のなかへ と消えて いっ

た。小道 に沿 って雑木林 の奥へ進 んでい くとエグ ングン寺院があ り,村 の司祭 の霊が祭 られて

い る。 この森 に はエグ ング ン結社 の成員 しか立 ち入る ことがで きな い。バ タが先導す る一行が

雑 木林 の中へ と消 えてか ら20分 ほ ど経過 す ると再 び姿 を現 し,そ のま ま北上 してオヤ寺院 と

エ シュ寺院 へ参 詣 した。 これで ,村 の王宮 の敷地 にあ るオバ タラ寺院 と シャンゴの寺院をのぞ

いて,村 のすべて のオ リシャに表敬 が終 わった。

 さ いごに,参 列者 はバ タに導かれて村 の北側 にある王宮の敷地を 目指す。王宮 の敷地 には,

シ ャ ンゴ寺 院 とオバ タ ラ寺 院が建立 されてい る。 はじめに参列者 は シャ ンゴ寺院 に詣で る。す

で に述 べたよ うに,シ ャンゴは ヨルバのオ ヨに第4代 目の王 と して君臨 した。 ヨルバ のすべて
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の王はシャンゴの子孫であるとされ,村 の王であるアデフンミもその1人 と考えられている。

このあと,参 列者 はオバタラ寺院に参詣 し,王 家のエグングン寺院へと向か う。 この寺院に祀

られているエグングンは王家に属する成員の祖先である。

 このように して,バ タが先導する一行が王家の門前に到着すると,村 はすでに暗闇に包まれ

ていた。王家の門前で,参 列者がバタの奏でるドラムの リズムにのって約3分 間ステップを踏

んでいると,王 家からアデフンミが現れた。アデフンミはかねてか らマイア ミで療養 していた

が,イ ェモジャ祭に参列するために村に戻 ってきていたのである。彼 は杖を手におぼっかない

足取 りで王家から現れた。彼は左側には妻を,右 側には息子のアデボル王子 と孫を したがえて

いる。成員の1人 が王家を覆うように大ぶりのパラソルを支えている。4人 の首長が王を取 り

囲み,そ のうちの2人 は団扇をゆっくりと動かして王に風を送 っている。 この団扇 は高貴な身

分の象徴である。 また,王 の孫が掲げている剣はナイジェ リアの王 との関係を象徴 している。

この剣は,ナ イジェリアオ シュン州のイレ=イ フェのオオニ(王)が,1981年 にアデフンミを

バァレ(村 の長)と して承認 し,授 けたものである(第2章 第1節 参照)。 こうして,参 列者たち

の行列は,王 家の一団をバタとイェモジャ司祭のあいだに迎え入れてイェモジャ寺院に戻って

きた。宴の儀礼が始まってからすでに50分 が経過 していた。

(2)到 着の舞踊

 はじめに,バ タが演奏 しなが らイェモジャの祭壇の前でひざまずいて表敬 し,寺 院の南西の

一角へ と収まった。っぎに,王 家の一団が祭壇の前に着席する。そ して,イ ェモジャ司祭が2

人ずっ祭壇の前で地面にひれ伏 して表敬 し,祭 壇の左右に3人 ずっ二手 にわかれて並んだ。彼

らは儀礼が執 り行われているあいだ,神 聖な壷を頭上に掲げたまま,バ タの演奏にあわせて体

を左右に捻 りなが らステップを踏み続ける。 このあと,参 列者はオ リシャの司祭結社の単位で

祭壇の前に集まり,地 面にひれ伏して表敬する。この表敬行為では,参 列者が村のすべてのオ

リシャにたい して表敬を済 ませたことをイェモジャに告げている。参列者は表敬を終えると,

寺院の広場を取 り囲むように設置されている長椅子に順次座っていった。

 参列者が着席すると,オ リシャの 「到着の舞踊」が始 まる。到着の舞踊では,バ タの奏でる

ドラムの リズムに したがって,司 祭がそれぞれのオリシャに特徴的な舞踊を結社 ごとに披露 し

なが ら広場の中央へ集まる。それか ら,司 祭は王家の一団の前へと歩み,王 の足下に敷 いてあ

るわ らむ しろの上で地面にひれ伏 して王と王家の成員に敬意を表する。そ して,司 祭 はオ リ

シャを象徴する舞踊 を約10分 間広場で披露する。 このあと,司 祭 は再 び王家の一団の前に歩

み,わ らむしろの上で地面 にひれ伏 して敬意を表 してから座席へ と戻 る。

 到着の舞踊では,舞 踊を披露する司祭結社の順番と,舞 踊や ドラムの リズムがオ リシャごと

に異 なって定式化 されている。舞踊や ドラムの リズムには,ヨ ルバの神話 にもとついたオ リ
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シャの行為が表現され,ま た,オ リシャの気性や象徴などが表現 されている。

 到着 の舞踊 はオバタラから始まる。大地創造の神であるオバタラは,左 手を容器にみたて,

右手でその容器の中のものを蒔く動作を中腰で繰り返す。この動作は,オ バタラがカタッムリ

の殻に入 っている土を蒔 く様子を表している。これは,ヨ ルバの至高神であるオロドゥマレが

下界に大地を創造するために,オ バタラにカタッムリの殻に入った少量の土を託 して下界で蒔

くように命 じたという神話にもとついている。鉄の神であるオグンは,斧 や鈷を素早 く振 り回

しなが ら重厚で,勇 ましい舞踊を披露する。 これは,オ グンが武器を手に敵と戦 っている様子

を表 している。また,こ の舞踊は,オ グンが木々を薙倒 して大地を開拓 している様子を表 して

いる。オグンは危険や不幸か ら身を守る守護神であるとともに,開 拓精神の象徴である。

 エシュは境界や十字路を司る神であるが,到 着の舞踊ではエシュの トリック・スター性が強

調されている。エシュは幼い子供のような気質をもっといわれる。っまり,エ シュは不満があ

るとす ぐさま気分を害 し,満 足すると寛容になる。また,エ シュはいたずら好 きでもある。到

着の舞踊では,エ シュは両手の指を細か く動かしなが ら,広 場のあちこちをせわ しなく飛び跳

ねながら動 きまわる。これはエシュがお菓子をせがむ様子である。逆に,エ シュが満足 してい

るときはお菓子を辺 りにまき散 らす。また,エ シュは広場から抜け出して,参 列者のところへ

行 き,性 的に誘惑 したり,身 体を密着させて性行為の真似をしたりして参列者の笑いを誘 う。

エシュが踊るときには花火が何発 も打ち上げ られ,大 量の爆竹が鳴らされる。

 雷と稲妻 の神であるシャンゴは,両 手に斧をもって左右に激 しく動いては飛び上がる。この

動作は雷鳴が とどろき,稲 妻が光る様子を表 している。 シャンゴが手に している斧は刃先が二

叉 にわかれている。これはシャンゴの強烈な稲妻と,そ の稲妻を生み出すシャンゴの活力の象

徴である。 シャンゴの司祭は背中に二叉の斧が描かれた上着を着用 し,細 長 く切り裂かれた布

を幾十 にも縫いっけた腰巻を纏 っている。 シャンゴが飛び跳ねるたびにこの細長い布が激 しく

揺 らめき,シ ャンゴの激 しい気性 とみなぎる活力を表す。

 川の神であるオシュンは体を柔軟にくね らせて舞踊を披露する。 この動作は,川 の流れとと

もに,オ リシャのなかでもっとも美 しいとされるオシュンの美や性的魅力を表現 している。オ

シュンは愛 ・性 ・子宮の象徴であるので,エ シュと同 じように参列者を性的に誘惑 したり,身

体を密着させて性行為の真似を したりする。 しか しエシュと違って,オ シュンは自身の魅力を

強調 して踊るので参列者の笑いを誘 うことはない。

 到着 の舞踊の最後は,オ ヤである。死 と竜巻の神であるオヤは,激 しく回転 しなが ら勇まし

い舞踊を披露する。 これは,オ ヤが起 こす ことのできる竜巻を表現 している。オヤはこの竜巻

で世の中を一掃することができるとされ,革 命の象徴である。

 こうして,オ リシャの司祭結社が到着の舞踊を終え ると38),っついて女性結社 と年寄結社が

到着の舞踊を披露する。女性結社の到着 の舞i踊では,約40名 の女性成員が一列の円状に連
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なって,女 性結社を象徴するイェモジャに礼賛歌を捧げる。王の妻がこの女性結社の一行を先

導 し,オ ミアラ ドラがその後ろにつづ く。先にも述べたが,オ ミアラ ドラは女性結社の長であ

る。礼賛歌が終わると,女 性結社の成員は王の前に2列 に整列 し,先 頭から順番に地面にひれ

伏して敬意を表する。このあと,彼 女たちは再び円状に連なって礼賛歌をしば らくのあいだ捧

げる。この行列は司祭歴の長いものか ら順番に並んでいる。イェモ ジャを誉め讃えなが ら広場

を何周 も回っていると,あ る女性が彼女の前にいた若い女性の服を引 っ張 って列の後方へ下が

るよう促 した。その若い女性は彼女より司祭歴の長い女性よりも前 に出てしまっていたのであ

る。村の儀礼では,司 祭歴にもとついた秩序が重んじられている。そして,女 性結社と同 じよ

うに年寄結社の成員約15人 が一列に連なって到着の舞踊を披露 した。

(3)司 祭の舞踊

 すべての結社の到着の舞踊が終わると,よ うやく,イ ェモジャ祭の主役であるイェモジャの

司祭が到着の舞踊を披露する。まず,6人 のイェモジャ司祭は王の前に参詣 し,ひ れ伏 して敬

意を表す。彼 らは身をおこすと,一 列の円状に連なってイェモジャに捧げる礼賛歌を詠いはじ

めた。司祭は腰の位置を上下させながら広場を練 り歩 く。 これは,イ ェモジャの象徴する小川

の流れを表現 している。一行を先導するのは,も っとも司祭歴の長 いオ ミアラ ドラである。オ

ミアラドラが礼賛歌の音頭もとり,ほ かのイェモジャ司祭は彼女の礼賛歌に合の手を入れる。

彼女が詠い終わると,列 の順番にしたがってつぎの司祭が礼賛歌の音頭をとる。オ ミアラ ドラ

の三男のオジョは,礼 賛歌の音頭をとっている途中で長 く詰まって しまい,舌 を出 して笑 って

ごまかした。 こうして,イ ェモジャ司祭は約25分 間広場を何周 も回 りなが ら礼賛歌を捧げた。

そのあと,彼 らは再び王の元でひれ伏 して,イ ェモジャの祭壇の前 に二手にわかれて並んだ。

 ここで宴の儀礼が一段落 し,広 場が静まり返 った。すると,王 の横に控えていて妻のアダラ

モラが立ち上が り,10代 前半の女性2人 を王の元へ くるよ う呼 び出した。彼女 たちは座席か

ら勢いよ く駆 け出 して王の前へ集まり,わ らむしろの上でひれ伏 した。彼女たちは白い装束を

纏 っていた。 アダラモラは,彼 女たちが女性結社に入社するための段階的なイニシェーション

の一部を修了 したことを,ヨ ルバ語の単語を入 りまぜなが ら英語で王や参列者 に報告 した。女

性結社には,初 潮を迎えた女性がイニシェーションの行程をすべて修了すると入社することが

できる。 このあと,ア ダラモラは別の3人 の女性を呼び出 した。彼女たちは,一 昨年のイェモ

ジャ祭から今 日までのあいだにイニシエーションの全行程を修了 し,こ の宴の儀礼で舞踊を披

露することで女性結社の成員となることを正式に迎え入れ られる。彼女たちは上半身には何 も

纏わず,膝 丈の白い布地を腰に巻いた上からわらのスカー トをっけた姿で舞踊を披露 した。 こ

の舞踊には,彼 女 たちが村の男性と性的関係をもてること,ま た婚姻で きる年齢 に達 したこと

を告げる意味がある。
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 宴の儀礼のさいごに,王 の妻が参列者にたいしてヨルバ語で挨拶をした。王の妻は慣れない

ヨルバ語での挨拶の途中に何度も言葉にっまり,彼 女の傍 らにいたアキントビ首長に教えを乞

うていた。彼女はヨルバ語で挨拶を終えると,英 語で威勢よくスピーチをおこなった。彼女が

ス ピーチを終えると,バ タは一呼吸おいてか らドラムを奏で始め,王 家と参列者を先導 して王

宮へと向か った。 このあいだ,王 の妻が儀礼の終わりを告げる詠唱歌を詠 った。王宮の門前に

て,王 の姿がみえな くなるまで見送 って,約4時 間半にもおよんだイェモジャ祭の宴の儀礼 は

幕を閉 じた。

 上述 したように,オ ヨトゥンジ村の日常の空間と比較すると,祭 をはじめとする儀礼では,

オ ヨトゥンジ村の階級制度に則った秩序にかならず従わなければならない。っまり,儀 礼の場

においてオヨトゥンジ村の秩序が古参の成員から新参の成員へと伝え られる。おなじように,

参列者は司祭として身にっけるべき知識 たとえば,舞 踊,詠 唱歌,首 長たちのスピーチへの

応答の仕方,式 次第などを儀礼の場での経験を通 じて身体化 していく。さらに,儀 礼の場は,

司祭としてこれまでに習得 してきた知識や身体技法をほかの参列者に披露する場 すなわち参

列者同士が切磋琢磨する場でもある。

4-2.ナ ンガレオ儀礼

 オヨトゥンジ村では年中行事に数多 くの成員が参列する機会を利用 して,ほ かの儀礼が併せ

て執行 されることがある。 ここでは,2003年8月22日 か ら24日 にかけて開催 された年中行

事,オ バ タラ祭の期間に執行されたナンガレオとよばれる儀礼を記述する39)。このオバタラ祭

の期間 には,ナ ンガレオ儀礼のほかにもオヨトゥンジ村の古参の成員ですでに死去したアウォ

ロウォ首長の記念祭(8月22 、日)と アデフンミの44回 目のイニシエーション記念祭(8月23

日)が それぞれ開催 された。 この2っ の記念祭の最中には,ナ ンガ レオ儀礼の主役である女性

が ドラム奏者結社(バ タ)に 導かれて儀礼の場に迎え入れ られた。8月22日 と23日 の両日は,

ナンガ レオ儀礼の前夜祭で もあったのである。

 8月24日 に執行されたナンガレオ儀礼には,20代 後半の女性に,人 類創造の神であるオバ

タラを授けるという目的があった。 この女性は若いにもかかわらず,今 にも命が尽きようとす

るほどの大病におかされている。そこで彼女の寿命を少 しでも延ばそうと,人 類創造の神でも

あるオバ タラの力を授か るために司祭になるためのイニシエーションを彼女に施す運びとなっ

たのである。オ リシャ崇拝では病などか ら身を守るために司祭になるためのイニシエーション

を施す ことはめず らしいことではない。なかには,入 院 している病院の一室で儀礼がおこなわ

れることもある。このような意味で,ナ ンガレオを構成する儀礼の一部は治癒儀礼とも考えら

れている。

 8月24日 午後12時,オ ヨトゥンジ村にナンガレオ儀礼の開始を告げる ドラムが約3分 間響
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き渡 った。その1時 間後の午後1時 にナ ンガレオ儀礼が始まった。オ ヨトゥンジ村のオバ タラ

寺院前のコート・ヤー ドとよばれる広場 に,年 寄結社の首長 と様々な年齢層のオバタラ司祭が

17人 集まった。 もっとも年上の参列者は77歳 のアジャム首長で,逆 にもっとも若い参列者は

7歳 に してオバタラ司祭の シェグンである。彼 らは白地の布で縫製 された儀礼用の装束を身に

纏 っていた。首長 とオバタラ司祭は司祭歴にしたがって弧を描いて一列に並んだ。列の先頭は

アジャム首長である。アジャム首長は,年 寄結社の長であり,村 の外務 ・広報を担当 している。

 首長 とオバタラ司祭か らなる参列者は,「 ナーンガレオー」 と詠唱歌を口ずさみなが らゆっ

くりと円を描いて歩き始める。詠唱歌が一段落すると立ち止まり,司 祭歴の長い者か ら順番に

1人 ずっ円の中央 に向かう。 円の中央には,砂 が約40セ ンチメー トルの円錐を象って盛 られ

ており,そ の横 には大きな壼に入れ られた水 と,半 分に割 られた瓢箪の殻がおかれている。司

祭は円の中央にある砂山の前に立っと,右 手で瓢箪の殻を もって壺の水を汲む。それか ら,司

祭は右手を空高 く掲げて各々の司祭がオバタラと集合的な祖先(エ グングン)に たいして自由

な形式で献辞を述べる。多 くの献辞にはヨルバ語と英語の両方が使われている。司祭は献辞を

述べ終わると,瓢 箪に汲んだ水を一 口,口 に含ませてから盛 り砂の上にかけ,弧 を描 く列の自

分の場所に戻 る。すると,円 上の行列が詠唱歌を詠いなが らゆっくりと動き出す。この詠唱歌

が一段落すると,つ ぎの司祭が円の中央へと行 って先に記述 した行為を繰 り返す(写 真8参 照)。

 ナンガ レオ儀礼で17人 の参列者全員が円の中央 に行 き,そ れぞれの献辞を述べ終わると時

刻は午後2時 半になっていた。オバタラ寺院前の広場での儀礼はこれで終わ りである。参列者

は儀礼が一段落 したので,そ の場を散 りちりに去っていった。そこに1人 残 ったのは,フ ァバ

ミラという男性成員(30代 前半)で ある。 ファバ ミラは,オ バ タラを授か ってか ら5年 しか

たっておらず,司 祭歴がもっとも浅い。そのため,彼 は,広 場の盛 り砂を シャベルで掬って荷

車へ と戻 したあと,竹 箒で地面をならす役割をかってでた。

 午後3時,再 びナンガレオ儀礼の開始を告げる ドラムがオ ヨトゥンジ村に鳴 り響いた。それ

から約1時 間後の午後4時 になると,大 雨のなかオバタラ司祭たちがコー ト・ヤー ドの北側に

あるオバ タラ寺院へと戻 ってきた。 これより先の儀礼は非公開で,オ バタラ寺院の中で執 り行

われ,オ バタラの司祭 しか参加することができない。司祭は,男 女 とも上半身は一糸まとわず

裸で,腰 に白い布を巻 きっけて下半身を覆っている。司祭の上半身にはオバタラのシンボルで

あるカメレオンの象徴が身体に大きく描かれ,白 い斑点が顔や頭部を含めた上半身全体に付さ

れている。午後4時 か ら約1時 間半のあいだ,オ バタラ寺院の中か らはアゴゴagogoと よば

れる鉄製のベルの音 と詠唱歌が響き渡 った。

 オバ タラ寺院の中では,あ らたに司祭 となる女性に授けられるオ リシャの 「神聖な壺」が用

意される。儀礼に臨席 したオバタラ司祭が司祭歴にしたがって順番に神聖な壷の中に自身の唾

を入れる。オ リシャ崇拝では,唾 はオリシャか ら生 じるアシェase40)と よばれる力が多量 に含
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     写 真8 ナ ンガレオ儀礼。参列 した年寄結社の首長 〈11三側3人 〉とオバタラ司

        祭 く右側3人 〉。オヨトゥンジ村のコー ト・ヤー ドにおいて。2003年

         8月24日,筆 者撮影。

まれていると考え られ ている。 そのため,ナ ンガ レオ儀礼 に参列す る司祭の数が 多ければ 多い

ほど壺 に入れ られ る唾 の量 も多 くなり,イ ニ シエー ションを受 けて いる人が授か るアシェもま

た,よ り一層力強 いもの となると解釈 され る。 この ような ナ ンガ レオ儀礼を受 けた者 は,そ の

後の1年 間 にか ぎって イヤ ウ ォとよばれ る。 すで に述べた ように,イ ヤ ウォとはヨルバ語 で妻

を意味す る。 っま り,オ リシャの妻 にな った と考 え られてい るのである。

 儀 礼に臨席 す る司祭の数 は,イ ニ シエー ションを受 けて イヤ ウォとな った 女性 へ授 け られる

アシェ(オ リシャか ら生 じる力)の 量 を表 すと ともに,イ ヤ ウォが正式 に イニ シエー ションを修

了 した ことを証明 する証 人の数を示 す。 イニ シエー ションにおける司祭 の質 と数 は,証 人 の役

割 を果たす ものと して非常 に重要で ある。儀礼 に臨ん だ司祭だ けが,あ らたにオ リシャを授か

る 者が実際 に儀礼 を受 けたか ど うか を証明で きるか らで ある。

 そ のため,実 際 にイニ シエー ションを受 けたと して も,臨 席 した司祭の数 が2,3人 で あれ

ば,そ の人物 はイヤウ ォとなったことを ほかの オ リシャ崇拝者 に知 らせ しめ るf段 がか ぎられ

て しまうので あ る。 さらに,経 験 を積ん だ司祭 や著 名 な司祭の立 ち会いの もとで イニ シエ ー

ションを受 けると,イ ヤ ウ ォの司祭 と しての地位 もそれに比例 して高 くなる。 こうしたイニ シ

エー シ ョンの体系 は 「大学の良 し悪 しと同 じであ る」 と説明 され ること もあるm。 この意味 は,

どのよ うな大学 を修了 して も学 位は得 られる。 しか し,学 位 の価値 は大学 の教育機関 と しての

価値 によ って左 右され るか らである。 ナ ンガ レオ儀 礼には,崇 拝 者を司祭 にす るとい う役割だ
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     写 真9 ナ ンガレオ儀礼か ら2年 後,2005年 のオバ タラ祭において司祭として

        迎 え られる女↑生.頭Lに1神 聖な壷1を{'包 え ている、.2005年81129

        11,筆 ～千撮影¢

けでな く,司 祭 と して の地位 や名誉を も決定rゴける役割が あるα)であ る。 こう した事実を踏 ま

えて,崇 拝 者のあ いだで はよ りよい儀 礼の場を もとy)て 情 報がや りとりされ るに。

 こ のように,オ ヨ トゥンジ村 は調 査時 にお いて もなお新 たな 口/祭を輩 出 して いる、,いいかえ

れば,オ ヨ トゥンジ村のII」祭結 社は,司 祭に なるたy)の イニ シエー シ ョンを施す機能 を失 って

いな いのであ る、オヨ トゥンジ村の 再生産を象徴す る儀礼の場 に,村 に属す る司祭が,占 参,

新参の成 員を とわず参列す ることで,村 の儀 礼が 再ひ活性 化されるcl預9参 照),ナ ン ガレオ

儀礼 は,年 中行`li:のオ リシャ祭な どと同様に,1{を 頂点 に した村の秩序 を参列 拷に身 体化 させ

る機会を提 供する,こ うして,オ ヨ トゥンジ村の宗教 的権威が 再生産 される とともに,そ の儀

礼に参列するlrJ祭 の宗教的 権威 もFl'lly)られ るとい う相 乗効果が みいだされるので ある、,

4 3.儀 礼 におけるスピーチ

 以 下では,2003年81」22目 に開催 され たアウ ォロウ ォrr長 の 記念 祭を事例に,儀 礼終 盤に

み られる首長の ス ヒ.一チを紹 介する 、そ して,儀 礼にお けるス ピーチについて,オ ヨ トゥ ンジ

村の歴 史を制定 し,村 外の成 員を儀 礼li勺に 「村の成 員1と して取 り込 む という視点か ら検討す

る,つ まり,オ ヨ トゥンジ村を率 いる ド要な成 員が,村 が歩んで きた歴史を どの ように語 り,

ま たその語 りによ って,村 を離れた成員や,彼 らが1没 ㍉γ1した ・・ウスに属する成員を,い か にオ

リシャ崇拝運動 を担 う ・員 と して位置づ けるのか とい うことに注目する、、
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 8月22日,オ ヨ トゥ ンジ村 の古参 の成員 ですでに死去 したア ウォロウ ォ首長 を偲ぶ記念 祭

が,村 の コー ト・ヤー ドで開催 されて いた。記念祭が終盤 にさ しかか った とき,ド ラム奏者結

社 の奏 で る ドラムの音 がふ っと夜 の闇 に消えた。そ の瞬間 をア ジャム首長 は見逃 さなかった。

す でに述 べ たよ うに,ア ジャム首長 は,村 の王 であるアデフ ン ミとともにオ リシャ崇拝運動 を

牽 引 して きた年寄結 社の成員であ り,村 の外務 ・広報 を担当 して いる。

 ア ジャム首長 は コー ト・ヤー ドにいた参列者 の注意 を一身 に引 きっけて,し わがれた声 で話

し始 めた。

  ア ジ ャム首長:ア ウ ォロウォ首長 の話を しよ う。 オ ヨ トゥンジ村 が始 動 した とき1人 の創

  始 者 〔村 の王 を指す〕が いた。 ただ し,そ のほかに も協力 を惜 しまなか った人たちがいた。

  彼 ら こそが ゴッ ド・フ ァーザ ーで あ り,ゴ ッ ド・マザーだ。 ……ア フ リカ系 アメ リカ人 は

  い っ た い何 を や ってい るのだ ろ うか? ア フ リカ系 アメ リカ人 はア フ リカの ス ピリッ ト

  spiritを ど のよ うに解釈 して いるのか? ほ か の集団,っ ま りは,ア フ リカ系 ブラジル人,

  ア フ リカ系 キ ューバ人,ア フ リカ系 トリニ ダー ド ・トバ ゴ人 の ことを 〔アフ リカ系ア メリ

  カ人 は〕 ただ模 倣 しているだけなのか? ア フ リカ系 アメ リカ人 は,ほ かの 〔アフ リカ系

  の 〕 集団 の経 験 を どのよ うに捉 えて,自 分 たちの経験 とどのよ うに結 びっ けているのか。

  … … いいですか,我 々は注意 しな きゃいけない。我 々は誰 かの もの 〔文化〕 を勝手 に 「拝

  借 」 して 「模倣」 してい るわけで はない。我 々は 「自分の もの 〔文化 〕」 を持 ってい るの

  だ 。 自分 の もの 〔文化〕 を! そ う,恐 れる ことは何 もない。そ ういう意味で我々の祖先

  の ス ピ リッ トには深 い価値 があ るのだ 〔アフ リカ系ア メ リカ人 はアフ リカ人 の子孫であ る

  と い うことに深 い価値 がある〕。 祖先 は我 々 とともにあ り,あ なた方 に話 しか け始めたの

  で す 。 自己を開 いた状態 に し,祖 先 の声 に耳 を傾 けな さい,と 。 これ こそが オ リシャ崇拝

  者 の姿 なのだ。 ここにい るあなた方 の姿なのだ43)。

  参 列 者一 同:ア シェ。

  ア ジ ャム首長:こ れ は 〔アウォロウォ首長の墓を指差す〕,カ ビイェシ 〔王 を指す〕 の初

  め て の ゴ ッ ド・サ ンです。 ア ウォロウォ首長 は1970年 に イニ シエー シ ョンを受 けた。 彼

  は我 々 のオ リシ ャ崇 拝 を体現 して い る。我 々は 自分 たちの司祭 を 自分 た ちの手 でイニ シ

  ェ ー シ ョンす る ことがで きるんだ,と 。誰か 〔サ ンテ リアや ヴ ドゥン〕 の権力 に頼 る必要

  は も うないのだ。誰 か に監督 して もらう必要 もな いのだ。 自分 たちの手で 自由にや ること

  が で きる。そ して我 々の同志 に伝 えてい くのだ。

  参 列 者 一同:ア シェ。

  ア ジ ャム首長:わ しは 〔王 の手 で〕最初 にイニシエーシ ョンされた。わ しはその ことを こ

  の うえな く名誉 で,恵 まれてい ることだと信 じてや まない。 この ことを後進 に伝 えて い く
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  べ きだ と謙虚 に受 け とめてい る。 ア シェ。

  参 列 者一 同:ア シェ。

 この よ うに,ア ジャム首長 はス ピーチの中で,ア フ リカ系 ア メ リカ人 がオ リシャを崇拝 す る

ことの正当性 と,そ れに ともな う責任 を参列者 に諭 した。 この ス ピーチ には,米 国のオ リシャ

崇拝 を単 なる模倣文化,あ るい は模倣文化(サ ンテリアやヴドゥン)の さ らな る模倣文化 と して

綾小化 した り,ア フ リカ系 アメ リカ人が アフ リカの神を崇拝 す るこ とを疑 問視 した りす ること

にたいす る,彼 らオ リシャ崇拝者 の主張が認 め られ る。

 っ つ いて,ア ラバ首長が ス ピーチをお こな った。 ア ラバ首長 は年寄結社 の成員 であ るととも

に,村 の祖先結社 の長 をっ とめてい る。

  ア ラバ首長:さ あ,始 めま しょうか。 アウォロウォ首長 の こ とをババ ロ シャBabalosaと

  呼 び ま しょう。大半 の人 がそ う呼 びます。オ ヨ トゥンジ村 出身 の司 祭の大半 はね。 ババ ロ

  シ ャは,わ た したち 〔ア ラバ首長 たちの組織〕 が はじめて出会 ったオ ヨ トゥンジ村 出身の

  司 祭 で した。 当時,〔 アラバ首長 たちの組織 は〕 まだニ ュー ヨー クのバ ッフ ァローにいま

  した。我 々の組織 の長 はイヤ ロデ ・オ ミラナで した。イヤ ロデは 〔村 の〕 イ ェモ ジャ寺 院

  に祀 られ ていますQバ バ ロシャはバ ッフ ァローにや って きて,わ た した ちの ために託宣 を

  して くれ ま した。 〔ババ ロシ ャは〕 ヨルバ ・フ ァンデー シ ョンYoruba Foundation〔 オ

  ヨ トゥンジ村 を指 す〕 か ら送 られてきたのです。彼 は村 の司祭 で,村 の執行部 にいたので

  す 。 おそ らく,1976年 の こ とです。 ……ババ ロシャはア フ リカ文化 セ ンターで講義 を し

  て くれま した。講義 は とて も印象深 いもので した。 わた した ち全員 にとって非常 に印象 深

  い もので した。 それ以 降,バ バ ロシャと出会 ったイヤ ・シ ャラナ,イ ヤ ・オ リシャ ンゴ,

  イ ヤ ・ラ ンナ,イ ヤ ・シャンゴブ ミ,ロ サ,イ ヤ ロデたちが オ ヨ トゥン ジ村 に くることに

  な りま した。 エグ ング ン 〔彼女 たちは我 々の祖先 です〕。 当時 のオ ヨ トゥンジ村 はまだ建

  設 段 階で なん とか や ってい っている状態で した。 〔ア ラバ首長 たちの組織 が〕 は じめてオ

  ヨ トゥンジ村 を訪 れた とき,村 で は祝い事 を して いま した。1978年8月6日 。 今 か ら25

  年 前 の話 です。 ババ ロシャ ・オ リシャモラ ・アウォロウォは,オ ヨ トゥンジ村 が どんな場

  所 で あるのか をわた したちに示 そ うと したのです。 それで,わ た したち は 「じゃあ,1週

  間 か2週 間 ほど試 してみよ うじゃないか」 とい う軽 い気 持 ちで村 に きま した。 そ して発見

  した のです。 オ ヨ トゥンジ村 は,わ た したちが身を委ね,自 分 たちの文化 を建設 す るた め

  にみ ずか らの労働 を奉 げたいと感 じさせ る場所 だ った,と い うことが。 とにか く,ア ドゥ

  ペ,バ バ ロシャ。 エ ・ク シェAdupe, Babalosa. E kuse.(あ りがとうございます,ア ウォロ

  ウォ首長。お疲れさまです。)
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  参 列 者一 同:エ ・クシェ。Ekuse.(お 疲 れさまです。)

 この よ うに,ア ラバ首長 は,自 身の経験 を含 めて,オ ヨ トゥンジ村の要職 に就 いて いた成 員

が どの よ うに して村 を訪 れて,村 の成員 となるに至 ったのかを語 って いる。参列者 は,ア ラバ

首長が列挙 した成員 たちの名前の中に知 っている名前が あると,驚 いた り,納 得 したように頷

いた りして反 応 を示 していた。 アラバ首長 のス ピーチに聞 き入 る参列者 は,村 の歴史を紐解 き,

そ の歴 史 の中 に 自身 の ゴ ッ ド・ファ ミリーや,交 流 のあ るほかの成員 た ちを位 置づ け,オ ヨ

トゥンジ村 と自身 との関係を学んだ り,再 確認 したり して いるので ある。

 4-3で み て きたよ うに,儀 礼の終盤 に設 け られてい るス ピーチの時間 は,オ ヨ トゥンジ村

を中心 に据 え た米 国のオ リシャ崇拝の歴史 を制定 し(創 りだし),そ の歴史 を参列者 のあいだで

共有す る絶 好の機会 とな って いることがわか る。 また,こ うしたス ピーチは一方 的に話 しか け

る とい う形 式で はな く,参 列者 に語 りか け,と きには参列者 と問答す る ことで進 め られ る。 こ

の呼応形式(コ ール ・ア ンド・レスポンス)の ス ピーチは,儀 礼 の空 問にい る人 々のあいだに一

体感 を醸 し出 し,参 列者を村の成員 と して効果 的に位置づ ける役割 を果 た してい る。

 以 上,本 章第4節 で は,オ ヨ トゥンジ村 で,ど のよ うな儀礼 が執 り行 われてい るのかを記述

した。 オ ヨ トゥンジ村で は,オ リシ ャ祭をは じめ とす る年中行事 だけでな く,あ らたな司祭 を

養 成す るための儀 礼な どが執行 されて いる。 このよ うな祝祭 の空 間は,っ ぎの2つ の意 味でオ

ヨ トゥン ジ村 の聖地 化を促 して いる。 ひとっ に,年 中行事 は,成 員 がオ ヨ トゥンジ村 に足 を運

ぶ きっか けとな ってい るとい うことで ある。参列者 は儀礼 を通 じて,王 を頂点 に した村 の階級

制度 のなか に組 み込 まれ る。 また,年 中行事 は,儀 礼 の場 で出会 う成員 同±の交流を促 し,一

度 は村を離 れた成員をふ たたび村 に呼 び戻 したり,あ るいは,こ れ まで に村 と関わ った ことの

な い人 々を村 に向かわせ た りす る役割 を果た している。 いまひ とつ は,オ ヨ トゥンジ村 があ ら

たな司祭 を養成 す る機能 を担 っているとい うことであ る。 オ ヨ トゥ ンジ村 は,年 中行事 を開催

す るだ けで はな く,あ らたな司祭(成 員)を 再生産する組織 力 と権威 があ ることを参列者 に知

らせ しめる。 そ うす る ことで,オ ヨ トゥンジ村 自体の発展 が過去の もので はな く,現 在 も進行

中で ある ことが参列者 によ って確認、され るのであ る。

 この よ うなオ ヨ トゥンジ村 の聖地化 は,儀 礼におけ るス ピーチ によって,よ り一層確実な も

の とされ る。年 寄結社 の成員 は,儀 礼 の終盤 にかな らずス ピーチをお こな う。彼 らはオ ヨ トゥ

ンジ村 の運営 を担 ってい る人々であ る。年寄結社 の成員 は,彼 らが どの よ うに してオ リシャ崇

拝運動 と関 わ り,オ ヨ トゥ ンジ村を創設す るにいたったのかを,彼 らの記憶 を もとに再構成 し

て参列者 に語 る。 こうして,オ ヨ トゥンジ村 を中心に した米 国のオ リシャ崇拝 の歴史が創 りだ

され,参 列者 のあ いだで共有 され る。 こうしたス ピーチの内容 は,参 列者が運営す るハ ウスを

っ うじて さ らに多 くのオ リシャ崇拝者 へ と伝 わってい く。儀礼 のス ピーチは,オ ヨ トゥンジ村
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と関 わ った ことのない人 々 にた い して,オ リシャ崇拝運 動の歴史 を伝 え,そ の業績 を提示す る

手段 で もあ る。

          第4章 ハ ウ ス とオ ヨ トゥ ン ジ村 との 関係

 オ リシャ崇拝 運動 は1980年 代 半 ばか ら衰 退 し,多 数 の成員 が オ ヨ トゥンジ村 か ら離 れて

い った。彼 らの多 くは米 国の各地 にみずか らハウスを設立 した り,ほ か のハ ウスに属 した りし

てオ リシャ崇拝 を実践 して いる44)。 しか し,前 章でみて きたよ うに,成 員が オ ヨ トゥンジ村 か

ら離 れたか らとい って,村 との関係をかな らず しも絶 って いるわけで はない。 オ ヨ トゥ ンジ村

を離 れた成員 は,ど のよ うな理由か ら,ど のよ うな意識を もって村 と交 流 してい るのか,あ る

いは,村 との交流 を控 えて いるのだ ろうか。第1節 で は,オ ヨ トゥンジ村 との関係 を断 ったハ

ウス,第2節 で は,一 度 断 った村 との関係 を再構築 しようと してい るハ ウス,第3節 で は,村

との関係 を維持 してい るハ ウスを取 りあげる。 そ して,オ ヨ トゥンジ村 を離 れた成員 が個 別 に

設立 したハ ウス と村 との関係を検討 す る。

1.オ ヨ トゥンジ村との関係を解消 したハウス

 は じめに,オ ヨ トゥンジ村を離れて以来,村 との関係を断 ってい るハ ウスの事例 と して,バ

バ ・オナが運営 してい る 「イフ ァロラIfalola」 を取 りあげる。

 1973年,彼 は生 まれ故郷 の ジョージア州を発 って,バ スで一 路 ワ シン トンD.C.へ と向か っ

た。彼 の 目的 は,そ こで開催 され る 「ア フ リカ独立 日」の行事 や集会 に参加 す ることで あった。

彼 は ワシン トンD.C.に 向 か ったことで,人 生 の旅が始 まったと振 り返 る。

 彼 は ラス タファ リア ンや アフ リカの民族衣装 を纏 った人 々と出会 った ことや 「ア フ リカ独立

日」 を きっか けに,ワ シ ン トンD.C.に1年 間滞在す ることを決意 した。 その1年 の間 に,彼

はア フ リカ人 やア フ リカ系 アメ リカ人がア フ リカの儀礼を実践 してい る光景 を 目にす る。 そ し

て,あ ると き彼 はオ ヨ トゥンジ村 の噂 を耳 に し,村 を訪ね てみ ることに した。1974年,彼 は

村で ジョモ首長 と出会 う。 この首長 は,の ちにババ ・オナの1人 目の ゴ ッ ド・フ ァーザ ーとな

る人物 であ る。 ババ ・オナ はその後の8年 間村で生活 した。

 1982年,バ バ ・オ ナはオ シュ ンの司祭 にな るた めの イニ シエ ー シ ョンを受 けた。 しか し,

1985年,彼 はオ ヨ トゥンジ村 を離れ フ ロ リダ州ア ラチュア郡 のア ーチ ャーを 目指 した。 彼 は

2人 目の ゴッ ド・ファーザ ーであ るア ウォロウォ首長の家族 と彼 の ゴ ッ ド・ファ ミリーの あと

を追 ったのであ る。 ア ウォロウォ首長 とはオ ヨ トゥンジ村を アデフ ン ミとと もに設立 した人物

の1人 であ る(第3章4-3参 照)。1984年,ア ウォロウォ首長 は ドラム奏者 と して活動す る場

を もとめて,オ ヨ トゥ ンジ村か らフロ リダ州 ア ラチュア郡 のアーチ ャーへ と移住 し,ハ ウスを
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設 立 した。 ババ ・オナ はアウォロウォ首長 の ゴッ ド・フ ァ ミリーと して3,4年 間生活 を とも

に した。そ の ゴ ッ ド ・フ ァ ミリーなか には,1996年 に ババ ・オ ナと結婚 す るオ ラペ トゥンも

いた。

 それ では,バ バ ・オナ は,オ ヨ トゥンジ村 でどのよ うな生活 を していたのだろ うか。 また,

彼 はどのよ うな理 由か ら村 を離 れ る選択 を したのであ ろ うか。 このよ うな問いを念頭 に,筆 者

はオ ヨ トゥ ンジ村 の話題 を何度 もババ ・オナに もちか けた。す ると,彼 はいっ も以上 に押 し殺

したよ うな低 い声 で,か って村 に住 んでいた ことがあ るとい うことを認 め るものの,村 の話題

には決 してそれ以上踏 み込 もうとは しな い。 ただ し,以 下 に示す アデ ミワの話 か ら,バ バ ・オ

ナの村 での暮 らしぶ りを垣 間み ることがで きる。 アデ ミワは,オ ヨ トゥンジ村 の厳格 な規律 と

労働搾取 にっ いて述べ た。

  オバ 〔アデフ ン ミを指す〕 や王家,首 長た ちは他人 の労働 を搾取 しただ けだか らね。 〔司

  祭 業 で生計 をたて られ る司祭 とは異 な り,村 内で の生計手段 のない〕使用人 は,労 働 をす

  る こ とで食事与 えて も らったんだよ。 ……ただ,村 の規律 が厳 しす ぎた。 〔成員 は〕 労働

  で が ん じが らめだ った。ババ ・オナ は2年 間村か ら一度 も出た ことがなか ったんだよ。 あ

  ま りに も窮屈す ぎ るの さ。村に はもちろん規律が必要だ よ。人 を律 す る規律 がね。 とくに,

  多 様 な人を ま とめ る場 合 は,各 自の行動 を律す ることは不可欠 だよ。 で も,そ の規律 は,

  自 己表 現 〔自由な創造 性〕 との均衡 を保 たないといけない。村で の成果 を打 ち出す手段が

  必 要 なんだ 〔村 で養 った知識 や技 術 を もち いて 自己表 現 をす る創造 的 な自由が必要 であ

  る〕。村 は労働 の搾取 のみに興 じて しまった45)。

 こ こで示 したアデ ミワの話 と,す でに第2章 第2節 で紹介 したアデ ミワの話 か らは,っ ぎの

ことが明 らか になる。 すなわち,バ バ ・オナはオ ヨ トゥンジ村 となる敷地 の森林 を開拓 して更

地 に し,そ してそ の更地 に王宮 や寺 院な どの建造物が建立すす るまで の間は労働 力 として使わ

れて いた。 そ して,村 が一 通 り 「完成」 したあとは王家や首長階級 の使用人 として扱 われた。

つ ま り,彼 は労働搾取 の対 象 とな り,い わば村 に 「使 い捨て」 にされ たのであ る。 したが って,

バ バ ・オナは故郷へ の愛着 ,忠 誠心,帰 属感 をオ ヨ トゥンジ村 にたい して抱 くことはない。 し

か しそ の一方 で,彼 は当時の村 や村 を牛耳 っていた王家や首長 たちにたい しての不平不満 を漏

らす こと もしな い。 これは無関心 とい うもっとも強い否定 の態度 なので ある。

 以 下で は,バ バ ・オナの村にたいす る意識が よ く表れて いる行動 をみてい きたい。彼 の ゴッ

ド・ブラザーであ るアデ ミワが,彼 をオ ヨ トゥンジ村の記念碑的 な行事 に丹念 に誘 ったときの

ことで あ る。 この村 の記 念 碑的 な行事 とは,村 の唱導 者 であ るア デ フ ン ミの44回 目 のオ リ

シャ誕生祭 を祝す記念祭 であ った。誕生祭 とは司祭 になるため のイニ シエー ションを受 けた日
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を 祝 う祭の ことである。彼 らは,ヨ ルバ ラン ドの同 じ司祭 か ら,バ バ ラオ司祭 にな るための イ

ニシエー ションを受 けたと きか ら,お 互いの距離を 日々狭 めて きてい る。

 2003年8月11日,ア デ ミワはババ ・オ ナにアデフ ンミの記念祭 に参列 す るよ う説得 す るた

めに電話をか けた。

 まず,ア デ ミワはアデフ ン ミの体調が よ くないために,こ れが最後 のオ リシャ誕生 祭 となる

ことを告 げる。 そ して,ア デ フン ミに次 ぐ地位 にあるアジ ャム首長 が,バ バ ・オナの ことを記

憶 して いたこ と,な らびに,彼 を誕生祭 に迎え たいと言 って いた ことを伝え た。

  8月23日 と24日 に オ ヨ トゥンジ村で オバ 〔アデフ ン ミを指す〕 の44回 目のイ ニ シエー

  シ ョ ン記念 祭があ るんだ。先週,サ ウスカロ ライナ州 に行 った ときに村 に立 寄 ってね。 そ

  の と きにア ジャム首長 とア ラバ首長か ら聞 いたんだ。 これがオバの最後 の誕 生 日になるだ

  ろ う ってさ。体調 がま った くよ くない らしいか ら。 それ で,ア ジャム首長 がババ ・オナに

  も声 をかけ る,と 言 ってた よ。僕 に もババ ・オナを誘 うよ うに言 って たか ら,今 電話 して

  る ん だけ どね。 どう? オ ヨ トゥンジ村 に行 ってみ ないか。 ア ジ ャム首長 はババ ・オナの

  こ とを懐 か しそ うに話 して たよ46)。

 っ ついて,ア デ ミワは往事 とは異な りオ ヨ トゥンジ村 の変 わ り果て た様子 を伝え る。 そ して,

世 代交代 を向かえ る村の様子を説明 し,あ とを継 ぐ若 い世代 のため にはアデ ミワたち自身 が援

助 の手 を差 し延べ るべ きだ と語 る。

  僕 はね,ヤ オ 〔アデ ミワの ゴッ ド・ブラザー〕 も一緒 だ ったん だけ ど,村 に行 って悟 った

  よ。 ああ,や っぱ り村 に戻 ろうって。 村 は戻 るべ き所 なんだな って。 そ りゃ,い ろ いろ

  あ ったよ。で も,ほ ら,村 は死んでないよ。 このあいだ村 に行 った ときはさ,村 はが らが

  らだ った よ。誰 もいない。 ゲー トの所 に誰 もいないんだ よ。信 じられ るか い。 それで実際

  誰 が い るのかわか らな いけ ど,直 接,ア ジ ャム首長 とア ラバ首 長 の家 に行 ったん だ。 ア

  ウ ォ ロウォ首長 の住居 区画 にいたよ。ア ジャム首長 は年 寄 りにな ってた ね。歩 き方 が じい

  さん だ ったよ。で も声 は大丈夫 だった し,元 気そ うだ った。彼 らはね,僕 を2時 間 も引 き

  止 めて話 を したんだよ。最後 には蚊 に追 い払われたか ら帰 ったけ どね。 明 くる日も仕 事が

  あ っ た し,深 夜 の2時 ごろまでには家 に着 きたか ったか ら。 で も,首 長 たちの話 を聞 いて

  た ら,村 に忠誠 を誓 お うと思、ったね。 これが オバ に忠誠 と敬意 を払 う最後 のチ ャンスで も

  あ る し。僕 は,オ バに敬意 を払 お うと思 うんだ。それで,祭 の前 日に行 って,オ バ と座 り

  込 ん で話 を しよ うと思 うんだ。 どうや った ら,村 を再活性化 で きるか,建 て直せ るか って

  ね。 僕 はどんな援助 で もす る覚悟がで きたよ。村 は若 い連 中が守 って いかな きゃいけない。
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  で も,そ の手助 けをす るのは俺 たちなんだよ。だか ら,ほ ら,も し村 に来 るんだ った ら相

  談 にの るよ。交 通手段 とか さ47)。

 以 上 のよ うに,ア デ ミワがバ バ ・オ ナに説得 の電話 をか けた。 それか ら1週 間後 の8月17

日,ア デ ミワは 「イ フ ァロ ラ」 の寺院でお こなわれてい るイ ファ託 宣の場 にババ ラオ司祭 と し

て臨席 す るためにババ ・オナの もとを訪ねた。その際 に,ア デ ミワはアデフ ンミのイニシエー

ション記念祭 の重要 性 を再度強調 し,少 しで もい いか ら村 に顔を出す ようババ ・オナに念を押

した。 ババ ・オナ はアデ ミワの誘 いにたい して,「 ああ,〔 記 念祭 の重要性が〕わか ったよ。そ

れ は行 か ない とい けな いか もしれないな。行 ってみ るさ」 と,一 応の興味を装 った返事を した。

 しか し実 際の ところ,バ バ ・オナはアデ ミワの言己念祭やその前 後 にお こなわれ た儀礼 に一度

も姿 を現す ことはなか った。バ バ ・オナとアデ ミワは,ゴ ッド ・ブラザ ーで ある。そ のような

関係 にあるに もかかわ らず,バ バ ・オナがその アデ ミワの誘 いを明確 に断 りさえ しなか ったも

のの,引 き受 け ること もなか った。 この ことは,バ バ ・オナに はオ ヨ トゥンジ村 と関わ る気が

ま った くない とい うこ とを端的 に表 して いる。彼 は村 との関係を一切断 って いるので ある。

 そ れで は,以 下で はババ ・オナの妻で あるオ ラペ トゥンについてみて いきたい。 オ ラペ トゥ

ンは,オ ヨ トゥンジ村 でオバ タラの司祭 にあ るた めの イニ シエ ーシ ョンを受 けて いる。彼女 は,

オ ヨ トゥンジ村 を どの よ うに位置づ けているのだ ろうか。筆者 はオ ラペ トゥンに 「オ ヨ トゥン

ジ村 には住 んでいた こ とがあ りま したよね?」 と尋ね た。す ると,彼 女 は早 口で一気 にっ ぎの

よ うに答 えた。

  村 に は,わ た しが一緒 に いた ゴッ ド ・ファ ミリー 〔アウォ ロウ ォ首 長 の ゴ ッ ド・フ ァ ミ

  リー〕 とと もに8年 間 ほど行 った り来た りしていたわ 〔村の近郊 に住んで いた〕。 村 の中

  に住 んだ ことはないけ どね。 で も,今 は もう村 には出入 り しな くな ったわ。 わた しは村の

  ポ リテ ィクスが大嫌 いなの48)。

 こ のよ うに答 え る と,オ ラペ トゥ ンは即座 に話題 を変 え た。彼女 は夫 の3人 目の ゴッ ド・

ファーザーであ る ヨルバ人 のイ ェ ミ首長 の手で,オ バ タラの司祭 になるためのイニ シェー ショ

ンを最近受 けた ことを話 し始 めた。彼女 は夫 とは異な り,村 を嫌 う理 由を明言 している。

 また,2003年8月17日,ア デ ミワと筆者が 「イフ ァロ ラ」 を訪ねた とき,オ ラペ トゥンは

広 い敷地 内にあ る畑 を鍬 で耕 していた。筆者 もその作業 に加わ った。1時 間 ぐらい して筆者 た

ち は休憩す ることに した。 オ ラペ トゥンがっ くりおき して いる生温 い薬草茶 を一緒 にのみ なが

ら雑談 を始 めた。 その とき,筆 者 は 「今度(2003年8月23日,24日)オ バ 〔アデ フン ミを指

す〕の記念 祭があ るけ ど村 に行 くの?」 と,オ ラペ トゥンになかば誘 いか けるよ うに尋ね た。
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す る と,オ ラペ トゥ ンは先 日と同様 強い 口調 で返事 を して きた49)。 「わた したち はね,も うオ

ヨ トゥ ンジ村なんか とは一切関係が ないのよ。 だか ら行 かないわ。 もう昔 の ことだか ら関係 が

ないの よ」。 彼女の語気の強 さか らは,彼 女の前で村の話なんて だす な,と い う感情 が伝 わ っ

て きた。

 夫 と同様,オ ラペ トゥンはオ ヨトゥンジ村 にたいす る愛着 や忠 誠心,帰 属 感を もちあわせて

いな い。彼女 は村 にたいす る嫌悪感 を露 にす る。彼女 は村 との関係 を過去 の もの として封 印 し,

村 との関係を一切絶 ちたいと望んで いる。 しか しなが ら,オ ラペ トゥンは,ア デ ミワが村 との

関係を積極的 にと り戻 そ うと試みて いることを知 っているため,ア デ ミワの前で は村 にたいす

る否定的な態度を直接的 に示す ことはない。2003年8月17日,ア デ ミワが アデ フン ミの記 念

祭へ是非 くるようにとオラペ トゥンを誘 った。彼女 は 「はい,バ バ 〔年齢 や司祭階級 が上 の男

性へ敬意を表す呼 びか け〕。 それ 〔オバ の記念祭〕 はよろ しいこ とですね。 わか りま した。 バ

バ ・オ ナと話 し合 って みます」 と返事 した。

2.オ ヨ トゥンジ村 との関係を再構築 しているハ ウス

 こ こで は,一 度 はオ ヨ トゥンジ村 を離れたが,再 び村 に出入 りす るよ うにな ったハ ウスの事

例 と して,ア デ ミワが運営す る 「イ レ ・オ リシャ ンラIle Orisanla」 を 取 りあげ る。 「イ レ ・

オ リシャンラ」 はどのよ うな理 由か ら村 との関係を再び築 こうと してい るのだ ろ うか。

 2003年7月30日,ア デ ミワは実 の父親 の葬 儀に出席 す るため に,ヤ オ と筆者 を引 き連 れて

サ ウスカロライナ州 チ ャールス トン郡 にある実家を訪ねていた。 翌7月31日,ア デ ミワとヤ

オ,筆 者 の3人 は,バ プテ ィス ト教会 と墓地での葬儀 に出席 した帰 り,シ ェル ドンにあ るオ ヨ

トゥンジ村 に立 ち寄 ることに した5。)。以下 で は,村 を離れ て以 来20年 ぶ りに村 を訪 ね る こと

とな ったアデ ミワ とヤオの様子 を示 す。 そ して,彼 らは村で どのよ うな経験 を し,ど のよ うな

想い を村 にたい して抱 くことになったのか考察 したい。

  ア デ ミワは村 と 「米国社会」 とを分かっゲ ー トの前 に広が る荒 れ地 に自動車 を止 め ると,

  感 慨 深 そ うに じっくりと辺 りを見回 しなが らゲー トへ向か って歩 いた。 アデ ミワを先 頭 に,

  ヤ オ と筆者 はゲー トを くぐり,村 内のマーケ ッ ト広場 の前 を通 って ア フィ ンAfin(王 宮)

  の入 口の横 にあ るエ シュの祭壇 の前 にきた。 アデ ミワはエ シュの祭壇 にペニー硬貨(1セ

  ン ト硬貨)を 捧 げ,そ の前で立 ったままで左回 りに3回 ゆ っ くりと回転 した。 つづ いて ヤ

  オが,そ して筆者 がエ シュの祭壇 の前で3回 回 った。 アデ ミワは筆 者が回 り終え るの を見

  届 け て初 めて口を開いた。 「昔 はね,ゲ ー トに看取 がいて,訪 問者 の名前 を ス ピーカーで

  村 中 に告 げたんだ。 そ してアフ ィンの入 口の横 にある ドラム缶 を叩 いて村 中 に来客を告 げ

  た ん だ。 で,〔 エシュの前で〕 こうや って3回 まわ ったんだ。」
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 先 に述 べた ことか らわか るよ うに,ア デ ミワとヤオは20年 ぶ りに村 を訪 れたが,彼 らはエ

シュにたいす る表敬行為 を怠 ることはなか った。 この表敬行為 は,彼 らが村 に出入 りしていた

ころに実践 してい た もので ある。彼 らは村 に くる前 に,村 にたい して否定的 な評 価を時折 くだ

して いた。 しか し,あ ま りにも自然 にお こなわれ る彼 らの表敬行為 には,彼 らの村にたいす る

忠誠心 のかけ らが垣間見 え た。

 そ の後,ア デ ミワ とヤオ,筆 者の3人 は,王 宮 の前 の目抜 き通 りを20メ ー トルほど南下 し,

イ ェモ ジャ寺 院 の 向か い側 に ある住 居区画 の前 へ と向か った。 この住居 区画 に は右手側 にア

ジャム首長 の家が,左 側 に アラバ首長の家 があ る。2人 の家 のあいだにあ る敷地 には耕作地 が

あ り,ニ ワ トリが5羽 放 し飼い にされている。 ア ジャム首長 の家屋 は相 当古 く,屋 根 は雨漏 り

防止 のための灰色 の ビニー ル ・シー トで覆 われていた。 この住居 区画 は湿 りっぽ く,蚊 が大量

に飛 び回 って いる。一方,ア ラバ首長の玄関 口に は,首 長が村 内を移動 する ときにいっ も乗 っ

て いる古 びたマ ウ ンテ ン ・バイ クがたてかけてあ る。

 以 下 では,ア デ ミワとヤオが2人 の首長に20年 ぶ りに再会 し,ど のよ うな会話 を交 わ した

のか についてみて い きたい。

  ア デ ミワは,住 居区画 へ と入 って右側 に位 置す るア ジ ャム首長 の家 の ドアを 「ア ゴ ・イ

  レ! ア ゴ ・イ レ! Ago ile!(ご めん ください!)」 と,大 声 で言 いなが ら鋼の ような拳

  で ドン ドン ドンと ドァを叩 いた。 しか し,応 答 はなか った。っつ いてアデ ミワは,ア ラバ

  首 長 の家 の ドア を 「ア ゴ ・イ レ! ア ゴ ・イ レ!」 と言 いなが ら叩 い た。す ぐに 「誰

  だ?」 と返 事が返 って きたので,ア デ ミワは 「あ 一っ,首 長! ア デ ミワです。久 しぶ り

  に村 に帰 って きま した」 と答えた。少 し待 っ と中か らア ラバ首長が 出て きた。 しば らくし

  て か らア ジャム首長 が 「ち ょっと寝 てお ってな」 といいなが ら,上 半身裸 で腰 に白い布 を

  纏 っ た姿 で現れ た。

 首 長 とアデ ミワ とヤオ との再 会 は難な く済 ませ られ た。 そ して,ア ジャム首長 の玄 関前 で立

話が1時 間半 ほどっつ いた。 アジ ャム首長 は,ま ず,キ ューバで2003年7月 に開かれた 「世

界 オ リシャ伝統 文化会議」 の大会組 織や参加者 に 「白人」が多数 を占め ることや,大 会 の議長

が 「白人」信者 へ迎合 す ることが問題 だ と指摘 した。 この議長 とは,ワ ンデ ・ア ビンボ ラの こ

とだ とアデ ミワが のちに筆 者に明か して くれた。 ワンデ ・ア ビンボ ラは著名 なナイ ジェ リア人

の学者 であ る。 そ の後,ア ジャム首長 は久 しぶ りに村 を訪れ たアデ ミワやヤオにたい して,村

の歴史 を振 り返 ってっ ぎの ように述 べた。 「オ ヨ トゥ ンジ村 は宗教 に固執 しす ぎたな。 だか ら

崩壊 したんだ。 宗教 だけ じゃな く,も っと文化 的に実践すべ きだ ったろ う。」

 そ うして,ア ジャム首長の話 しは2003年8月23,24日 に 開催 され るアデフ ンミの44回 目
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の イニ シエー ション記念祭(オ バタラの誕生祭)に お よんだ。

 以下 は,ア デフ ンミとヤオが村 との距離 を縮め るきっか けとな った ア ジャム首長 の話 で ある。

  今 度 で な,オ バ 〔アデ フン ミを指す〕 がオバ タラにイニ シエー ションされてか ら44年 目

  な ん じゃ。 なん てめでたい ことか。 これ こそがわれわれ ア フ リカ系 アメ リカ人 の歴史 さ。

  だ か ら,盛 大 に記念 祭をや ろう と計画 して るん じゃ。お まえ ら 〔アデ ミワとヤオ〕 も こい

  よ。 村 によ く出入 りして るやつ も,村 か ら離れて しまったやつ もみ 一ん な参加 す るん だ。

  村 に いた人全員 を迎 えたいんだ。村 ができて以来の大 イベ ン トだか らな51)。

 こ の後,ア デ ミワが首長 に問 いかける とい うか たちで,村 の将来 やゲ イ ンズ ビル市 周辺 のハ

ウスの在 り方,ア デ フン ミの病状などにっいて会話が交 わされた。 アデ ミワたちが首 長を尋 ね

てか ら1時 間半 がた とうと した ころ,あ た りは闇 に包 まれ ていた。 アデ ミワやヤオ も筆者 と同

じよ うに蚊 に神経質 にな りだ し,「 そろそろ足が限界ですので帰 ります 〔サ ンダルを履 いてい

る足が蚊 に刺 されて痒 くて我慢できないので〕」 と冗談 なかば に告 げて村を後 に した。

 以 上本節 でみて きた事 例 は,ア デ ミワとヤオが村 との関係 を再 確認 し,ま た,村 との関係 を

取戻す機会 とな った。 ここか らは,彼 らが村 を訪れ て首長 と再会 し,村 にたいす る態度が どの

よ うに変化 したのかにっ いて考察 したい。

 筆 者 がオ ヨ トゥ ンジ村か らホーソン市へ向か って運転す る帰 りの車 の中で,ヤ オは首長 に会

えた ことをたいそ う喜 び,「 ああ,村 に帰 るよ。 かな らず村 に戻 るさ。 村 はまだ あるんだ。終

わ っち ゃあいない」 と大声で繰 り返 し,子 供 のよ うに興奮 して いた。 ヤオ は村 に行 く直前 まで,

彼 が住 んでいた1970年 代 か ら80年 代 の ことを例 にだ しては,た ま らな くひ どい場所 だ った と

文句 を言 って いた。 しか し,首 長は彼の ことを記憶 してお り,彼 を大歓迎 した。 さ らに,首 長

は彼 が村を永 らく離れて いたに も関わ らず,「 村 はおまえの故 郷だ,ど ん どん戻 って こい」 と

何度 も述べた。

 こ う した厚遇を受 けた ことで,ヤ オ はひど く感激 した。 そ して,ヤ オ は自分 の帰 る場所 が村

にあ ると知 り,村 との関係 をと り戻そ うと誓 ったのであ る。ヤ オはアデ ミワの敷地 に住 んで い

るあ いだ,ア デ ミワと ともに村 の行事 に参列す るよ うにな った。 また,ア デ ミワの優 れた交渉

術のおか げで,ヤ オは鍛冶職人 として村 と関われ るよ うにな った。 ヤオ は村 の女性結社 の ため

に鳥を モチーフに した鉄像 を創作す る仕事を引 き受 けた。

 一 方,ア デ ミワは,こ れまでにオ ヨ トゥンジ村にたいす る一方的 な不平不満 をヤオの ように

あか らさまに口にす る ことはなかった。 しか し,ア デ ミワは村 にはたい した関心 を持 って いな

か った。2001年 に,筆 者 は 「サー ド・アイ」の成員 たちと村 のイ ェモ ジャ祭 や,「 サ ー ド・ア

イ」の成員 の結婚式 に参列 した。筆者が村での見聞を アデ ミワに告 げ ると,彼 はま るで あん な
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場 所 に集 ま る物好 きがい るの といわんばか りの皮肉な笑 みをみせて いた。 ところが,ア デ ミワ

は,2003年7月31日 に村 に立ち寄 ってか らは,サ ンタフェ ・コ ミュニテ ィ ・カ レッジSanta

Fe Community Collegeで の仕事 を調整 して,毎 月25日 前 後 に執 り行 われ る村 の年 中行事 に

参列す るよ うにな った。

 さ らに,ア デ ミワは荒廃 感の漂 うオ ヨ トゥンジ村を建 て直す ために,ア ラバ首長 と協議 して

ひ とっ のプ ロ ジェ ク トを始 めた。 そのプロ ジェク トとは,ア デ ミワの学生15人 に異文化 を体

験 させ るとい う目的 で村 に連れてい き,村 の清掃 を手 伝わせ,行 事 に参列 させ るとい うもので

ある。 アデ フ ンミは,サ ンタフェ ・コ ミュニテ ィ ・カ レッジで人類学入門 の授業 を教 えている

のであ る。

 以 上 でみて きよ うに,過 去の経験か ら村 にたい して よい印象 を持 っていなか った 「イ レ ・オ

リシャンラ」 のアデ ミワや ヤオ は村 と最近 まで疎遠で あった。 ただ し,彼 らは偶然に も村 に立

ち寄 った結果,村 を離 れた成員で あって も1人 の人間 と して首長 に歓迎 され ることによ って村

へ の帰属感 を蘇 らせた。そ して,首 長の村 を蘇 らせたい,村 は難 しい局面 にあ るが立 て直 した

い,そ れ には成員 の力が必要で あるとい うなかば感傷的 な言葉 によ って責 任感を再び抱 くこと

にな ったの であ る。

 このよ うな過程 を経 て,ア デ ミワやヤオ は村の年中行事 に参列 し始 めた。そ して,彼 らはア

デ フ ンミや 旧知 の首 長,そ のほかの成員 たちと再会 し,ま た村 で往時に は劣 りなが らも儀礼 が

執 り行 われ てい ることにっ いて身 を もって知 った。だか らとい って,彼 らは過去 の不快な経 験

を忘れ去 るわけで はな い。彼 らは,過 去を彷彿 させるよ うな出来事 に再 びで くわす こともあ る。

しか し,彼 らはそ うした村 にたいする否定的 な経験 とともに,オ バ タ ラ司祭 として約45年 の

歴 史を持っ,す なわ ちアフ リカ系 アメ リカ人 のためのオ リシャ崇 拝の基盤を築 いたアデフ ンミ

に敬意 を表 し,約35年 の歴史 を持つ村を蘇 らせ るプ ロ ジェク トに参与 す ることで,み ずか ら

の価値 も高 め られ るので はないか とい う期待 を抱 いて村 への想 いを深め るに至 ったのであ る。

3.村 と の関係を維持 しているハウス

 さ いごに,村 との関係 を断続 的に維持 して いるハウスの事 例 と して,オ ミア ラ ドラが夫のオ

グンラノと ともに運営す る 「サー ド・アイ」 を取 りあげ る。

 まず,オ ミアラ ドラは以 下 に示す3っ の理 由か ら,村 に たい して強 い思 い入 れを もって いる

ことを述べ てお きたい。理 由のひ とっは,す でに第4章 第2節 で も述べ たが,彼 女が オ ヨ トゥ

ンジ村 の設立 以前 か ら実 兄(ア ジャム首長)と ともにアデ フ ン ミの活動 に加わ っていたか らで

あ る。 そ して,彼 女 はのち に村の中心人物 とな ってい くアデフ ンミや ほか の首長 たち とと もに,

ニ ュー ヨー クで マーテ ィン ・ル ーサー ・キ ングJr .の 行 進 に参加 して いた ことを誇 りに して い

る。二 っに,彼 女 の兄 は村 の年寄結社 の成員 であ り,村 の外務 ・広報 を担 当 している。彼 はア
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デ フ ンミに次 ぐ地位 にあ るとい って も過言で はない。また,彼 は現在 も村 内 に家 を所有 し,1

月 の 多 くを村 内で生活 してい る。三 つに,彼 女 は村内で暮 らして い るあ いだ に5人 の子 供 を産

み育 てて いる。 これ は,彼 女 が アデ フン ミの もとで イファ託宣 を受 け,イ ェモ ジャの司祭 にな

るための イニ シエー シ ョンを受 けた ことが き っか けであ った52)。

 た だ し,シ ャ レワ家 は1980年 代半 ばに村 を去 りフロ リダ州南 部 のマイ ア ミーデイ ド郡 へ と

移住 した。 シャレワ家 がオ ヨ トゥンジ村 を離 れた理由 は,コ ミュー ンと して の村 が破綻 した こ

とと関連が ある。 彼 らは村 を離 れた後,マ イア ミで約10年 間生 活をす る。 シャレワ家の子供

たちはマイア ミで小学校 に通い,ま た,六 男 と七男 はマイ ア ミで生 まれ育 った。 さらに,彼 ら

はマイア ミで 「サー ド・アイ」 を設立 した。

 しか し,そ の後,彼 らはマイ ア ミか ら自動車で6時 問半 ほどの距離 に ある フロ リダ州中北部

のゲイ ンズ ビル市 へ と移 って きた。 その理 由は2っ あ る。 ひとっ は,大 都市 であ るマ イア ミの

喧燥や犯罪,度 重 なるハ リケー ンの被害 か ら逃れ ることであ った。 もうひとっ は,オ ヨ トゥン

ジ村 に通 いや すい範 囲に住 みなが ら動物 を供犠で きる宗教空間 を もとめて の ことであ った53)。

 ゲ イ ンズ ビル市 に移住 して以降,「 サー ド・アイ」 はオ ヨ トゥンジ村 で開催 され る年中行事

の大半 に積極 的 に参 列 してい る。年 中行事 の なかで も,と りわ け6月 末 に開催 され るイ ェモ

ジャ祭 と8月 末 に開催 され るオバ タラ祭 には,家 族だ けで はな くハ ウスの成員 を引 き連れてか

な らず参列す る。 なぜ な ら,オ ミア ラ ドラと長女,三 男 はイェモ ジャ司祭で あ り,四 男 と六男,

な らび に,オ ミア ラ ドラの ゴ ッ ド ・ドー ターが オバ タ ラ司 祭 で あ る か らで あ る。 さ らに,

「サ ー ド・アイ」 は シャレワ家 の祝い事をオ ヨ トゥンジ村 で執 り行 ってい る。2001年 に は二男

の結婚の儀礼 を,2003年 に は長男 と四男 の結婚 の儀礼を執 り行 った。

 ま た,「 サー ド・アイ」 はオ ヨ トゥンジ村の年中行事 に参列 す るだ けではない。 シャ レワ家

の6人 の息子 たち は,村 の ドラム奏者 として活躍 して いる(第4章4-1参 照)。 村 で育 った長男

か ら五男 の5人 は幼 い ころか ら ドラムを奏で る技術を アウォロウ ォ首長 か ら学 んだ。 アウォロ

ウォ首長 はニ ュー ヨー ク在 住の ヨルバ人 であ るアキ ン トゥ ンジか ら ドラム技術 を伝授 され,村

屈指 の ドラム奏者 といわれて いた人物 である。 そ して,彼 らは ドラムを奏で る技術 を弟 たちに

伝え た。 こうして,シ ャレワ家 の息子 たちは村 の儀礼 に欠かす ことので きないバ タとよばれ る

ドラム奏者結社 を構成 して いる。

 さ らに,「 サ ー ド・アイ」 の成員 のなかで もオ ミア ラ ドラの息子 を中心 に した若 い男性成員

は,年 中行事 を機 にオ ヨ トゥンジ村 に戻 ると,行 事のあ と も村 の中や村 の周辺 に滞在 して足繁

く村 に通 うとい うことを繰 り返 してい る。彼 らは,村 の男性結社 の成 員 と ともに村 内の敷地 や

建造物 の整備 ・改修作業 をお こなってい る。 また,2005年6月 か らは,五 男 が村 の中で生活

を始 めた。彼 は伯父 にあた るア ジャム首長 と寝起 きを ともに し,イ ファ託宣 を学 んで いる。
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 本 章 では,オ ヨ トゥ ンジ村が1980年 代 半 ばか ら衰 退 して いくに したが って,村 を離れた成

員が米国 の各地 に設立 したハ ウス とオ ヨ トゥンジ村 との関係 を考察 してきた。 オ ヨ トゥンジ村

と現在 も交 流を続 けてい るか否か ということは,っ ぎの事象 によって大 き く影響 を受 けて いる

とい うことが明 らか にな った。すなわち,ハ ウスの成 員がかつて村 の中に住ん だ り,村 に頻繁

に出入 り した り してい た ころに,村 を運営 して いた王家 や首長階 級 たち とどのよ うな関係 に

あったか というこ とであ る。

 本 章第1節 で取 りあ げた 「イフ ァロラ」を運営 するババ ・オナやオ ラペ トゥンは,オ ヨ トゥ

ンジ村 でよ い経験 を して いない。 そのため,「 イ ファロラ」 は現在村 との距離 を保 っている。

と きに は,彼 らは過去 にお ける村 とのつなが りさえ も否定す る ことがあ る。

 一 方,本 章第3節 で取 りあげた 「サ ー ド・アイ」 の成員 は,オ ヨ トゥンジ村 にたいする忠誠

心 と,そ こか ら派生 す る責任感か ら村 と強い絆 で結 びっ いている。 とりわけ,村 を出生地 とす

る シャレワ家 の子供 た ちに とって は,村 はま さに生 まれ故郷 であ り,村 にたい して深 い愛着 を

抱 いて いる。先 に述 べ たが,オ ミア ラ ドラは,ア デフ ン ミや村 の骨格 とな った首長 とともに,

マ ーテ ィ ン ・ルーサー ・キ ングJr.の 行 進 に参加 して いた経験を 自負 して いる。 そう した経験

か ら,彼 女 は 「サー ド・アイ」 を村 の延長線上に位置づ け,現 在 も輝 か しい歴 史を持っ村 とと

もに歩 んで いる ことを強 く意識 して いる。 また,「 サ ー ド ・アイ」 のほかの成 員 も年 中行事 に

頻繁 に参列 す ることで,村 の歴史 の重 みを体感 してい る。彼 らは年 中行事 に参列す ることで,

村 とともに新 たな歴 史 を刻 んでいる とい う喜 びを再確認 す る機会 をえてい るとい って も過言 で

はない。

 この よ うに,オ ヨ トゥンジ村 を直接的 に経験す ることで生 じる村 への忠誠心や責任感 は,本

章 第2節 で取 りあ げた 「イ レ・オ リシャンラ」の事例 か らも明 らかであ る。 アデ ミワやヤオは,

最 近 にな って村 に 「故郷」 をみいだ し,村 にたい して責任 を果たす ことに意義をみ いだ した。

その一方 で,「 イ ファロ ラ」 は,村 にたい して否定的な想 い しか もち あわせて お らず,村 を訪

ね ることさえ も拒否す る。彼 らは,村 にたいす る否定 的な想 いを覆す機会 さえ もとうとせず,

村 への忠誠心 をみ いだす ことがで きないゆえに,村 との関係を断 ったままなので ある。

 本 章で取 りあげ たハ ウスの中では 「サー ド・アイ」 がオ ヨ トゥンジ村 と断続的 ではあるが関

係 を維持 す ることが可能 であ った。 ただ し,こ の背景 には2っ の事実が ある ことを無視す るこ

とはで きない。

 そ のひ とつ は先 に述 べたが,「 サー ド・アイ」 のオ ミアラ ドラはア ジャム首長 の実 の妹であ

るとい うことであ る。 ア ジャム首長 は,オ ヨ トゥンジ村 で王 に次 いで階級 が高 い(一 番年上で

ある)。 その首長 の妹 が運 営す る 「サー ド・アイ」 が,年 中行事 に参列 しない とい うことで は

首長の面 目が立 た ない。 首長 は儀礼 の終盤 にかな らず演説 を披露 す るが,「 サ ー ド・アイ」 に

はその演説 に盛 り込 まれた村の歴史観を継承 し,ま た それ に則 った価値観 を体現 する義務があ
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ると考えられる54)。しかしながら,「 サー ド・アイ」 がオヨ トゥンジ村 との関係を途切れなが

らも保 っている理由はそれだけではない。

 もうひとつは,オ ミァラドラが,村 の女性結社の重要な成員であるということである。彼女

は女性結社の首長 として村の運営に多少なりとも意見する権力を持 ってお り,そ の権力を行使

することで名声をえることも可能である。たとえば,ア デフンミの王位を継いだアデボル王子

の即位儀礼の際に,作 成,配 布 された リーフレットには,即 位儀礼を企画運営 した首長たちの

名が記載されている。そこにオ ミアラドラの名前がみられる。本章で取 りあげたほかの2つ の

ハウスの成員にはそうした権力はない。 また,オ ミアラ ドラは,村 で行使可能な権力(既 得権

力)を 娘のオ ミァラドラをはじめとして,息 子や孫に譲 ることも可能なのである。

                第5章 結   論

 本稿では,「 反白人 ・反キ リス ト教」を標榜 した排他的なオ リシャ崇拝運動が衰退 した1990

年代前半以降のオヨ トゥンジ村 に着目し,運 動のコミューンとしての役割を担 っていたオ ヨ

トゥンジ村の変容 と,そ のオヨ トゥンジ村と崇拝者が個別に設立 したハウスとの関係の在 り方

を考察 した。まず,第2章 では,オ リシャ崇拝運動のコミューンとして繁栄 したオヨトゥンジ

村の社会構造や成員の経済活動を明 らかに した。そのうえで,1980年 代半ばか ら排他的なオ

リシャ崇拝運動が衰退 した要因を検討 した。っついて,第3章 では,調 査時のオヨトゥンジ村

の敷地,村 に出入 りする成員,祝 祭の空間を記述 し,分 析 した。第4章 では,オ ヨトゥンジ村

を離れた成員が,米 国の各地に設立 したハウスとオヨ トゥンジ村 との関係を検討 した。

 本稿か ら明 らかになったことを以下にまとめる。

 筆者が調査 したオヨトゥンジ村はいまだ変わ らずサウスカロライナ州の シェル ドンにある。

調査時の村の人口は10人 程度である。 おもに年寄結社の首長が村の敷地内に家を構え, 1ヶ

月の大半を村の中で暮 らしている。現在 も村に頻繁に出入りしている成員の多 くは,村 の中に

っねに住んでいるわけではない。彼 らは村の周辺に住み,村 に通 っている。そのため村から成

員の姿が消え去ることはない。

 ただし,村 の人口という観点からみれば村の規模は最盛期 と比較できないほど縮小 している。

オヨトゥンジ村の規律は緩やかになり,か っての村では禁止されていた米国(西 洋)の 文化が

村の隅々まで浸透 している。その一方で,階 級差にもとつ く表敬行為や道徳的な価値観のよう

に,調 査時において重んじられている規律 もある。

 上述 したように,2001年6月23日 には年中行事のひとっであるイェモジャ祭が開催され,

その最後を飾る宴の儀礼には参列者と観光客を合わせて約80人 が村外か ら駆 けっけた。 日常

の村は静寂にっっまれているが,オ リシャ祭やそのほかの儀礼が催 されると村の様子 は一変す
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る。参列者 は互いに取 り決めたかのように村外から集まり,祝 祭の空間は活気づき,華 やかで

荘厳な儀礼が繰 り広げ られる。

 オヨトゥンジ村は毎月開催される年中行事を迎えると,静 の空間から動の空間へと移行する。

祭や儀礼の数 日前 になると,首 長か ら指示を受けた男女結社の成員が村に集 まり,祭 や儀礼の

舞台として使用するオ リシャの寺院を修繕 し,宴 の儀礼のあとに振 る舞 う料理の食材や器を準

備する。早めに村を訪れる参列者 もこのような若い成員の準備活動に加担する。こうして,毎

月2, 3日 の日程で開催 される年中行事には通常20人 か ら60人 の参列者と,数 人か ら10人

程度の観光客を迎える。祭や儀礼が終了すると,男 女結社の成員は後片付 けのために数 日間村

に通う。村のなかに成員が住んでいたかっての時代とは異なり,今 日,オ リシャ崇拝者は年に

14回 開催される祭やそのほかの儀礼を契機にオヨトゥンジ村に集合する55)。

 年中行事の参列者の多 くは,1970年 代,80年 代にオ ヨトゥンジ村に住んでいた成員,あ る

いは村の周辺から村に通 っていた成員である。彼 らは村の創設に貢献 した首長,成 員,村 で生

まれ育った成員である。ただし,参 列者のなかには村に一度 も住んだことのない人々もいる。

そうした人々は,以 前に村に出入 りしていた成員の子供,孫,姻 族,友 人などである。そのほ

かにも,最 近になってか ら村に関心や魅力を覚えてやってきて,あ らたに村を 「発見」する参

列者 もいる。 さらに,年 中行事 とは関係な く村に通 う成員 もいる。彼 らは男女結社のイニシ

エーションや,司 祭になるためのイニシエーションを受 けるために村に通っている。こうした

目的をもって村を訪れる人 は少ないなが らも途切れることはない。

 年中行事を構成する儀礼では,王 は村の最高権力者 として表象 され,王 家の成員には種々の

特権が与えられている。 こうした儀礼では,参 列者は村の階級制度に忠実にしたがうことが期

待されている。 ところが,新 参者 は村の階級秩序に疎いために様々な間違いをする。古参の成

員は,新 参者の間違いにたいしてかならず注意をし,村 の階級秩序に則 った振る舞い方を教え

る。同様に,古 参の成員は儀礼運びや舞踊 ・詠唱歌にっいても新参者に指導する。っまり調査

時においても,オ ヨトゥンジ村の儀礼の空間では,村 が繁栄 していたころと同様の秩序のもと

で年中行事を実践するための努力がなされている。そ して,年 中行事を契機に成員が村に集合

することで,女 性結社は秩序を取り戻 し,男 性結社は再び結社として活動できるように準備が

進められている。

 このように,一 度はオヨトゥンジ村を去 ったオ リシャ崇拝者であって も,オ ヨトゥンジ村と

いう集団から完全に切 り放 されているわけではない。彼 らの多 くは年中行事に参列 して村との

関係を維持 している。参列者は年中行事をきっかけに旧知の友人に出会い,新 たな友人と知り

合 う。成員同士の交流が年中行事を媒介 として網の目状に広が り,そ うした網の目状の交流を

きっかけに村を去 った成員が勧誘されて再び村に出入 りするようになる。そして,祖 先結社,

男性結社,女 性結社,そ れぞれのオリシャの司祭結社に入社す るために村に通 う人々によって
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村は再び活性化 している。 こうしたなか,村 のある規律は変化 し,ま たほかの規律は維持され

なが ら,祭,儀 礼,結 社,成 員同士の関係が再構築されている。

 オヨトゥンジ村を離れた成員が設立 したハ ウスに属する成員を儀礼的に 「村の成員」として

取り込んでいくうえで,祭 における首長や古参成員のスピーチは重要な役割を果たしている。

祭の終盤にかな らずみ られるスピーチの時間は,オ ヨ トゥンジ村を中心に据えた米国のオ リ

シャ崇拝の歴史を創 りだ し,そ の歴史を参列者のあいだで共有する絶好 の機会 となっている。

 儀礼のスピーチが制定する歴史では,オ ヨトゥンジ村の王であるアデフンミや,村 の設立に

尽力をっ くした首長が偉大な先陣として位置づけられる。彼 らが成 し遂 げた偉業のおかげで,

今日オリシャ崇拝者はオヨトゥンジ村を故郷としてもっことが可能なのである。 この村の社会

空間は米国の地域社会 とは異なり,オ リシャ崇拝者というアイデンティティを所与のものとす

る。っまりオヨトゥンジ村では,オ リシャ崇拝者は地域社会で 「黒人」として表象 されること

で強いられる社会的緊張や身の危険から自身を解放できるのである。おなじように,彼 らは地

域社会で 「野蛮な生寳/エ キゾチックな文化」の実践者と して表象されることで生 じる地域

社会 との軋礫や混乱から自由になることができる。さらに,儀 礼のス ピーチが強調するのは,

先陣のおかげでオヨトゥンジ村を軸にした今日のオ リシャ崇拝の コミュニティ,っ まりオ ヨ

トゥンジ村 とハウスのつながりが存在するということである。成員 は村か ら多大な恩恵を受け

てお り,そ の恩恵に報いるために村にたいする義務を果たさねばならないという相互依存的な

関係性の構造に回収 されていく。

 上述 したようにオヨトゥンジ村が表象 されることで,オ ヨトゥンジ村の成員は自身 と,彼 ら

のオ リシャ崇拝者 としての出身地(故 郷)で ある村 と,彼 らが地域社会に設立 したハウスを歴

史的に連続 したものとして位置づける。 さらに儀礼のスピーチでは,村 の歩んできた歴史とと

もにこれから歩むべき将来像も描かれる。 こうして古参の成員だけでなく新参の成員(ハ ウス

に属する参列者)が,村 の過去や未来像に刺激を受けてオヨトゥンジ村を聖地として捉え直 し,

村への忠誠心,帰 属感,責 任感を募 らせることになる。そのため,一 度は村を離れた成員が米

国の各地に設立 したハウスや,そ こに属するゴシド・ファミリーは,現 在 も祭やそのほかの儀

礼を軸にしてオヨトゥンジ村とっながっているのである。

 オヨトゥンジ村 は,均 質で集合的なアイデンティティを絶えず強制するコミューンか ら,個

人的な巡礼が可能な聖地へと変化しっっある。その聖地は,成 員が必要 とするときに集合的な

アイデンティティを提供 しっっ も,そ れを成員に強制することはない。村を去 ったオ リシャ崇

拝者は,各 々の個人的欲求や経済的欲求を満たそうと村の外部で生活を送 っている。ただ し彼

らは日常生活においてヨルバの宗教文化を今 日も実践 している。 このように,か ならず しもオ

ヨトゥンジ村 という場所にとらわれないオ リシャ崇拝の実践によって,彼 らは緩やかな境界を

つくり,米 国の地域社会で 「オ リシャ崇拝者」たることを実践 し続 けている。そのため,オ リ
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シ ャ崇拝者 はほか のアメ リカ人 と同 じよ うに米国社会で得 られ る権利(個 人的,経 済的欲求の追

求)を 享受 しなが らも,白 人 ・キ リス ト教的な価値観を基盤 に した米 国の地域社会 が強 い る人

種主義 的な 「黒人」 とい うカテゴ リーに容易 に包摂 され ない存在 となる。

 オ リシャ崇拝運動 の 目的 は,も はやすべてにおいて 「反 白人 ・反 キ リス ト教」 を貫 くことで

はない。 オ リシャ崇拝者 は,あ る時間や空間では米国の 白人 ・キ リス ト教 的な価値観 に相反 す

る思想 や行 為 を実践 す る。 また別の時間や空間 では,彼 らは米国 の地域社会 が強いる 「黒人」

表象 をあえて実践す る ことで名声や権 威(肯 定的評価)を 享受す る。 ラ ップ,レ ゲエ,ジ ャズ,

ア ー トな どの黒人芸術文 化,性 的 な舞踊,ド レッド ・ロックスdread locks(髪 型),鍛 え られ

た筋肉質 な身 体 な どの黒人 の性 的魅力が その よい例 で あ る。っ ま り,オ リシャ崇拝者 はオ ヨ

トゥンジ村 の社会空 間だ けで はな く,米 国の地域社会 の中に も自身 を肯定 す ることがで きる時

間 と空 間を もってい る。だか らこそ,オ リシャ崇拝者 は白人 ・キ リス ト教 的な価値観 を基盤 に

した人種主 義的 な米 国の地域社会の もとで生活 を しなが ら,社 会的地位 を改善 す るとい う困難

な課題 にたい して運 動を持続的 に実践す ることが可能 なのである。

 以 上,本 稿 か らは,オ ヨ トゥンジ村の機能が変化 した こと,す なわち異 な る人種や宗教 にた

い して排 他的 な運動 を集合的 に実践す るコ ミュー ンか ら,個 人的 な巡礼 が可能 な聖地 へ と変化

した ことが明 らかにな った。 それ は,先 行研究 が指摘 したよ うに,オ ヨ トゥ ンジ村の衰退 を意

味す るものではない。聖地 としてのオ ヨ トゥンジ村 は,ハ ウス と相互依 存的な関係を結ぼ うと

し,ま たそ うした関係 を拡大,強 化す る ことで,村 その ものを活性化 させて いる。

 オ ヨ トゥンジ村 を離れ た成員 は,村 の年中行事 に参列 す るために村 に集 合 し,非 日常 的な儀

礼 の空 間で交流 す ることで,「 弱 い紐帯」[グ ラノヴェター2006(1973)]を 発 達 させてい る。

これ によ って,オ ヨ トゥンジ村 はかって の成員を再統合 す る場所 と して機能 して いる。 さ らに

は,こ の 「弱 い紐帯」 を通 じてオ ヨ トゥンジ村は調査時 において も,な お新たな成員や潜在的

な成員 を取 り込 む過程 にあ る。一方,オ ヨ トゥンジ村 を離 れた成員 が個別 に設立 したハ ウス は

「強 い紐帯」 と して機能 して いる。 この二種類の紐帯 がどのよ うに重 な り合 って いるのか につ

いて は稿 を改めて検討 したい。
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注

1) ウ ェ ル マ ンは,コ ミュ ニ テ ィ の 喪 失,存 続,解 放 に つ い て 論 じ て い る[ウ ェ ル マ ン2006

 (1979)]。 現 代 の 米 国 社 会 で は,「 黒 人 の 教 会離 れ」,っ ま り地 域 社 会 を 基 盤 に した黒 人 の コ ミュ

 ニ テ ィ形 成 に お い て歴 史 的 に重 要 な役 割 を果 た して きた 黒 人 教 会 の縮 小 が 指 摘 さ れ て い る[蓮 見

 2002]。 本 稿 は,黒 人 教 会 に かわ る ア フ リカ系 ア メ リカ人 の コ ミュ ニ テ ィ形 成 を検 討 す る。

2) 本 稿 で は,初 出 の固 有 名 詞 に か ぎ って 原 語 を付 記 す る。 本 論 の そ の ほ か の 名 詞 にっ い て は,必

 要 に応 じて原 語 を付 記 す る。

3)本 稿 は,米 国 の フ ロ リダ州 ア ラ チ ュ ア郡 ・プ ッ トナ ム郡 ・マ イ ア ミー デ イ ド郡,サ ウ ス カ ロ ラ

 イ ナ 州 ビ ュー フ ォ ー ト郡 ・チ ャ ー ル ス ト ン郡,な らび に,ニ ュ ー ヨ ー クを 中 心 に断 続 的 に お こ

 な った文 化 人類 学 的調 査 に も とつ いて い る (地 図1参 照)。 調 査 期 間 は2001年 か ら2005年 にか

 けて の18ヶ 月 で あ る。 調 査 方法 は参 与 観 察,聞 き取 り,MDレ コ ー ダ ・写 真 ・ビデ オ に よ る記

 録 で あ る。 調 査 言 語 は英 語 で あ る。 本 稿 で 言 及 す る年 齢 や 経 歴 等 は と くに こ とわ りが な い か ぎ り,

 2005年 時点 の もの で あ る。

4) キ ュ ー バ で は,ヨ ル バ や ダホ メ ー出 身 の 奴 隷 た ち が,ヨ ル バ 語 で 「オ ル コ ・ ミ01uko mi(わ

 た しの友 人 よ)」 と呼 び か け合 って い た ことか ら,彼 らは 「ル ク ミ」 とよ ば れ る よ うに な った と

 い わ れ て い る[Brandon 1993;Mason 2002]。

5) ヴ ドゥ ンに っ い て は,本 節 で後 述 す る。

6)本 論 文 で の エ グ ン グ ンの訳 し方 につ いて 説 明 して お き た い。 エ グ ン グ ン と い う ヨル バ語 は匿 名

 化 した集 合 的 な祖 先 を指 す。 これ に た い して,個 別 の祖 先 を 指 す の は エ グ ンで あ る。 た だ しオ リ

 シ ャ崇 拝 者 の あ い だ で は,集 合 的 な祖 先 と個 別 の 祖 先 との 使 い分 け は非 常 に あ い ま い で,し ば し

 ば エ グ ング ン とい う単 語 が用 い られ る。 この こ とを踏 ま え て,本 論 文 は エ グ ング ンを集 合 的 な 祖

 先 と い う意 味 で用 い る が,個 別 の具 体 的 な祖 先 を意 味す る場 合 もあ る。

7) サ ンテ リア の崇 拝 実 践 で は,make Orisa(ス ペ イ ン語 で はhacer Santo)と 表 現 さ れ る こ と

 もあ る。

8) サ ンテ リア の崇 拝 実 践 で は,ヘ レロ スGuerrerosと 呼 ば れ る。

9)以 下,ア デ フ ン ミと略 記 す る。 た だ し,オ ヨ トゥ ン ジ村 の 王 と して位 置 づ け られ て い る ア デ フ

 ン ミの役 割 や機 能 に つ い て述 べ る際 に は 「王 」 とい う用 語 も併 せ て用 い る 。

10) ア デ フ ン ミの ラ イ フ ・ヒ ス ト リー と,1970年 代 の オ ヨ トゥ ン ジ村 で の生 活 に つ い て は ハ ン ト

 が 詳 述 に記 述 して い る[Hunt l979]。

ll)現 在 の ナ イ ジ ェ リア ・オ シュ ン州 の イ フ ェ市 を そ の一 部 とす る地 域 で あ る。

12)米 国 社 会 か らの分 離 を 掲 げた 排 他 的 な オ リシ ャ崇 拝 運 動 が1980年 代 半 ば か ら衰 退 した要 因 に

 つ い て は,拙 稿 で検 討 した ことが あ る [小 池2003,Koike forthcoming]。 オ リシ ャ崇 拝 運 動 が

 衰 退 す る前(1970年 代 ～80年 代 半 ば)の オ ヨ ト ゥ ンジ村 の社 会 構 造 と組 織 村 で実 践 され て い

 た規 律 に っ い て は第2章 で 後述 す る。

13) ほ か に 筆 者 は,オ ヨ トゥ ンジ村 が 急 速 に衰 退 した 以 降,オ リ シ ャ崇 拝 運 動 の成 員 が運 動 の 唱 導

 者 で あ る ア デ フ ン ミや 主 要 な首 長 た ち に 率 先 され る の で は な く,個 人 的 に ナ イ ジェ リア の オ リ

 シ ャ崇 拝 組 織 と交 流 し始 め た こ とで,運 動 その もの が崩 壊 を 免 れ た の で は な いか と論 じた こ とが

 あ る[小 池2003コ 。

14)本 章 に お け る歴 史 的 記 述 に関 して は っ ぎ の文 献 を参 考 に して ま と め た 「ニ ュ ー ズ ウ ィ ー ク

 Newsweek』 [1973:unkrlown],「 エ ボ ニ ーEbony』 [1978:86-87], Hunt [1979], Pinn

 [1998:89],Oyotunji African Village[2005:4コ 。
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15) ア ジ ャム 首 長 か らの 聞 き取 り,2003年8月21日 。

16) た だ し,イ ラ を もた な い オ リ シ ャ崇 拝 者 もいる 。 彼 ら は村 の 規 律 が 厳 格 に適 応 され な くな って

 か ら村 と関 わ り始 め た か らで あ る。

17)オ ミア ラ ドラ の ス ピー チ,2003年10月30日 。

18) 1USド ル を120円 と して換 算 。 以 下 本論 文 で は,年 代 に関 係 な く,同 レー トで換 算 した 日本

 円 を丸 括 弧 内 に表 示 す る。

19) い うま で も な い が,キ リス ト教 や イ ス ラ ムが性 差 別 的 で あ る と い うわ けで は な い。

20)オ ジ ョか らの 聞 き取 り,2001年5月17日 。

21) オ ミ トワ デか らの 聞 き取 り,2001年5月17日 。

22) オ ミ トワ デか らの 聞 き取 り,2001年6月20日 。

23) エ フ ン ジ ュ モ ケ と ヤ オ の会 話,2003年7月3!日 。

24)オ ヨ トゥ ン ジ村 の慣 例 で は,崇 拝 者 は頭 に宿 るオ リシ ャの ほか に オ リシ ャを7柱 授 か る た め,

 費 用 の合 計 は少 な く と も7,000ド ル(84万 円)と な る(く わ し くは第2章1-3参 照)。

25) ア デ ミワ と筆 者 の会 話,2003年2月20日 。

26) ア デ ミワか らの 聞 き取 り,2003年2月24日 。

27)エ フ ン ジ ュ モ ケ か らの 聞 き取 り,2003年7月31日 。

28)オ ロ ミデ か らの 聞 き取 り,2001年6月18日 。

29)エ フ ン ジ ュ モ ケ か らの 聞 き取 り,2003年7月31日

30) シ ャ ン ゴ と は雷 と稲 妻 の神 で あ る。

31) ア デ ミワか らの 聞 き取 り,2003年7月29日 。

32)オ ヨ トゥ ン ジ村 で の生 活 を や め,村 を離 れ て も,村 の 成 員 で あ る。

33)オ ミ トワ デか らの 聞 き取 り,2001年5月25日 。

34)筆 者 が 調 査 を始 め た2001年 の時 点 で すで に,ア ダ ラ モ ラ は ア デ フ ン ミと行 動 を共 に して い た。

 ま た,2005年2月15日 に,ア デ フ ン ミが亡 くな っ た後 も,ア ダ ラ モ ラが 初 代 王 の妻 と して王 宮

 を使 用 して い る。

35) た だ し,古 参 成 員 の す べ て が調 査 時 の オ ヨ トゥ ンジ村 の要 職 に就 い て い る わ け で は な い こと は

 い うま で も な い。

36) オ ヨ ト ゥ ン ジ村 で実 践 さ れ て い た規 律 の詳 細 に っ いて はハ ン トを参 照 さ れ た い[Hunt 1979]。

37)供 犠 の 目的 は,動 物 の 頸部 を切 断 して体 内 か ら溢 れ 出 る血 を オ リ シ ャの 「神 聖 な壷 」 に注 ぐ こ

 と で あ る。 こ の オ リシ ャの神 聖 な壺 に は オ リ シャを 象 徴 す る小 石 が お さ め られ て い る。 っ ま り,

 供 犠 は神 聖 な壷 の な か にい る オ リ シ ャ(小 石)に 食 事(動 物 の 血)を 与 え る こと で あ る と解 釈 さ

 れ て い る。 動 物 の血 は,オ リシ ャが もっ と も満 足 す る捧 げ もの と して 考 え られ て い る。 神 聖 な壺

 と は,崇 拝 者 が 司 祭 に な る た め の イ ニ シエ ー シ ョ ンを受 け た と き に授 か る壼 で あ る。 壷 の詳 細 な

 中身 に っ いて は秘 密 で,司 祭 以 外 は知 る こ とが許 され て い な い。

38) イ ェモ ジ ャ祭 の 宴 の 儀 礼 に は,オ ロク ンの司 祭 結 社 の 成 員 は参 列 して い な か った。 そ の た め,

 オ ロ ク ンの 到 着 の 舞 踊 はな か った。

39) サ ンテ リア の崇 拝 実 践 で は,ナ ンガ レオ と はイ タitaと よば れ る儀 礼 と,そ の儀 礼 で捧 げ られ

 る コー ン ・ミー ル で つ く られ た 供物 の こ と を指 す[Mason 2002]。

40) ア シ ェ と は,生 命 の 源 泉 を な す エ ネ ル ギ ー で,万 物 に宿 って い る と さ れ て お り,物 質 的 な エ ネ

 ル ギ ー と精 神 的 な エ ネル ギ ー を 結 合 させ,さ らな る エ ネ ル ギ ー を産 出す る神 聖 な もの と考 え られ

 て い る。 こ の こ とを 踏 まえ て,オ リシ ャ崇 拝 者 の あ いだ で は,ア シ ェ とい う言 葉 が,オ リ シ ャに
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 感謝を表すときや,他 者のオリシャへの礼賛に同意するときに用いられる。また,オ リシャへ捧

 げる動物を供犠する瞬間にも用いられる言葉である。

41)ア デ ミワからの聞き取 り,2001年8月28日 。

42) この事例 として,第4章 で取 りあげる 「イレ・オ リシャンラ」 と 「イファロラ」 とよばれるハ

 ウスとの人的交流があげられる。「イレ・オリシャンラ」のアデ ミワは,「 イファロラ」のババ ・

 オナがナイジェリアでババラオ司祭になるためのイニシエーションを受けたとの情報を聞きっけ,

 バ バ ・オナからナイジェリア人の司祭を紹介 して もらった。その後,彼 らは同じ司祭か らイニシ

 エーションを授かってことからゴッド・ブラザーとなり互いのハ ウスの成員が交流するように

 な った。

43) ア ジャム首長のスピーチ,2003年8月22日 。

44) オ リシャ崇拝運動の成員によるハウスの設立や,ハ ウスでのオ リシャ崇拝の実践については拙

 稿 で論 じたことがある[Ko三ke 2005;小 池2007]。

45)ア デ ミワからの聞き取り,2003年2月24日 。

46)ア デ ミワからババ ・オナへの電話,2003年8月11日 。

47)ア デ ミワからババ ・オナへの電話,2003年8月ll日 。

48)オ ラペ トゥンからの聞き取り,2003年2月23日 。

49)オ ラペ トゥンからの聞き取り,2003年8月17日 。

50) サ ウスカロライナ州のバプティス ト教会での葬儀には約80人 が参列 した。っついて午後か ら

 とりおこなわれた墓地での葬儀には約40人 が参列 した。アデ ミワの父親は海兵隊に一時期所属

 していたので,海 兵隊によるセレモニーもおこなわれた。葬儀にはアデ ミワの母親とは異なる妻

 と,そ の女性とのあいだにもうけた子供,孫 が参加 した。アデ ミワは,実 の父親が妻(ア デ ミワ

 の母親)と 一緒に住んだこともなく,父 親 らしいことをしてもらったことも一度 もないと父親 と

 生 涯疎遠であったことや,父 親 にたいする不平不満をもらしていた。 このことを示唆するかのよ

 うに,彼 は父親が死去 して5日 経ってからようやく父親の言卜報を聞いた。 しか し,彼 は墓地での

 葬儀が半ばを過ぎる頃か ら涙を流 し始め,父 親の棺を土葬 したあとっぎのように述べて,父 親 と

 の別れを悲 しんだ。 「さいごには,父 は自分を必要としたんだ 〔自分が父親の棺を運ばなければ

 棺 を土葬することができなかった〕」。

51) アジャム首長の発言,2003年7月30日 。

52)オ ミアラドラは長年子宝に恵まれなかった。彼女は子供が欲 しく,諦 めることができなかった

 ので病院で診察を受けた。それか ら彼女は精神的に辛 く,身 体的に痛みを伴う不妊治療を長年受

 け続けが,妊 娠することはなかった。その後彼女はオリシャ崇拝運動の主導者であるアデフンミ

 の もとでイファ託宣を受ける。その結果,彼 女の頭には母性の神であるイェモジャが宿 っている

 ことがわかった。彼女は子宝に恵まれたければ,イ ェモジャの司祭になるためのイニシエーショ

  ンを受けなければならないとアデフンミから告げられた。彼女は子供が欲 しかったので,も ちろ

 ん イファ(託 宣の神)の 指示にしたがってイェモジャの司祭となった。すると,オ ミアラドラに

 奇跡が訪れた。今まで不妊に悩んでいたことが嘘のように状況が一変 し,彼 女は8人 の子供を授

 か ったのである(オ ミトワデか らの聞き取り,2001年5月15日 ・イファシャデからの聞き取 り,

 2003年10月30日)。

53)動 物 を供犠できる宗教空間にっいては,っ ぎのオロミデの話を参照 されたい。 「ゲインズビル

 は本当に静かな所だ。儀礼をするのにもってこいだよ。今日は日曜の昼間,し かも町の真ん中と

 い うのに,周 りには誰 もいない。こんな環境で儀礼ができるのは恵まれている。」(オ ロミデか ら

                  一72



                       コ ミ ュ ー ン か ら聖 地 へ(小 池)

  の 聞 き 取 り,2001年9月12日)。

54) こ れ は オ ミ ト ワ デ の 息 子 た ち,す な わ ち ア ジ ャ ム 首 長 の 甥 の3人 が 村 で 結 婚 式 を 挙 げ た こ と を

  ア ジ ャ ム 首 長 が 誇 り に して い る こ と か ら も わ か る 。

55)毎 年 開 催 さ れ る 男 女 結 社 の イ ニ シ エ ー シ ョ ン は,同 時 に 執 り行 わ れ る オ リ シ ャ 祭 と あ わ せ て1

  回 の 年 中 行 事 と して 計 算 した 。
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